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第二東名高速道路の建設に伴って静岡県内では多くの埋蔵文化財の発掘調査が行なわれ

ました。本遺跡の所在する静岡県東部は、|日石器時代から縄文時代の遺跡が多数存在する

地域として知られており、過去においても調査が行なわれ多くの成果が得られています。

今回の第二東名高速道路の建設に伴う発掘調査では、今まで知られていなかった遺跡を含

めて多数の成果が得られており、その中には静岡県を代表する遺跡となった調査成果もあ

ります。

今回、報告する千福南山m西遺跡〈第二東名No.l48-2地点)は愛鷹山東麓に所在しま

す。従来この地域は、南麓に比べて周知の遺跡はやや少なし今回の第二東名高速道路の

建設に伴い新たに発見された遺跡が数多くあります。千福南山m西遺跡もその中の一つで

す。

千福南山m西遺跡は調査範囲の大半がかなりの急傾斜地であり、周辺の調査事例から、

調査成果に多大な期待を寄せることはできない、と当初は考えていました。しかし、調査

が進行するにつれ、続々と検出される縄文時代の陥穴状土坑により、当初の予想は覆るこ

とになりました。検出された土坑は最終的に約170基に達し、静岡県下で最多を誇ります。

また、一遺跡からの検出数において、全国的にも屈指の遺跡になりました。また、僅かな

はありますが、静岡県東部では類例の稀な縄文時代後期中葉の遺物が出土しているの

も注意すべきであると考えます。

今回の報告書では、この地域における縄文時代の狩猟活動の一端を明らかにすべく、多

くのデータを盛り込みました。この成果が地域の歴史を明らかにするための資料として有

効に活用されることを期待します。

最後になりましたが、調査及び報告書の作成にあたり多大なる援助 e 協力を頂きました

中日本高速道路株式会社東京支社沼樟工事事務所、静岡県教育委員会をはじめ、多くの関

係諸機関の方々に厚くお礼を申し上げます。また、危険な傾斜地の調査であるにもかかわ

らず¥無事故で調査を完了させた調査参加者の苦労をねぎらいたいと思います。

平成23年 1月31日

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長石田 彰
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1。本書は静岡県裾野市葛山字西ノ窪 148他に所在する千福南山園西遺跡 (No.148-2地点)

書である0

の調査報告

2. 調査は、第二東名高速道路建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査業務として、中日本高速道路株式会

社の委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が

実施した。

3. 二子福南山盟酉遺跡の確認調査、本調査および資料整理の期間は次のとおりである。

確認調査 I期 平成18年 4 月 ~5 月

本調査 I期 平成18年 6 月 ~12月

確認調査E期 平成21年 2 月 ~3 月

確認調査国期 平成21年4月

本調査E期 平成21年 4 月~~ 9月

資料整理@報告書作成平成21年10月~平成22年 3月

4。本遺跡の調査。整理体制と、担当者は、以下のとおりである。

平成 18年度(確認調査 I期、本調査 1期)

所長:斎藤忠 常務理事兼総務部長:平松公夫総務部次長兼総務課長:鈴木大二郎

調査研究部長:石川素久調査研究部次長兼調査課長:及川 司調査課係長固中鉢賢治

調査研究員:田中弘幸

平成 20年度(確認調査E期)

所長兼常務理事:清水哲次長兼総務課長:大場正夫

調査課東部総括係長:中鉢賢治 調査研究員:木崎道昭

平成 21年度(確認調査圃期、本調査E期、資料整理)

所長兼常務理事:天野忍次長兼総務課長;松村享

次長兼東部総括係長.中鉢賢治 調査研究員:木崎道昭

次長兼調査課長:及川 司

次長兼調査課長:及川 司

5. 本書の執筆は木崎道昭、大島秀俊(株式会社シン技術コンサル)が行った。分担は下記のとおりで

ある。なお、全体の監修は木崎道昭が行なった。

木崎道昭:第 1章、第E章第 1節、第 2節、第IV章第 3節、附編の補註

大島秀俊.第E章第 3節、第E章、第N章第 1節、第2節、第4節、第V章、第v[章

6. 出土遺物の接合。復元・実測@写真撮影および挿図@表。写真図版の作成、報告書の版組編集作業

は当研究所の監修・指導のもと株式会杜シン技術コンサルが行った(附編は除く)。

7. 黒曜石の産地推定は、独立行政法人沼津工業高等専門学校名誉教授 望月明彦氏に依頼した0

8。黒曜石以外の石材の同定は当研究所元整理技術員森嶋富士夫が行った。

9. 炭化物の年代測定・樹種同定については株式会社加速器分析研究所に委託した0

10. 調査で実施した委託事項および委託先は下記のとおりである。

平成 18年度(確認調査 I期、本調査 I期) 掘削業務株式会社集組

測量業務株式会社シン技術コンサル

平成 20年度(確認調査E期) 掘削業務

測量業務 株式会社シン技術コンサノレ

平成 21年度(確認調査皿期、本調査E期)

セリザワ建設株式会社

掘削業務 セリザワ建設株式会社
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測量業務株式会社シン技術コンサル

1L発掘調査および資料整理については以下の方にご指導@ご、助言を賜った。厚く御礼申し上げる。

及川良彦倉石広太小林謙一柴田徹長谷川徹福嶋正史細野高伯(玉十音順。敬称略)

12 発掘調査の資料は、すべて静岡県教育委員会が保管している。

13. 本報告書における「丈jパ紋Jの使い分けに関しては、「縄文時代」・「縄文土器」については「文J

を使用した。縄文土器の記述中においては「紋」を用いた。ただし「文様帯」については「文」

使用している。

伊凡

本書の記載については、以下の基準に従い統ーを図った。

L 本書で用いた遺物、遺構等の位置を表す国土座標値は、すべて旧日本測地系による。

2. 調査区の方眼設定は旧日本測地系座標第VIll系を使用し、 X (-88980)、Y (35540) の南西角を原点

とし、 X軸(南北)はアルファベットのA~、 Y 軸(西東)はアラビア数字を l~から順次附番した。

出土遺物は、それぞれの遺物番号にX ，Yの座標と標高を記録して取り上げ、ている。

4. 本文中または土器観察表に用いた色彩に関する用語、記号は『新版標準土色帖 1992 年版~ (農林

水産省農林水産技術会議事務局.財団法人日本色彩研究所色票監修 1992) を使用した。

5. 石器実測図、石器@言明片.~楽観察表に使用した記号は以下の表の通りである。

3. 
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図版 2 本調査 I期 縄文時代完掘状況 図版 16 98 ~ 105号土坑完掘状況

本調査H期調査区近景(南から) 図版 17 106 ~ 113号土坑完掘状況

図版 3 本調査 I期土層断面 (Eライン北壁) 図版 18 114 ~ 121号土坑完掘状況

本調査 I期土層断面(土層帯 01) 図版 19 122 ~ 129号土坑完掘状況

本調査E期土層断面 (a-bライン) 図版 20 130 ~ 137号土坑完掘状況

TP9土層断面(東から) 図版 21 138 ~ 145号土坑完掘状況

5号土坑土層断面 図版 22 146 ~ 153号土坑完掘状況

82号土坑土層断面 図版 23 154 ~ 161号土坑完掘状況

86号土坑完掘状況 図版 24 162 ~ 169号土坑完掘状況

87号土坑完掘状況 図版 25 1号焼土遺構完掘状況

図版、4 本調査I期KGP層遺物出土状況(南から) 2号焼土遺構検出状況

本調査 I期KU層遺物出土状況(東から) 2号焼土遺構完掘状況

本調査E期加曽利B式土器出土状況 炭化物集中 1 (北から)

本調査E期打製石斧出土状況 炭化物集中 1 (西から)

l号配石遺構検出状況(旧石器時代) 1号土坑完掘状況

2~4 号土坑完掘状況 8号土坑完掘状況

図版 5 6 ~ 11号土坑完掘状況 道路遺構完掘状況(西から)

12号土坑土層断面 図版 26 縄文土器(1 ) 

12 ~ 13号土坑完掘状況 図版 27 縄文土器(2 ) 

図版 6 14 ~ 22号土坑完掘状況 図版 28 縄文士、器(3 ) 

図版 7 23 ~ 30号土坑完掘状況 図版 29 縄文土器 (4) 

図版8 31 ~ 38号土坑完掘状況 図版 30 !日石器時代の石器

図版 9 39 ~ 46号土坑完掘状況 縄文時代の石器(1 ) 

図版 10 47 ~ 55号土坑完掘状況 図版 31 縄文時代の石器(2) 

図版 11 56 ~ 63号土坑完掘状況 図版 32 縄文時代の石器(3 ) 

図版 12 64 ~ 71号土坑完掘状況 図版 33 縄文時代の石器 (4)

図版 13 72 ~ 79号土坑完掘状況
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第 I章調査に至る経緯と調査の経過

第 1節 第二東名建設に伴う埋蔵文化財の取り扱いの経緯

静岡県下における第二東名自動車道建設に伴う埋蔵文化財の取り扱いの経緯については、平成 19年

3月刊行の『悌ケ尾遺跡 第二東名 No.147 地点~ (静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告第 175集)

に詳しく述べられている。ここでは裾野市内における第二東名建設に伴う埋蔵文化財の取り扱いについ

て若干触れるに留めたい。

平成8年 9月 25日付けで締結された「第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査に関する協定書j

は長泉町~掛川市の遺跡を対象としたものであり、他地域の遺跡については、協定変更によって地点を

追加するという形で調査対象となった。裾野市域の遺跡も同様であり、平成 11年 12月 22日付けの第

5 回協定変更により、 No.144 地点~No. 155地点の計 12箇所が調査の対象となった。その後、平成 13年

度から平成 16年度にかけての4度にわたる協定変更により、新たに 9つの地点が追加され、合計 21箇

所の地点が当財団が調査を担当する遺跡となった。本書で報告する千福南山E西遺跡 (No.148-2地点)

は平成 17年 3月 31日付けの第四回協定変更で、南山国東遺跡 (No.148-3地点)とともに追加された

遺跡である。裾野市内の遺跡については、その後の踏査及び確認調査の結果、 No.147-2 0 148・152. 

155の4つの地点が本調査の対象からは外れたため、当財団が本調査を実施したのは合計 17箇所の遺

跡である。

第 2節調査の方法と経過

1園発掘調査の方法

遺跡全体に旧日本測地系座標第四系原点の座標値 (X二 88980、Y= 35540) を使用し、 1011"1方眼

を設定して調査を開始した(第 1図)。確認調査 I期、本調査 I期、確認調査E期では、遺構の実測と

遺物の取り上げ記録についてはトータルステーションを使用し、土層図作成は全て手実測で行なった。

確認調査皿期及び本調査E期では、遺構実測、土層図作成、遺物の取り上げ記録は全てトータルステー

ションで、行った。全ての調査において、現場での遺構@遺物の管理はパソコン内で行っている。

写真撮影にはお凹サイズの小型カメラ、及び 6>< 7サイズの中型カメラ、及びデジタノレカメラを使

用した。地区ごとの全景写真撮影にはロ)リングタワーを使用し、航空写真についてはラジコンヘリコ

プターにカメラを搭載して全景写真を撮影している。ブイノレムは35m皿カラ一、同リバーサノレ、ブローニー

版の白黒フィノレムを使用している。

2 確認調査(第2図)

確認調査は、平成 18 年 4 月~~ 5 月(確認調査 1 期)と、平成 21 年 2 月 ~3 月(確認調査E期)、平

成 21年4月(確認調査国期)に実施した。確認調査 I期では 29000lIfの面積を対象とし、 6箇所 (T

P 01 ~ 06) のテストピットを設定した。調査の結果、土坑 l基、土器、石器、鶴見などが検出され、旧

石器時代から縄文時代まで、の遺物包含層が存在することが確認された。その結果、 1，3L13 n1が本調査の

必要な箇所とされ、本調査 I期の調査区を設定した。

確認調査豆期では、調査対象面積は 4，673nfで、 8箇所 (TP 07 .~ 1L1) のテストピットを設置した。



調査の結果、土坑 3基、炭化物集中 1基、土器を検出し、縄文時代の遺構と遺物包含層が存在すること

が確認された。確認調査皿期は、確認調査E期で対象とした尾根頂部のさらに北側部分に 2箇所 (TP 

15 ' 16) のテストピットを設置した。調査の結果、縄文時代の土坑 1基を検出した。これにより、確認

調査E期及び皿期で遺構@遺物が確認されたテストピットを中心として本調査E期の調査区を設定した0

3園本調査

本調査は、平成 18{j三 6 月~ 12 月(本調査 1 期)と平成 21 年 4 月 ~9 月(本調査 E期)の 2 回に分

けて実施した。

本調査 I期では、平成 18年 6月 27日から重機で表土層及びと部層の除去を行い、 7月 7~より人力

による縄文時代包含層の調査を開始した。縄文時代の遺物は各層から出土しているが、平面的には調査

区南側の丘陵平坦部と北端の斜面部に集中する傾向が見られた。 10月からは遺構検出面での作業を行

い、土坑、焼土遺構を検出、調査した。その後、 10月四日に縄文遺構の空撮を行っている。 10月 20

日からは旧石器時代調査のため、新たに 7箇所のテストピット(深掘り区) (T P E 3 0 4、TPF3， 

4、TPG6、TPH6、TPJ7)(第 2図)を設定し、調査を開始した。この過程において旧石器

時代の遺物を検出したことから、出土箇所の周囲約 700niを対象に休場層相当層を掘削した。調査の結

果、配石遺構 1基と同時代の石器を検出した。近代の道路遺構の調査を含めては月までに全体の調査

を終了した。最終的に調査対象面積は 1，447 となった。

本調査E期は、平成 21年4月 6日から開始、北東側の尾根部を 1 西側の斜面部を 2区とした。

検討の結果、 1区ではYLL層上面で遺構の検出作業を行うこととし、上部層除去と遺構調査を進めた。

6月8日までにこの区の調査を終了した。 2区は 1区と同時平行で調査を進めた。 TP 14の周囲から

調査を開始、確認調査時に周囲で縄文土器が出土していることから、包含層の入力掘削を行いKGP属

~ZN層まで、の各層で遺物の検出作業を行ったが、遺物は極めて少なかった。また土坑以外の遺構はほ

とんど存在しないため、検討の結果、 2区の範囲を拡張し、色調的に土坑を確実に検出できるYLM層

上面まで重機で掘り下げて、土坑の検出と掘削作業を行うことにした。遺構の調査が終了した 8月 13

日にラジコンヘリコプターによる空撮を行った。その後、 2区として当初設定した調査範囲からさらに

南側にも遺構が広がることが予想されたため、中日本高速道路株式会社と協議の上、南側へ調査区を広

げて遺構検出作業を行った。 9月 10日までに遺構調査を全て終了し、拡張部分の空撮を行い、補足調

査を含めた全ての作業を翌日日で終了した。本調査H期では調査可能な範囲において、全ての遺構を

調査することを前提としたため、数度にわたザって調査範囲の拡張を行なった。その結果、最終的な調査

対象面積は、 2，730 となった。

本調査E期では、調査対象範囲では、確認調査及び本調査を通じて旧石器時代の遺構図遺物は全く見

られなかった。そのために旧石器時代の調査は行なっていない。なお、本調査E期を行なっている聞に、

縄文時代の遺物の分布を調査する目的で、 TP 17の調査を行なった。本調査 I期の調査範囲のうち北

端部の遺物集中部分に極めて近い箇所に、テストピットを設置し、縄文時代層及び休場層相当層の掘削

を行なったが、遺構@遺物は全く検出されなかった。

4. 資料整理笹報告書作成

資料整理。報告書の作成は平成 21年 10月~平成 22年 3月にかけて行った。整理@報告対象の遺構

は旧石器時代の配石遺構 1基、縄文時代の土坑 167基、焼土遺構2基、炭化物集中 1基、ピット 1基、

中世以降の土坑 2基、ピット 1基、近代の道路遺構 1条である。出土した遺物は、旧石器時代の石器8点、

剥片 3点、磯 23 縄文時代の土器 417点、石器 51点、剥片 23点、磯 992点である。報告書には土

器 41'7点中 73点、石器については全点を掲載した。剥片。磯のうち旧石器時代に属するものについては、

計測表で掲載した。

2 
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第 I章調査に至る経緯と調査の経過

本報告書の作成形態がデジタノレ製版であるため、遺構図及び挿図の編集作業は全てコンピューター上

で行った。作図および版組は、現場で取得したデ、ジタノレデータを基に、株式会社シン技術コンサルのソ

フト『遺跡管理システム』を用いて補筆修正し、これをドローイングソフト CAdobeIllustrator Ver. 

CS2)でデジタルトレースし、 DTPソフト CAdobeIndesign Ver. CS2) を使用して版組を行った。写真

図版については、現場で撮影した 6X7サイズフィルムをスキャナーで読み込みデジタル化した上で、

同様に版組を行った。カラー写真の色調調整はドラムスキャナーを用いて行っている。土器については、

接合・復元作業の後、接合できない土器片についても、文様のあるものや口縁部・底部破片については

可能な限り拓本・断面図を作成した。石器については、全点写真実側を行った。遺物実測閣は全てデジ

タノレトレースした後、 DTPソフトにて版組を行った。 トレースした断面図と拓本はスキャナーで読み込

み、 DTPソフトで編集し版組を行った。

遺構の事実記載については現場で取得した情報を基に検討を重ね、検出層位、遺構覆土、切り合い関

係を再検討した上、事実関係に髄酷のないよう留意して記述を行った。また遺物については出土状況の

記録と観察結果をまとめて分類と記述を行い、合わせて観察表を作成した。石器のうち黒曜石製のもの

については、出土した全点を対象に産地推定を独立行政法人沼津工業高等専門学校名誉教授望月明彦氏

に依頼し、結果を掲載している。また検出された炭化木片については樹種同定と年代測定を、土器に付

着した炭化物については年代測定を株式会社加速器分析研究所に依頼し、結果を掲載している(附編参

照)。
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第日章遺跡の概要

第 1節地理的環境

愛鷹山麓は、静岡県東部、富士山の南麓~南東麓に接する場所に立地する。昨今の第二東名関連の発

掘調査において、愛鷹山南麓~東麓にかけての丘陵上に、多くの!日石器の縄文時代の遺跡が確認されて

いる。千福南山田西遺跡もそれらの遺跡の一つで、ある。

愛鷹山は約 40万年前に活動を開始し、約 10万年前に活動を停止した円錐形をした成層火山で、ある。

この活動は|白期から最新期の 4段階に区分され、玄武岩質や凝灰角磯岩質と安山岩質の噴出物によって

形成される。その後、これらの噴出物の上に古富士火山。新富士火山や箱根火山帯のF童出物を含んだ愛

鷹ローム層と呼ばれている何層もの火山灰層が厚く堆積し、現在の愛鷹山麓が形成されている。中でも

約 8万年前に活動していた古富士火山及び約 1万年前に活動していた新富士火山を供給源とする愛鷹

ローム属は上。中@下の 3層のローム層に分けられる。今までのところ、これらのうち上部ローム層以

上においてのみ人類の遺跡が確認されている。

現在の愛鷹山麓は複数の峰に分岐しており、主峰は愛鷹岳で標高 1，187.5m、最高峰である越前岳は

標高 1，504mを測る。複数の峰より生ずる水系は、浸食作用によって多数の入り組んだ開析谷を形成し、

黄瀬川などの主流となる水系に合流する。広い丘陵地を擁し、南に駿河湾、南東に伊豆半島、東に箱根

山麓を望む地形は、遺跡が主に営まれた狩猟。採集時代には適合的な環境であったことが推察できる。

本遺跡の存在する愛鷹山東麓も枝尾根が深く入り込み、旧石器時代及び縄文時代の遺跡の多くが、尾根

上の平坦な場所を選ぶようなかたちで存在している。

千福南山班西遺跡は、愛鷹山麓東側を南北に流下する黄瀬川支流の大久保川南岸で、 JR御殿場線岩

波駅より南西方向約 5kmの愛鷹山東麓の正陵ヒ、千福ニュータウンの北側に位置する。遺跡は大久保川

が東流する谷部に面した丘陵斜面部に立地する(第 3図)。

千福南山田西遺跡は概ね 3つの地形に分かれて立地している(第 1図)。第一ーは東西方向に走る丘陵

頂部に近い平坦部で、本調査 I期の南側部分である。調査範囲内の最高部であり、標高は282mをはかる。

第二は、大久保)11が東流する谷部に向かつて北東方向に傾斜する丘陵端部の尾根上の箇所である。本調

査E期の 1区及、び 2区南側拡張区が該当する。第三は第二の箇所の両脇にある斜面~谷部であり、本調

査 I期の北側、本調査E期の 2区が該当する。なお、本調査を行なった部分で最も低い箇所は本調査H

期の 2区の北西角で¥標高 246mで、あった。本調査実施箇所の最高所との比高は 36mに及ぶ。平坦な

箇所は少なく、急斜面をなす部分が多く、調査の進行上安全対策が必要であった。

本遺跡の存在する支丘陵の南側の谷部には南山阻東遺跡(第二東名[以下略JNo.148-3地点) ((財)

静岡県埋蔵文化財調査研究所〔以下、静文研と略J2006) が存在する。また、この支丘陵から東西方

向の谷をはさんだ南側のE陵頂部付近には細沢遺跡 148地点) (静文研 2005) がある。何れも第

二東名高速道路の建設に伴い、本研究所により調査された(本報告書は未刊行)。両遺跡ともに本遺跡

と同様の陥穴状土坑が検出されている。また、細沢遺跡の西側、千福南山田西遺跡から南西約 500mの

箇所には、縄文前期諸磯b式期の集落である細野沢遺跡(井上他 1982) が存在する(現在裾野市立千

福が丘小学校が所在)。また、本遺跡の南東に隣接した正陵頂部(みはらし公園から日本電気協会裾野

研修センター敷地にかけて)には南山E遺跡が存在し、縄文時代の遺跡とされているが、詳細は不明で

ある。さらに、本遺跡の西側の丘陵上は南山遺跡であり、弥生時代の遺跡とされている(第3図)。
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第4図 路線内の遺跡と周辺の遺跡

千福南山田西遺跡の北側は大久保川の東流する低地であり、第二東名本線建設部分に関しては、 No.

149-2地点として調査を行なったが、遺跡の存在は確認できなかった(袴田 2002)。従って、葛山の

丘陵上に位置するNo.149 ~ 151地点の諸遺跡(本研究所により調査済、本報告書は未刊行)が、千福南

山E西遺跡の北側近接遺跡となる。何れも陥穴状土坑が検出されており、特に葛山上保遺跡 (No.149地

点) (静文研 2004・2005) からは、 60基以上発見された。本遺跡との関係で注目される(第4図)。
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第E章遺跡の概要

第 2節歴史的環境

本遺跡の所在する裾野市域は、愛鷹山東麓及び箱根山西麓の丘陵と、その聞に挟まれた緩やかな傾斜

地によって形成されている。富士山@愛鷹山と箱根山麓とに挟まれた平地が南北に走り、古代以降関東

甲信越地方との交通の要所として活用され、地形の持つ重要性から中世以降は各地に多くの城砦が設け

られた。ここでは本遺跡の主要な遺構・遺物の該当時代である旧石器。縄文時代を中心に、ほぼ裾野市

域に限定して主要遺跡を取り上げながら概観する(第4図参照)。

1園田右器時代

裾野市域の旧石器時代の遺跡は、南側の長泉町、三島市、沼津市に比べて発見例も少なく、不明確な

状況が従来まで続いていた。然るに、第二東名高速道路の建設に伴って、多数の遺跡で大規模な調査が

行なわれ、急速にデータが蓄積されつつある。ここでは本遺跡周辺の遺跡について、成果を簡単に述べ

る。先ず裾野市内では、本報告書が刊行された遺跡として、棚返遺跡 (No.153地点) (壬生他 2008)、

悌ヶ尾遺跡 (No.147地点) (野田他 2007)、下ノ大窪遺跡 (No.146地点) (阿部他 2008a)、老五遺跡 (No.

145地点) (阿部他 2008b)、入ノ禍B遺跡 (No.144-2地点) (三好他 2008)、内野山V遺跡 (No.144-2 

地点) (三好他 2008)、塚松遺跡 (No.144地点) (三好他 2008) 等がある。大半が複数の文化層が検

出された重層遺跡で、ある。このうち、塚松遺跡からは第亜黒色帯から 26基の土坑が検出されている。

箱根@愛鷹山麓で、近年多く発見されている!日石器時代の陥穴状土坑検出遺跡のうち、最も北に位置する

例である。また、入ノ洞B遺跡からは、第W黒色帯より局部磨製石斧が出土している。

本遺跡近隣の旧石器時代の遺跡としては、本報告書未刊行であるが、葛山大端ヶE遺跡 (No.150-2地

点 1区) (静文研 2004)、葛山大端ヶ I遺跡 (No.150地点) (静文研 2005 0 2007)、葛山上候遺跡、細

沢遺跡等がある。ただし、これらの遺跡は何れも小規模で、ほとんどが単一の文化層から少数の遺構個

遺物が検出されているにすぎない点など、千福南山田西遺跡の旧石器時代のあり方と類似しーている。ま

た、同様に本報告書未刊行であり、千福南山皿西遺跡よりかなり南側に離れた丘陵下段部に所在する遺

跡として、富沢内野山 I西遺跡(第二東名土 3地点) (静文研 2003'2004)、宮沢内野山1lI北遺跡(第

二東名 CR36地点) (静文研 2003) がある0

2 縄文時代

現在、愛鷹山麓では縄文時代の遺跡が多数確認されているが、その遺跡数は縄文時代を通じて安定し

ているわけではない。遺跡数は、早期に増加し前期には一時減少する。中期には再び隆盛を迎えるが後

期から晩期にかけて極端に減少する。以下本遺跡周辺の縄文時代，:::.'ついて各期ごとに概観する。ただし、

本遺跡で発見されている遺構⑤遺物は前期~後期のみなので、他の時期(草創期 α 早期・晩期)につい

ては簡易に述べる。また、ほとんど裾野市に限定して記述する。

①草創期及び早期

山麓においては草創期土器の発見例は少ない。その大半は南麓に位置する沼津市に存在する。こ

で裾野市域からは草創期の土器の出土例がなかったが、富沢内野山 I西遺跡で草謹Ij期のものと考え

られる土器片が出土している。また、有舌尖頭器は、少量ずつだ、が各遺跡から出土している。

早期における遺跡数増加の傾向i士、特に後半に顕著になる。前半の遺跡には駿豆地方独特の絹紋と

糸紋を持つ土器がj見られる。また、押型紋土器の出土例はかなり多く、併行する沈掠紋系の半Ij/木山西

式も老平遺跡等から出土している。後半に入ると関東系の条痕紋土器や、それに併行する在地の土器が

多く見られ、胎土に繊維を混入させる手法が目立つ。また、東海系の土器型式も多く見られる O 裾野市

域では、清水柳E類や打越式といった土器がかなり目立つ。特に後者は、本遺跡、の南側近隣の悌ヶ尾遺
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跡で多量に出土した。

②前期

続く前期であるが、初頭の遺跡は木島式土器を伴う遺跡が比較的多く見られる。前葉の遺跡は少ない

が、後葉の諸磯式期の遺跡は多く見られる。裾野市域では、本遺跡周辺に該期の住居跡がやや集中的に

発見されている。葛山大端ケE遺跡 (No.151地点、) (静文研 2004)、細野沢遺跡、千福市場平第 1

(井上他 1982)、入ノj同B遺跡 (No.144-2地点)などが挙けfられる。このうち前三者は本遺跡の近隣地

であり、何れも諸磯b式期の住居ということで、本遺跡との関連が注意される。

終末期(十三菩提式期)の土器は比較的多くの遺跡で見出されるが、遺構は乏しい。

③中期

中期には愛鷹山麓でも再び遺跡数が増加する。ただ、し、中期初頭の遺跡は裾野市内では少なく、道場

山遺跡(中野他 、上川遺跡(袴田他 1987)等があるにすぎない。中葉(勝坂式期)から後葉(曽

未u式@加曽平!JE式期)にかけては縄文時代のヒ。ークをなしており、本遺跡周辺でも遺跡は増加する。市

内の中葉。後葉の遺跡としては、道場山遺跡、天神山"屯屋敷遺跡(中野他 1992)、尾畑遺跡(中野

他 、細山遺跡(中野他 1992)、桃園入ノ桐遺跡(渡瀬他 、細野沢遺跡、御宿新田

(中野他 1992)、下条遺跡(中野他 (袴田 2002)、考平遺跡、棚返遺跡、塚松遺跡、葛山大端ヶ

I遺跡、富沢内野山E北遺跡等がある。遺物・遺構で注目すべきものとして、尾畑遺跡出土の顔面把手

付土器や藷翠の大珠、細山遺跡近辺で採取された釣手形土器、富沢内野山E北遺跡で検出された県東部

地域最大級の大型住居跡などがある。

④後期

後期になると愛鷹山麓の遺跡数は再び減少してゆく。後期の遺跡は裾野市域ではわずかな遺物が出土

しているのみであり、富沢内野山 I遺跡(中野他 1992)、田場沢裏山遺跡(中野他 1992)、中里遺跡

(中野他 、下条遺跡、下ノ大窪遺跡等が挙げられる。

⑤晩期とそれ以降

裾野市域における晩期の明確な資料は、今のところ発見されていない(註打。裾野市域においては、

これに続く弥生時代の遺跡も少ない。

3 近世以降

棚返遺跡で炭焼き窯、長方形の士坑が検出されているほか、各地で中世以降とされる円形の土坑が発

見されている。また、江戸時代の遺物。遺構は各地で出土している。

(註1)

下条遺跡の報告書(袴田 2002)では「晩期の土器」として掲載されている。しかし、報告書の写真。拓本@実

測図を見る限りにおいて、これらの土器は全て後期の範障に納まるものと考えられる。なお、当遺跡からは安行 I

式の帯縄紋系の土器(第 24図1)とそれに併行すると思われる在地系の土器が出土しており、該期(後期後葉)の

遺物の極めて乏しい県東部域において、貴重な類例となっている。また、丸山 I遺跡(中野他 1992)の土器も弥

生前期?~中期初頭のものと思われる。従って、裾野市内では明確に晩期の遺物が出土した遺跡は確認されていない。
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第 3節基本層序

調査区は南西から北東へ傾斜する斜面にその大部分が位置する。遺跡の最高点は標高 282m、最低点

は246m、比高差は 36mで、平均斜度は約 22度になる(第 1図)。本調査は I期と E期に分けて行われ、

I期の調査区は南北方向のグリッドラインB""'Jまでと東西方向のグリッドライン 2""'8まで、 E期の

調査区は南北方向のグリッドラインH""'Sまでと、東西方向のグリッドライン 2""'9までである。確認

調査 I期のテストピット TP2・3が設置された、南北方向のグリッドラインC・D、東西方向のグリッ

ドライン4""'8の聞は、見かけ上平坦な地形を呈していたが、確認調査の結果すでに削平されていた (T

P2ではYL層まで、 TP3ではscm層まで)ことが判明し、本調査では調査の対象から除外した。

本調査 I期での検出遺構の多くは、南北方向のグリッドラインC""'F、同東西方向 3・4の、北東方

向に傾斜する面で検出された。土層の堆積も比較的安定していることから、この箇所の西壁土層幣 01

を掲載(第 7図)するとともに、 E4グリッドに新たに設置した深掘り調査坑TPF4の層序を柱状図

(第5図)に示した。また本調査E期の層序については、調査区がやや北東方向に傾斜した斜面に位置

すること、同調査区の東側の一部で再堆積と見られる土層の乱れがみられること、岩盤の露出などがあ

り、良好な堆積状況を示していないことから、 K4・5グリッドに跨って設定したテストピット TP9

の層位を柱状図(第5図)で示した。また、堆積状況が良好で、最も長いセクションラインを確保でき

たE期調査区西壁の a-bライン(第 7図)を示した。

土層の分層・記述については、愛鷹・箱根標準土層の名称・記号を使用したが、その際、当研究所と

沼津市教育委員会との聞での平成 19年度合意事項に基づいて行なった(註 1)。本節では、本調査 I期

の調査区と E期調査区の土層を 1層から順次双方を比較しながら記述していく。なお色調の記載は標準

土色帖 (1992) による。以下第5図の土層番号順に記述する。

1層は表土・撹乱層である。表土は黒褐色の腐食土層である。締まりが無く、やや粘性が強い。木の

根を多く含む。

2層は新期スコリア層 (NS C) で、本調査 I期調査区では暗褐色土層、 H期調査区では黄褐色土層

である。やや暗し、色調の上層(①と表記)と、締まりが強く上層と比較してやや黄色が強い下層(②と
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1表土固撹乱

2 NSC(新期スコリア) 10YR3/3隠褐色こに層

3 SNZ(砂j尺スコリア) 10YR3/4暗褐色土居

4 SSG(仙石スコリア) 10YR3/3 B音褐色土層

5 lOYR3/3暗褐色土層

6 KGP(カワゴ平パミス) 10YR2/2黒褐色土層

7 AN (暗褐色土層) 10YR2/1黒色土居

8 KU (栗色土層) 10YR3/4暗掲色土居

9 FB (富士黒土層) 10YR3/4日音褐色土層

10 Z刊(漸移層)i.5YR3/4 B音褐色土屠

11 YLU(休場層上位) 7.5YR4/6褐色土層

12 YLs1 (休場層)7.5YR4/4褐色土層

13 YLM (休場層中位)7. 5YR4/3褐色土層

14 YLs2(休場層)7.5YR3/4 B音褐色土居

15 YLL(休場層下位)7. 5YR4/4褐色土層

16 BBO(休場居直下黒色帯)7. 5YR4/6褐色土層

17 SC 1 (第 1スコリア漕) 7.5YR4/6褐色土層 277m 

18 Bs 1 (第 I黒色帯) 7.5YR4/6褐色土層

I l't月 TPF4

〈柱状図〉

E期 TP09

〈柱状図〉
281m 

280m 

279m 

278m 

第 5園柱状図(1 ) 

内

L

263m 1表土 10YR2/3黒褐色土層

2 NSG (新期スコリア) 10YR5/8黄褐色土層

4 SSC (仙石スコリア) IOYR5/4にぶい黄褐色こ仁層

6 KGP (力ワゴ平パミス) 10YR3/3暗褐色土層

7 印刷司 Z時(日音褐色土層~漸移層)

10YR4/6褐色土層

262m 

11 YLU (休場層上位)7. 5YR5/8明褐色土層

12 YLs1 (休場屠第 1スコリ 7) 7.5YR5/8明褐色土層

13① YU，よ(休場麿中位上層)10Y部/8黄褐色土層

13② YLM下(休場層中位下層)10YR5/8重量褐色土層

(スコリアが多く含まれ上層より堅い土質)

14 YLs2(休場層第2スコリア)10YR3/3碕褐色土層

15 YLL(休場層下位)7.5YR5/8調褐色土層

17 SG 1 (第 Iスコリア層)7.5YR5/6明褐色土層

260η 

18 881 (第 I黒色帯) 7.5YR4/6褐色土層

19 NL (ニセローム)10YR5/8黄褐色土居

。 (1:20) 5Qcm 



第H章 遺跡の概要

表記)に分層できる箇所がある。 I期調査区では 30cmと厚く、 E期調査区では 10~ 20 cm程度の層厚

である 0

3麗は砂沢スコリア層 (SN Z) である。本調査 I期調査区では暗褐色土層、 E期調査区ではTP9

の柱状図から外れているが、西壁 (a-bライン)では明瞭に遺存していた。概して、暗灰色を呈する

粒径が大きいスコリアが下位にあり、黒褐色を呈する粒径の小さなスコリアが上位にある。パッチ状に

堆積する箇所も見られた。

4層は仙石スコリア層 (SS C)である。本調査 I期調査区では暗褐色土層、 E期調査区では、にぶ

い黄褐色土層である。粒径 005 ~ 1 cm程度のスコリアによって構成される。乾燥すると黄白色化するた

め、 I期調査区との土色の違いは乾燥度の差から生じている可能性がある。

5層は暗褐色土層である。本調査E期調査区では分層されずにKGP層に一括されている。

61曹はカワゴ、平パミス層 (KGp) で本調査 I期調査区では黒褐色土層、 H期調査区では暗褐色土層

である。黒色土中に白色パミスが含まれる。締まりは弱くやや粘性がある。 E期調査区ではこの層の下

位から縄文時代後期の土器が出土している。

ア屠はH音褐色土層 (AN) である。本調査 I期では黒色を呈して締まりがあり、やや粘性もある。 II

期調査区ではこの層から ZN層まで、は分層が困難で、あったため一括してAN~ZN層とした。多くの遺

構がこの層から掘りこまれていると思われるが、色調差による同層中での遺構プラン検出は困難で、あるo

I期調査区では縄文時代の遺物包含層である。

8層は栗色土居 (KuL暗褐色を呈し、本調査 I期調査区では縄文時代の遺物包含層である。

9 は富士黒土層 (FB)。暗褐色を呈す。本調査 I期調査区では、南側平坦音liのTPE3付近で厚

く堆積し、層厚は 40cm程度で、ある。部分的に FBa，FBbに分層できる箇所もある (FB a より F

Bbのほうがより褐色の度合いが強くなることで分層できる)。本調査 I期調査区では縄文土器が出土

した。なお、本調査 1期のロングセクション土層帯 01 (第 7図)では、本層と次の 10層の間-3 

グリッド付近)に浅い淳一みがあり、この部分に谷2、谷 2-1、谷4と記載した層があるが、これはこ

の窪みに流れこみ再堆積した土を分層したものである。

10層は漸移層 (ZN) で陪褐色土層である。

11 は休場層上位 (YLU) である。本調査 I期調査区では褐色土層、]]期言語j査区では明褐色土層

となっている。締まりは小でやや粘性がある。わずかに微細な樺色スコリア、 11音灰色スコリアが混じる。

I期調査区ではi白石器時代の遺構・遺物が検出されているが、日期調査区では確認されていない。

12 I曹は休場層第 1スコリア層 (yL である。本調査 I期調査区では褐色土層、 H期調査区では

明褐色土層である。 rr期調査区のTP9では赤褐色のスコリアが明瞭に観察されたが、調査区北側及び

東側ではほとんど観察されなか、った。調査区西壁 a-bラインでは、明確なスコリアではなく 5cm程度

の赤みを帯びた土層として認識された。

13層は休場層中位 (yL である。本調査 I期調査区で

であった。同居は概して控色スコリア、暗灰色スコリア く

確にスコリアを含む量が異なり、下部でのスコリ

士j官、 H期調査区で、は黄褐色土層

まれる層であるが、上部と下部では明

¥こと 上部に比べて下部は土質も

い点などから、 E期調査区、で、酉側の大部分はこの面(下部層の上面) 出を行っている。

本調査E期では便宜的に上部層をYLI¥1上(13①層)、下部層をYLM下 (13②層) とし、 LEヨ
_L月醤

注記にも用いている。

14層は休場層第 2スコリア層 (yL である。本調査 I .rr ともに暗褐色土層である。同j冒

と黒色のスコリア粒がブは乾燥すると淡し¥黄色色に変化する。土居断面での産状は黄色のスコリア

ロック状に連なってII¥る。この層が検出される箇所:は限定さ 検出されでもパッチ状を呈す。 立邦首席

13 
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第H章遺跡の概要
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第E章遺跡の概要

査区では、柱状図に使用したTP9付近と、 1区とした調査区の北東側で部分的に確認されているが、

その他の箇所では検出されなかった。

15層は休場層下位 (yL L) である。本調査 I期調査区では褐色土層、 E期調査区では明褐色土層

である。スコリアを多く含み、硬いが、ボロボロとした土質である。 E期調査区の西側ではこの層が遺

構検出面となっている。

16層は休場層直下黒色帯 (BB 0)である。本調査 I期調査区では褐色土層である。 E区調査区で

は認識できていない。

17層は第 Iスコリア層 (SC 1 )である。本調査 I期調査区では褐色土層である。 rr期調査区では

明褐色土層である。 YLLより明るい色調でスコリアの密度がYLLより粗である。 E期調査区では I

期調査区と比較して同層が犀く約 50cmと記録されている。 BBOが分層できずに同層に含まれている

可能性があることを付記しておく。

18層は第 I黒色帯 (BB I) である。本調査 I期調査区 .n期調査区ともに褐色土層である。本遺

跡における黒色帯はYLL属よりやや暗い色調として認識される。

I 9 J曹はニセローム層 (NL) である。本調査E期調査区では明確に認識された。黄褐色土層中に暗

い黄色のATパッチが疎らにはいる。

(註 1) 

裾野市の第二東名関連遺跡のうち、本遺跡を含む北側に所在する遺跡の旧石器時代の土層は、いわゆる箱根・愛

山麓の標準土層と概ね一致している。ただし、相違点も存在する。大きな相違点は、色調とスコリアの入り具合

が大きく異なっていることである。特に第 Iスコリア層以下の層に顕著であり、黒色J帯とスコリア層が不明確で、

分j扇に困難を伴う場合がある。ただし、本舎では他の呼称を使用せず、共通する土層名を使用した。

引用固参考文献

愛鷹ローム団所グループ 1969 r愛鷹山麓のローム層一東名高速道路工事現場を中心としてJ~第四紀研究』 第8巻第 l号

日本第四紀学会

町田 洋。新井房夫 1992 ~新編火山灰アトラス』 東京大学出版会

町田 洋ー松凶時彦。海津五倫 ω 小泉武栄編 2006 ~日本の地%5 中部』 東京大学出版会

農林水産省農林水産技術会議.財団法人日本色彩研究所色票監修 1992 ~新版標準土色帖 1992年版』

打-



第皿章 !日石器時代

第 1節 i日石器時代の概要

旧石器時代の遺構。遺物は本調査 I期で検出されたが、本調査E期では確認されなかった。本調査 I

期で検出した遺構は配石遺構 1基(第 9図)である。出土した遺物(第 11図)は、石器8点(石槍 3点、

ナイフ形石器3点、使用痕のある剥片 (U'F) 2点、剥片 3点、離 23点(配石の磯2点を含む)である。

石器及び配石の検出層位は休場層上位(YLU層)から中位(YLM層)までである。中位層、I-7グリッ

ド出土の石槍(第 11図2)以外は全てD-3'D-4グリッド内の直径 10mの範囲に集中(第 10図)

していることから、小規模な石器ブ、ロックと考えている。これらの遺構@遺物は愛鷹。箱根旧石器編年

(高尾 2006)の4期後半の所産と思われる。

第 2節遺

1号菌己石遺構(第 8'9'11図)

D-3グリッドの休場層上位層 (yL U) の最下位で粒径 lmm程度の微細な炭化物の広がりを確認

した。炭化物の範囲は 2095x 1. 25 mの規模で東西方向に広がりを持つ長楕円形を呈する O 炭化物の範

囲の中央からやや西に寄って配石と思われる磯 2点(表 1) を検出した。礁の石材は玄武岩である。礁

から 0095m東へ寄‘った地点でガラス質黒色安山岩製の石槍(第 11図3) が出土した。礁との比高差は

約 17cmで、あるが、浮き沈みのある堆積状況からこの配石に伴う遺物と判断した。

表 1 i日右器機計測表(1尋配石遺構)

遺物番号 層位 グリッド・遺構 石材 重(g量) 長(Gmさ) 
幅

厚(Gmさ) X摩(m擦) Y座(m標) Z座(m標) 
(cm) 

1427 YLU l号百日石遺構 88 420 9.9 8.9 4.5 -88943.016 35566. 165 275. 903 

1428 YlU 11寺配石遺構 sa 500 12.6 7.5 5.5 88938.884 35566.007 275. 919 

第 3節石器

旧石器時代に相当する休場層からは、石槍 3 ナイフ形石器3点、使用痕のある剥片 (U⑤ F) 2 

点が出土した。出土層位はYLU層からYLM層までである。石器のほかに、配石遺構を含め、磯，黍11

片の出土があった。出土した磯・剥片は計測表(表 3' 4) に記載した。

石橋(第 11図 1~ 3) 

1は、 YLU層から出土した。黒曜石製で表面の右側縁には打撃による急角度の剥離が見られ、左側

面および下端は大きな剥離面の縁部を細かく調整している。先端部は衝撃剥離によると思われる細かな

剥離が重なっている。裏面は平坦剥離と貝殻状の剥離が見られる。 2は、 YLM層で出土した。黒曜石

製で 1より水和層が厚く、光沢がにぶい。表裏面に丁寧な剥離調整を行っている。基部と先端部は双方

'18 



旧石器時代第E章

(地表等高線)
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第 10園 !日石器時代石器 E 郡片 E 磯分布図

とも折損している。 3は、 YLU層中で検出された 1号配石遺構に伴う。石材はガラス質黒色安山岩で

ある。先端部と基部を欠損している。表面は丁重な剥離調整が一部見られるが、裏面は中央に大きな剥

離面を残し、側縁は小さな剥離により調整されている。

ナイフ形石器(第 11 図 4~6)

4は、 YLU層から出土した。石材はホルンブエノレスである。縦長剥片を利用したものと思われるが

風化が著しく、細部の加工については観察できない。 5は、 YLM層から出土した。縦長剥片を利用し

たナイフ形石器で、黒曜石製である。わずかに基部調整が見られる。先端部を欠損している。 6は、 Y

LU層から出土した。黒曜石製で薄い縦長剥片の右側縁と左側縁の上部に刃潰し状の加工が見られる。

打面側を折損しているため全体形は不明である。

使用症のある剥片 (U園 F) (第日図 708) 

7は、 YLM層出土の表面倒に風化面を残す縦長剥片で、黒曜石製である。先端部側に鋭角な剥離面

があり、この剥離面の縁部には使用痕と思われる微細剥離が見られる。 8は、 YLU層出土で黒曜石製

の縦長剥片で打点狽，Jjを欠損している。右側縁の一部に刃潰し状の小さな剥離が見られる。また、左側縁

に使用痕と思われる微細剥離が見られる。

nu 
円
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醸(表 1 0 3) 

YLUおよびYLMj宮中から配石遺構とした離を含めて 23点の離が出土した。磯は約 3~ 15 cmほど

の大きさで、擦の形状は亜角磯、亜円礁である。被熱しているものが 2点ある。石材は輝石安山岩が一

番多く 12点、玄武岩が 7点、多孔質玄武岩が 3点、多孔質安山岩が 1点、である。

表 2 I日右器言十潰1)表

11-1 

11-2 

重量
図版番号遺物番号 蒋種 層位、 グリッド凶遺構 石材 助産地 (g) 

276.418 

258.222 

1423 

1359 

石槍

石槍

YLU D-4 Ob AGKT 4. 25 

K

一)

E

5

5

一〈

m
Z
4
9

一一量

G

Z

F
主

r
k
z
q
u
η
乙

帽
(Gm) 

Y座標
。羽)

'ILM ト7 。b I1NHJ 5. 94 

厚さ
(cm) 

X鹿標
(m) 

1.70 

2.10 

O.7i 

0.90 

-88948.032 

88899.755 

35570. 337 

35603.7i9 

11-3 1425 石槍 Yしむ I号配石遺構 GAn 42.77 9.00 3.70 1.30 -88942.753 35567.110 276.080 

11-4 1418 ナイフ YLU D-4 Hor 45 3. 10 1.40 0.40 -38940. 732 35570. 962 278. 203 

11-5 1435 ナイフ YLM D-3 Ob SWHD 1. 04 1. 80 1. 10 0.55 -88941. 947 35565.652 275. 561 

11-6 1424 ナイフ 'ILU D-3 Ob AGKT 1. 96 3. 10 1.92 0.39 -88943.678 35566. 605 276. 213 

11-7 1436 U. F YLM D-3 Ob WDTY 1.35 3.90 1.10 0.55 -88942.102 35565.393 275.459 

11-8 1372 U. F YLU D-4 Ob SWHD 0.80 1. 70 1. 40 0.50 -88940.059 35574.677 277. 895 

~3 i白石

量。
重
白

t-AC
品
川

長
住遺物番号 層位 グリッド oTP 石村

33 YLU 

34 YLU 

36 YLU 

1358 YLU 

1363 YLU 

1364 YLU 

1365 YLU 

1366 YlU 

1367 YLU 

1369 YLU 

1370 YLM 

1371 YLM 

1441 YLlII 

1442 YLM 

1443 'ILL 

1444 YUR 

1445 YLM 

1447 YLU 

1448 YLU 

1449 YLU 

1451 YlM 

表 4 113石器量IJ

遺物番号 層位

1380 

1432 

1433 

幅
(cm) 

X座標
(m) 

Y座標
(m) 

Z座標
(m) 

厚さ
(叩n)

備考

TP04 VBa 80 9.00 3. 60 4.00 -88921.888 35583.385 273.085 

YLU 

YlM 

'IlM 

iP04 

iP04 

G-5 

G~ß 

G-6 

G-6 

G-6 

G-6 

G-6 

1-] 

!ー7

D-4 

G-4 

C-4 

百-3

D-4 

H 

E-3 

E-3 

E-4 

An (Py) 100 6.70 

Sa 145 960 

sa 30 2. 85 

I/Ba 130 5.30 

AI1 (Py) 30 3.80 3.10 

An(Py) 120 7.60 4.50 

Vl¥n 130 6.90 5.00 

An (Py) 40 4.8 3.10 

An (Py) 40 4. 80 3. 50 

Ba 70 7.70 6.70 

An (Py) 390 10. 70 6.95 

An (Py) 30 5.40 3.90 

iln(Py) 400 11.50 5.3む

An(Py) 880 15.10 11.40 

¥lSa 40 4. 60 4. 50 

An (Py) 20 3. 80 3.20 

Ba 190 6.80 5.55 

110 (Py) 30 5.70 4.50 

An (Py) 150 6. 70 5. 20 

sa 140 8.15 4.55 

グリッド 石材 重量
(g) 
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置
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縄文時代第IV章

縄文時代第N章

縄文時代の概要第 1節

本遺跡では、調査区の大半が斜面であるにもかかわらず、縄文時代の少なくない遺構@遺物が検出さ

れている。遺構の大半は陥穴状の土坑であるが、分布の上では、満遍なく分布するわけではなく、場所

により疎密が見られる。最も集中するのは、本遺跡の中心に位置する東北方向に突き出した尾根の西側

斜面部と尾根の中央部分であり、ここが本調査E期の調査区の中心部分で、あった。これに対して、尾根

の先端部 (ll期調査区の 1区)や、尾根の基部となる平坦部及び尾根東側谷部(本調査 I期調査区)は、

非常に少なし、か全く検出できないなど、対照的なあり方となっている。

遺物についても同様の分布の偏りを示す。遺物がやや多く検出できたのは、尾根の基部となる平坦部

及び尾根東側斜面部の下方であり、それ以外の部分ではほとんど検出されなかった(第 48図)。土器型

式の上では縄文時代前期から後期に至る各型式が発見されて、長期lこEる人間の活動の痕跡が残されて

し、今回の調査匿の範囲内では、本遺跡内において、確実な居住の場としての証拠を見出すいる。 Tこ

ことが出来なかっ

;構第 2節

炭化物集中 1基、ピッ

(AN)、栗色土層 (K

1基(1号焼土遺構)

6号土坑)については、縄文時

6号土;坑が SC 1層まで掘り下げ

I期調査区では、

167基(うち陥穴と患われる土坑 164基)、焼土遺構 2

遺構の検出面は、本調査 l期調査区では暗褐色土層
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(2区)およびYLL層上面白区)まで掘り下げて検出をしている。本来、検出層位毎の分類作業が

必要であるが、以上の経緯からここでは、検出面での土坑の平面形の差異による分類にとどめた。

土坑の平面形の分類は、以下のとおりである。

I類圃円形土坑 長軸の計測値が短軸の計測値の1.2倍未満のもの。

E類:楕円形土坑 長軸の計測値が短軸の計測値の1.2倍以上、1.5倍未満のもの。

亜類:長楕円形土坑 長軸の計測値が短軸の計測値の1.5倍以上であるもの。

(※ただし壁面で検出されたものや重複があって本来の形状が残されていないものについては、図上

で推定復元し、その数値をもとに分類した。)

類別の土坑数は、 I類が 82基、 E類が 58基、国類が 27基である。これを全体比率に置き換えると、

I類が約 49.1%、E類が約 34.7%、皿類が約 16.2%という比率を示す。土坑は、底面に逆茂木状の小ピッ

トを持つものが多い。形態別にみるとピットを持たないものの比率が I類土坑で約四.3%、E類土坑

では約 17.2%、皿類土坑では約 11.1%である。全体としては、ピットを持つ土坑と持たない土坑の比

率は、持たないものが約 16.7%、持つものが約 83.3%と、底面にピットを持つ土坑が多数を占めている。

本調査E期の土坑は、大多数が本来の掘り込み面より下位で検出した関係で¥平面形の形状@規模にお

いて正確な数値を示すことができない。このため本節では、調査区の壁面で検出されたことによって掘

り込み面が確認された土坑を対象に記載する。その他の土坑については、遺構計測表(表 5-4)に長軸、

短軸、深さ、長軸の方向などの計測値や形状、覆士、検出面、ピットの有無@規模、重複関係などを記

載し、本文中への記載は割愛する。

( 1) I類:問形土坑

円形土坑には、 KGP、

①iくGP層の

57号土坑(第 23図)は、覆土に多量のKGP層土が入ることから、同眉からの掘り込みと判断した。

断面形は筒型で、底面にピットは見られない。 102号士、坑(第 32図)は、上面の最大径 0.85mtこ対し

て底面の最大径が 0.25mと小さく土坑の断面形はコップ型である。深さは、1.16 mでAN~ZN層中

から掘り込まれた大半の土坑とほぼ同じ規模である。底問中央にピット 1基が検出されている。

②KU層の土坑

2号土坑(第 13図)は、本調査 I期で検出された土坑である。掘り込みが 0.39mと浅く上面の最大

径が 0.81mに対し底面の最大径は 0.61mで断面形は逆台型を呈する O 覆土にKGP層土が見られるこ

とから掘り込み面はもう少し上層である可能性がある。

③AN~Z I\J層中の土坑

同層からの掘り込みが確認できたものに、 20 (第 16図)、 26、28、29 (第 18図)、位、 "13 (第 21図)、

44 ~ 46 (第 22図)、 50、57(第 23図人 54(第 24図)、 59、69 (第 25図)、 77(第 27図)、 78、79 (第

28図)、 82 (第 29図)、 109 (第 34図)、 112、120 (第 35図)、 121 (第 36図)、 139 (第 40図)、 141~ 

14iJ (第 41図)、 162号土坑(第 "14図)がある。このうち、 37、位、 44、目、 79、112，121号土坑はK

GP層直下から掘り込まれているが、覆土中にK(J-P粒子を全く含まないか、含んでも僅かであるため、

AN~ZNI書中から掘り込んだものと判断した (II .盟類も同様)。土坑の規模から見た特徴は以下の

縄文時代第N章

AN~ZN層で検出した土坑がある。以下各層ごとに記載する。KU、

く、上田の最大径が 1.~ 1. 2m(こ対し底面の径が最大径で o. 29 ~ 0.42 

(50、82号土坑)。

く、上面の最大径が O固 6~ O. 9 mに対し、底面の径が最大径で O.3 

とおりであるo

U 掘り込みが 1.62 ~ 2.3111と

mと;J、さし¥もの

2) 掘り込みが o.7 ~ 1. 25 111と

(20、28、43、102， 112、121号土坑)ο
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3)掘り込みが O.45 ~ 1. 38 m と浅く、上面の最大径が 0.74~ 1. 13m~こ対し、底面の径が最大径で O. 38 

~ O. 68 mとやや大きいもの (26、29、42、44、54、57、59、69、77~ 79号土坑)。

4)掘り込みの深さは 2)の範時だが、上面の最大径が1.6 mとやや大型で¥底面の最大径が 0.5mと

小さく窄まるもの (109号土坑)。

5)掘り込みの深度が 0.43mと浅く、上面の最大径 O.81 ~ O. 96 m、下面の最大径が O.49 ~ O. 75 m 

のもの (45、46号土坑)。

底面のピットは 1基だけのものが判。 2%、次いで 2基が 23.2%、 3基が 11%、4基が 6.1%、 5

基が1.2%、なしが 18.3%、となる。ピットの土坑患面におりる位置は、中央に 1基だけのものが

35.8%、中央に 2基まとまるものが 7.5%、直列するもの 6.0%、中央から外れて位置するものが

29.9%、配置に規則性を持たないものが 20.9%である。

(2 )耳類:構円時土坑

楕円形土坑には、 KGP 、 FB 、 AN~ZN層で検出された土坑がある。

①KGP層の土坑

同属から掘り込まれたrr類土坑に 56号土坑(第 24図)、 86号土坑(第 29図)がある。 56号土坑は、

上面の最大径が O.73 l1Jと小型の土坑で、ある。底面は、最大径が 0.4m と上面の径と比較するとやや大

きめである。深さは 0.63m と浅く、掘り込みはAN~ZN層中で終了している。上面は ssc層に被

覆されている。 86号土坑は深さ L33 mで、上面の最大径は現存値で、 0.841司、底面の最大径は 0.34m 

と上面に対し小さい。 KGP層を掘り込んでいるが、 KGP層の上位が撹乱で、削り取られているためS

sc層との関係は不明である。底面はYLM層中を掘り込んでいる。

② F tヨ層の土抗

4号土坑(第 13図)は、本調査 I期でFBb層からの掘り込みが確認された土坑である。平面形、

底面形ともに楕円形で、YLsl層まで掘り込まれている。上面の最大径が O.84m、底面の最大径は O.51 

mで、深さは1.1 mを測る。底面にピットは検出されていない。

③AN.-...ZN層の土坑

同層中からの掘り込みが確認されたH類土坑には、 9、10号土坑(第 14図)、 14号土坑(第 15図)、

21号土坑(第 17図)、 30号土坑(第 18図)、 55、58、60号土坑(第 24図)、加、 81号土坑(第四図)、

87号土坑(第 30図)、 103号土坑(第 33図)、 114号土坑(第 35図)、 129号土坑(第 37図)、 154号

土坑(第 43図)がある。このうち 10、81、114、129号土坑については、 KGP層に被覆されている o

E類土坑は、 AN~ZN層の上層からと中層からの掘り込みが想定される。本層検出土坑の規模による

特徴は以下のとおりである。

1 )掘り込みが L87 l1Jと深く、上面の最大径が1.02 mに対して底面の最大径が 0.28mと小さいもの(9 

号土坑)。

2)掘り込みが O.7 ~ 1. 22 mとやや浅く、上面の最大径が O.7 ~O固 95 mに対して、底面の最大径が O.28 

~0.4m と小さなもの (14、 81 、 154 号土坑)。

3)掘り込みが O.6~ 1 m とやや浅く、上面の最大径が 0.6~L15m~こ対し、底面の最大径が O. 6 ~ 0.85 

mと前者と比較すると大きいもの (21、30、55、58、60、80、114号土坑)。

4) 平面の規模が最大径で 1~ 1. 5m とやや大型のもの (87 、 103 ， 129号土坑)。

土坑底面のピット数は、 1基のものが 25.9%、2墓のものが 34.5%、3基が 8.6%、4基が 10.3%、

5基が 3.4%、なしが 17.2%である。ピットの土坑底面における位置は、中央に 1基あるもの 18.8%、

中央に 2基あるもの 8.3%、中央に 3基あるもの 4.2%、中央に 4基あるもの 2.1%、中央に 5基ある

もの 2.1%、直列するもの 20.8%、中央から外れて位置するもの 25%、配置に規則性を持たないもの

26 
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18.8%である。

(3 )国類副長楕円形土坑

この類の土坑は、 KGP 、 KU 、 AN~ZN層で検出された (6 号土坑については、検出面が S C 1 

層であるが覆土の状況からAN層からの掘り込みが推定されるため同層で、扱った)。このうち、壁面で

確認されたのは、 3号土坑(第 13図)、 47号土坑(第 22図)、 99号土坑(第 32図)、 113号土坑(第

34図)、 115号土坑(第 35図)、 140号土坑(第 40図)だけである。したがってこの類については、土

坑の数量的な傾向を掴むため、壁面以外で検出したものも含めて検討する。

①KGP層の土坑

47号土坑(第 22図)は、 KGP層から掘り込まれていると思われるが掘り込み面は判然としない。

上国の最大径は1.15 m、底面の最大径は現存値で、 0.56mである。深さは 0.34mと浅い。 113号土坑(第

34図)は、長軸が現存値で 0.7m、短軸が現存値で 0.5mとやや小型の土坑で、深さは1.03 mを測る。

底面中央にピットがある。

②KU層の土坑

3号土坑(第 13図)は、本調査 I期で検出した土坑である。平面の規模は、長軸1.28 m、短軸 O.7 

m、とやや大型だが、深さは 0.29mと浅く掘り込みはFB層中で終わる。底面にピットはみられない。

FB層中で掘り込みが終わる土坑は I類の 2号土坑も同様であり、この二つの土坑の位置は本調査 I期

の遺物集中区に重なっており、陥穴以外の目的に使用された可能性がある。

③AN--ZN層の土坑

この層に属する土坑 (6 (第 13図)、22、25(第 17図)、27(第 18図)、31、33(第四図)、38(第 20図)、

51 (第 23図)、 61 (第 25図)、 65、郎、 67(第 26図)、 92(第 30図)、 93(第 31図)、 99(第 32図)、

111 (第 3"1図)、 115(第 35図)、 118 (第 36図)、 123、124(第 37図)、 128(第 38図)、 137、140(第

40図)、 151 (第 42図)、 157(第 43図))の計測値を集計すると、上面の長軸 L39 ~ O. 96 m、短軸 0.9

ll1 ~0.53 如、底面の長軸は1. 28 ~ O. 4 m、短軸は O.65 ~ O. 25 mで上面の径に対し底面の径が著しく

小さなものは見られないが、底面の径がやや小さいもの (61、128、137、157土坑)がわずかに見られる。

深さは推定復元で 1~ 1.5 m程度で、あり、 I類土坑やE類土坑のように 2mを超えるものは見られない。

土坑底面のピット数は、 1基が 7.4%、2基が 25.9弘、 3基が 22.2%、4基が 18. 、5基が 7.4%、

6 基が 3.7% 、 7 基が~1. 7%、ピットなしが 11.1 %である。ピットの土坑底面における配置は、土坑長

軸に沿って直列するもの 45.8%、並列するもの 12.5%、サイコロの 5自のように配列するもの 4.2%、

配置に規則性が認められないもの 20.8%、中央からはずれて位置すーるもの 16.'7%がある。

( 4 )霊複する土坑について

本調査日期の調査区内には重複する土坑が 15例見られる。 a 箱根山麓地域で、は陥穴と考えられ

る土坑同士の重複例は少ないが、裾野市概返遺跡(壬生他 2008) では数例の重複が報告されており、

全国的にみても重複例は少、数だが存在する。士‘坑の性格を陥穴とすると、その配置がどのように行われ

るのかが問題になると思われるが、ここでは重複の事実関係だけを述べておく。

の重複例としては、ほぼ規模が同乙で、長軸方向が一致している、 520 53号土坑(第 23区])，

58 0 60号土坑(第 24図)、 700 71号土坑(第 27図)については、いずれも覆土が自然埋没の状況を示

しており、埋没後に同じ地点に再度、掘り直した可能性がある。また、 1090 10ト 104号土坑(第 34図)

の例のように、 109号土坑が人為的に埋め戻した可能性ある堆積状況を示しており、埋め戻したあと

に 104号土坑(第 33図)が掘られ、さらに 103号士坑(第 3:3図1が自然埋没した 104号土坑を切って

したと推定されるもので、ある c 平面形が異なり長軸方向も異なるもの同士の重複に 114. 115号土

坑(第 :3L1図人 130. 13J号土坑(第 38図)の例iJミある。また、 132. 134号土坑(第 39図)の例では、

寸
iつム



132号土坑が深さ 0.62m、134号土坑は深さ L85 mと規模が異なる。次に、同じ箇所に土坑が集中し

て掘られている例が 2例ある。 59・61む 69• 72・73. 74号土坑(第 25図)と 114' 115 • 119 . 120号

土坑(第 35図)例である。前者のグノレープで、は、 61、69号土坑が直列し、 59、69号は重複し、いずれ

も長軸方向は一致している。重複する 69号、と 59号の覆土はいずれも自然埋没の状況を示していること

から、尾根上から沢へ向かう獣道上に時間差を持って繰り返し掘られた可能性もある。また、東西方向

に長軸を持つ 120号、 119号、 114号が南北方向に連続して重複しており、同様のパターンであると考

えられる。

2闘暁土i封書(第 46図)

焼土遺構は、本調査 I期調査区と E期調査区で 1基ずつ検出された。 1号焼土遺構は、本調査 I期調

査区の南側平坦部においてKU属上面で検出されたが、覆土にAN層土が含まれることからAN層中か

ら掘り込まれたものと考えられる。掘り込みの平面形はやや歪んだ円形、断面形は浅い皿状を呈する。

内部には焼土のブロックと AN層士、微量の炭化物の混合土がみられる。周囲は土器。石器の集中区で

なんらかの生活関連遺構と考えられる。

2 号焼土遺構は、 E期調査区の北西斜面でAN~ZN層中において検出された。不整円形の浅い掘り

込みを持ち、底面の西側に長楕円形の窪みがみられる。検出面にスクリーントーンで示した約 0.8x 0.8 

mの範囲に炭化物の広がりがあり、その下位には焼土のブロックが不規則に散布する。焼土は掘り込み

の覆土の上部に濃く集中し、下位層では薄くなっている。掘り込みの底面および壁には被熱による硬化

等は見られないことから、焼土や炭化物は流れ込み、もしくは人為的に投げ入れた可能性が高い。

なお、 2号焼土遺構では採取した炭化物の年代測定と樹種同定を行った。試料の年代については yr

B P 3，990年とされており、中期末頃と推定されている。樹種についてはケヤキという結果を得ている

(附編参照)。

3. E量化物集中(第 47図)

本調査E期調査区のTP 14 の北側で、 AN~ZN層中で検出した。炭化物の範囲は東西方向に長軸

を持ち楕円形状に広がるが、堆積は西側に向かつて薄くなる。遺物は伴わず焼土も見られない。採取し

た炭化物の年代測定と樹種同定を行った。その結果、複数採取した試料の年代については yrB P 4， 500 

年代後半の範囲内で重なっており、中期前葉と推定されている。樹種についてはケヤキという結果を得

ている(附編参照)。

4 ピット(第 46図)

2号焼土遺構の北側に重複している 13号士坑の南側で検出した。現存径 0.2m、深さ 0.22mの規模

をもっ。 13号土坑となんらかの関係があるピットの可能性があるが、性格は不明で、ある。

円む
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2号土坑

D-3ヵ、ら〉久

ゴとへ3m
東へ8m

A 

伽

2号土坑

1. 10YR3/2黒褐色 締まり小、粘性なし。 KGP主体、極少量の格色スコリアを含む。

2. 10YR2/1黒色 締まり小、粘性なし。州層土を主体とする微量の権色スコリアを含む。

3. 10YR3/4暗褐色 締まり小、粘性なし。 KU層土に州層土が混じる。

微量の炭化物を含む。

4号土坑

十22f

、:U-

8号土坑

〉く

A 

G号土坑

1. 10YR3/3精褐色土捕まり小、粘性なし。径 0.1-O. 3酬の赤褐色スコリア、

褐色土を少Jfr含む。
2. 10YR3/3暗褐色土締まり小、粘性なし。 YLU庖土が主体。怪 O.2 ~ O. 5 CffIの

赤褐色スコリア、径 0.1'""-， O. 2 cmの褐色土粒を少量含む G

3. iOYR3/3暗褐色土締まり小、治性なし。 880層土担当のブロッヲを少量含む。

第N章縄文時代

A 

国 |∞1

5 A' 278.60m一 一由

'" -一ー--皿 F、一一iι円、 一一一一ー一-/ヲ/f . 山 c、d
旦-\~ 1 ___ 〆7て~

FBa 

FBb 

3号土坑

1. 10YR2/1黒色 締まり小、粘性なし。 AN層土を主体とする。微量の糧色スコリアを含む。

2. 10YR3/2黒褐色 締まり小、粘性なし。 AN層土に少量の KU層土を吉む。極少量の炭化

物を含む。

3. 10YR3/1黒褐色締まり小、粘性なし。 AN層土に少量の KU層土と微量の炭化物を含む。

4. IOYR4/3にぶい黄褐色土 締まり強、粘性なし。 KU霞土に AN唐土がブロッウで入る。

γムiI137
5号土坑

A A' 

4号土坑

1. IOYR3/4踏褐色土締まり小、粘性なし。径 0.1-O. 5 cmの赤褐色スコリア、径 0.1-O. 2 cm 

E盲褐色スコリアを少量含む。

2. 10YR3/4，音褐色士 締まり小、粘性なし。径 0.2-0.5 cmの赤褐色スコリア、褐色土のブロッヲ

を少量含むa ブ口、リヴl立粘性あり。

3. IOYR3/4暗褐色土 締まり小、粘性なし。 FB層土が主体。径 0.1..... O. 5 cmの赤褐色スコリア、

径 0.1-O. 2 cm暗褐色スコリアを少量含む。

4. 10YR3/3 H音裾色土 締まり甲、粘性なしボソボソの土賞。 YLU隠土が主体である。

径 0.1-O. 3 cmの赤褐色スコリア、径 0.5cmの炭化物を少主主含むG

5号土坑

1.7.5YR3!4H昔褐色土 締まり中、粘性なし。 FB層土が主体。径 0.1-O. 2 c仰の赤褐色スコリア、

径 O.2---0.5cm黒褐色スコリア、褐色土のプロックを少量含む。

2. 7. 5YR3/4 S音褐色土 締まり中、粘性なし。 YLU暦土が主体。径 0.1-O. 2 cmの赤褐色スコリア、

径 0.1---O. 3 cm黒褐色スコリアを少量含む。

3.7.5YR3/3f}音褐色土 締まり中、粘性なし。怪 0.1-O. 2叫の赤褐色スコ 1)7、径0.1-0.8削

長褐色スコリアを少量含む。

4. 7.5YR3/4暗樗色土 締まり中、枯性なし。 YLU暦土が三体。径 O.1 "" O. 5 cmの赤褐色スコリア、

1~ O. 1 "" O. 3 cm黒褐色スコリアを少量含む。

5. J 5YR3/3暗褐色士 締まり中、 i活性なし。崩落土。径 O.1 _. O. 2 cmの赤褐色スコリア、

径 0.1-O. 3 crr黒褐色スコリア、褐色土ブ口ツイ?を少量合む。

6. 7.5YR3j3暗褐色土 締まり中、粘性なし。 YL師-'ILL隠土が主体。径 0.1-O. 3 CITIの赤褐色

スコリア、径 0.1"'-' O. 5 crn泉掲色スコリアを少量含む。

第 13図縄文時代土坑実現1]題(1)
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10号土坑 io;，/λ r "，1 

ム
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川主iEl~ーと~ N 

A A15 
253. 30m ~ ...':'..円

可三 山下員

7号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり中、粘性小。 3~' 5叩沢の YLUブロッウを吉む。

径 0.2-O. 3 cmの櫨色スコリア、径 0.3cmの暗灰色スコソアを少量含む。

2. 10YR4/4褐色エ 締まり中、粘性小。径0.2cmほどの樟色スコリアを少量吉む。

9号土坑

回!国|

~， c 
t¥ h o':l 

252.90111 ...cι 」ム

SC! 

11号土坑 「、久人出|

10号土坑

1. lOYR4/3にぷい黄褐色土 締まり中、粘性小。 3-5 cm大の YLUブ口ッウを吉む。

径 0.2-O. 3 cmの桟色スコリア、径 0.3cmの暗灰色スコリアを合景含む。

2. 10YR4/4褐色土 締まり中、粘性小。径 0.2cmほどの樟色スコリアを少量吉む。

山崎三Z
-~主主

刷
出
目

9号土坑

1. 10YR4/3 I二ぶい黄褐色土締まり甲、粘性小。 3"'"5 cm大の AN-ZNのブロッ?を

含む。径 0.2-O. 3聞の鐙色スコリア、径 0.3cmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/4褐色土 締正り中、粘性小。径 0.2cmほどの櫨色スコ ')7を少量含む。

3. 10YR4/3にぶい黄褐色土締まり小、粘性なし。 YLUの小ブ口ッヴを吉む。

4. 10YR5/6黄褐色土 締まり中、粘性なし。径 O.2 ~ O. 5 cmの糧色スコリア、

径 0.2-O. 5 cm暗灰色スコリ7を中量吉む。

5. 10YR5/6黄褐色土締まりなし、粘性なし。径 0.2-O. 5 Gm撞色スコリア、

径 0.2-O. 5 cm楕灰色スコ ')7を多量に含む。

五11号土坑

1. lOYR4/3にぶい黄褐色土 締まり中、粘性小。 3-5 cmのYLUブロッウ、

径 0.5Gmの樺色スコリア、径 0.2-O. 4 cmH音灰色スコリアの少量含む。

。 (1:40)1m 
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第IV章縄文時代

A 

E 呈
251. 10m _A_ 

~ポ7
4JV  

YL訓'"~----

ば3
c、j

12号土坑

1. 10YR4/3にぷい友褐色土 締まり中、粘性小。 3.，.._ 5 cm:ic:O) YLリブ口ッつを含む。

径 O.2 ~ O. 3酬の檀色スコ')ア、径 0.3G刊の暗灰色スコリアを少最古む。

2. 1 OYR~/4 褐色土 締まり中、粘性小。径 0.2cmほどの笹色スコリアを少量含む。

3. IOYH4/3にぶい淀褐色士 締空り小、粘性なし。 YLMおよび YLLの小ブロックを古む。

4. 10YR5/6主主格己土 締まり中、粘性なし。礼しの小フロッヲを長〈含む。

微細な燈色スコリア、時灰色スコリアを少量含む。

5. iOYR5/6貰褐己土 締まりなし、 ;fl~i性なし。微細な槌色スコリア、精灰色スコリアを

少量さむ。
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13号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり中、粘性小。 3._. 5 crn大の YLUブ口ッヲを吉む。

径 O.i日 0.2cmの櫨色スコリア、径 O.2，，-， O.5cmの靖灰色スコリアを少量含む。

2. IOYR4/4褐色土締まり中、粘性なし。 YLMの小フ口ツヲ、径 0.2__， 0.5 cmの

桜色スコリア、筏 0.2... _. 0.5聞の陪灰色スコ'.1アを多量に吉む。

15号土坑 川

「yクタ士、¥十
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251. 20il1 _A A' 
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1L! 号士i.Î'~

1. iOYR4.j3 íこ ~S~ t.. ¥賀子目色.:t ~市吉り中、結性'1、。/，[， ~ FB土かブ口ツウで入る。

0.2'"" O. 5 crr，の鋭化~;~、 1畳色スコリアを含む3

[O，R4/4褐色土 純吉り中、粘性小。 3-5叩 Xの YLU"7口ツウを含むc

能。!~ O. 2 GI~lの飴色スコ'.1アを1吉む。

3. 10YR5/3にぷい詑緑色土締まり中、粘性IJ¥o YLU 0~lj\フロッヴ 径 0.1へ

0.2聞の治生スコリヤ苦言社。

4. 10、lマ15/3;二品、い琵掲色土 締まり問、粘性小。 YL町のフロッフ、径 0.2-

0.5叩1の樟色スコリヤを宮量!こ吉む。

15号土坑

弓 [OYR4/3にぶい賞褐色土締まりなし、粘性なし。

YLi.. 0)フロッ夕、径 O.2 ~ 0.8. cmの撞色スコリア、

経 0.:)GmのE音灰色スコリアを少量吉む。

。 (1:40) 1111 
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v 
，司イヘ"" " 20号土坑

戸かぐぐぐぐぐ十 1. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり中、粘性小。 3.....5 cmの YLUブロツヴ、

l 叫 一、一、一 径 0.2-O. 4聞の櫨色スコリアを宮む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性あり。筏 0.1-O. 3聞の晴灰色スコリア、

径 0.1-O. 2 Gmの檀色スコリ7を含む。

3. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性あり。 YLMのブロッウを少量吉む0

4. 10'lR5/4にぶい黄褐色土 締まり中、粘性なし。 YLUブ口ツヲ、

'1LMブロックが混じる。
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19号土坑

1. 2 5'15/4寅褐色土締まり小、粘性小。径 0.1-O. 3酬の

1霊色スコリア、径 0.3-O. 5 r.mの暗灰色ス=リアを多量に吉む。

戸
点
)
的M

A
一 ∞

吋
刊

17号土坑

1. 2.5'15/3黄褐色土 締まり小、粘性中。 YLUの小ブロックがλる。

径 0.2-O. 5 r.mの櫨スコり7を少量含む。

18号土坑

1. 2 5Y5/4黄褐色土 締まり小、粘性小。 5GIl1ほどの'1LUフロックが

斑に入る。

2. 2.5'15/4黄褐色土 締まり小、粘性中。 1より YLU-:;.口ツ7の混入量が

多く締まりが強い。

第 H3図縄文時代土坑翼;l'Illl誼 (4) 
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第IV章 縄 文 時代

A 

21号土坑

ミぶ 23号土坑 十 R-8から
北へ3m
東へ5m

A' 

ムぐ
0-3から

北東へへ69mn1 

、"" " " " "<'， " " 
A I ( ¥ぷ、 A' 

A' 25 

c、。。1、「」

249. OOm j.__ A' 

248. 10mム

21号土坑

1. 2.5Y5/4黄褐色土 締まり中、粘性小。 AN-ZNの小ブロツウが，毘じる。

2. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり中、粘性小。径 2.......4 cmのYLUブロッウ、

径 0.1-O. 4 cmの援色スコリアを吉む。

3. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり中、粘性小。 YLMのブロツヲが少量混じる。

径 0.2cmの樟色スコリアが混じる。

4. 10YR5/4にぶい黄褐色土 締まり小、粘性なし。 YLMフロッウ、権色スコリア、

時灰色スコリアを多く含む。

5. 10YR5/4にぶい黄褐色土締まり小、粘性なし。 YLMブロック、極色スコリア、

時灰色スコリアを多量に含む。

23号土坑

1. 7 5YR5/4褐色土締まザなし、粘性中。径 0.1-O. 5 cmの

撞色スコリア、径 0.2-O. 5 cmの暗灰色スコリアを多量に含む。

2. 7.5YR4/3褐色土締まり小、粘性なし。径 0.5cmの炭化物、

径 0.2-0.5 cmの掻色スコリアを含む。

3. 7.5YR4/3褐色± 締まり小、粘性中。 YLLの小ゴロツヲを吉む。

24号土坑
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22号土坑

1. 10YR4/4褐色土締まり小、粘性あり。径 0.2-O. 5 cmO)糧色スコリア、

暗灰色スコリア音吉む。

2. 1臼YR4/4褐色土 1よりやや暗い色訴である。締まり中、粘性品。

1~ O. 2 ..... O. 5 cmの控色スコリア、径 O.1 ....... O. 2 CITIの暗灰色スコリアを吉む。

24号土坑

1. 2. 5Y4/4 7]-リーブ褐色土 締まり中、粘性小。径 0.2....... O. 5 CIl1の栓色スコリア、

径 0.1....... O. 2 cmの陪灰色スコリアを含む。

2. 10YR5/4にぶい黄褐色土 締まり小、粘性あり。径 0.1-O. 2 cmの稔色スコリア、

径 0.2cmの暗灰色スコリアを吉む。

25号土坑

1. lOYR4/3にぶい黄褐色士 総まザ小、粘性中。径 0.1....... O. 3 cmの暗灰色スコリア、

径O.1 -O. 2 Gmの澄色スコリアを少量;吉む。

2. lOYR4/3 1こぶし、策褐色エ 締まり小、粘性なし。径0.1-O. 5叩の暗灰色スコリア、

径0.1cmの櫨色スコリアを少量吉む。

3. 7.5YR4/3褐色土 締まりなし。粘性なし。 YLしのブ口ツヴを吉む。

4. 10YR4/3にぶい黄符色土 持苦り小、結1生なし。径 0.1....... O. 5 cmの暗灰色スコリア、

径0.1cmの捺色7-.コリアを少量吉む。A' 
251. 70111一一

一一一τ一- IYLL 
-:::7"'\J0-よ~， 1ベナ一
円三J--hh4iムン
------ SC I 。 (1:40)1m  

b b盟問団~
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A' 

27号土坑

A 

P-4から
北へ3m
東へ8m X 

247， 10mム

A 

A' 

A' 
251，1伽ム

27号土坑

1， 10YR4/3 Iこぶい黄褐色エ 締まり小、粘性中。径 O.2 ~ O. 5 cmの樟色スコリ 7を

少量吉む。

2. 10YR5/4にぶい黄褐色土 締まり小、粘性中。径 O.1 '" O. 2 Gmの櫨色スコ 'Jア、

径 O.1 ~ O. 2酬の暗灰色スコリアを少量含む。

3. 10YR5/4にぶい黄褐色土 締まり小、粘性なし。微細な桂色スコリ 7、

径 O.1 ~ 0.5 Gmの暗灰色スコリアを少量吉む。

YL利上

26号土坑

1. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 2酬の縫色ヌコリア、

径0.1-O. 2 Gm の暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/3にぶい貴褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-0.2 cmの櫨色スコリアを

少量吉む。

3. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 2 Gmの横色スコリア、

径0.1-O. 2 Gmの暗灰色スコリアを少量吉む。

4. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり甲、粘性小。 4""'5 cmのYLUブロック、

径 O.1 ，.... O. 5 cm の櫨色スコリア、径 0.1'" O. 3 GITlの暗灰色スコリアを少量吉む。

28号土坑

1. 10YR4/3 Iこぶい黄褐色土 締まり中、粘性小。径 0.1cmの櫨色スコリア、

径 0.1-O. 3 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

2. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり中、粘性小。径 0.1-O. 2 Gmの権色スコリア、

径0.1-O. 3 Gmの靖灰色えコ')ア、 YLLのブ口ツケを少量吉む。

28号土坑 J 汗コ:;;、ら
/一、 子北へ4m/' ^ 、 東へ2m

ムー ヲド
29号土坑

1. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり中、粘性小。径 0.1-O. 2 cmの権色スコリア、

径0.2-O. 3聞の暗灰色スコリアを少量吉む。

2. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり甲、粘性小。径 0.1刑の樺色スコリア、

径0.1-O. 3 cmの碕灰色スコリアを少量含む。

3. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり中、粘性小。径 0.1-O. 2 cmの権色スコリ 7、

径 O.1 ~ O. 3 Gmの暗灰色スコリア、 YL聞の小フロッヲを少量吉む。

30号土坑

1. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり中、粘性小。径 0.1-O. 2 cmの檀色スコワア、

径0.2-O. 3 Gmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/3にぶい黄褐色土締まり甲、粘性小。径 0.1cmの樺色スコリア、

径0.1-O. 3 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

l
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29回 30号土坑

'0:0¥ 

P-4ヵ、ら 30号士坑

北へ1m"J， 
東へ1m 、

A 

。(1:40)1m
L守Fマ』ム市町富市~~..'__..-創的」町市閣J
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31号土坑

A 
A A' 
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守
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社

学

内
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245.90mム

ー~_YLMよ

YL出上~ 一一一一一-- ~ ，，; 
三ニ'1 I YLM下

礼.M下一___，¥._ 一一一一日""""" I 一

A' 毒
246.00mム A' 

出
叶

N

31号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり中、粘性小。径 0.1cmの澄色スコ ')7、

径 0.1..... O. 3 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

33号土坑

1. 10YR4/3 Iこぶし、黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの樫色スコリア、

径 0.1"-' O. 5 Cnlの暗灰色スコリアを少量含む。

2. iOYR4/4褐色土 締まり小、粘性なし。径 0.1-O. 3 cmの糧色スコリア、

経 O.I -O. 3 cmの晴灰色スコワアを少量含む。

北へ3m
E在へ6m

{ ( 
¥ピ/

'-.... 恥E甲~

34号土坑

P-8から~'í
itへ由11 、

東へ3m

六

A' 雲
出
叶

N

32号土坑

1. 10':'R'1/3にぶい賞f墨色士 締まり小、粘性中。径 O.1 -0.3 c引の授色スコリア、

径 O.I - 0.5 叩の陪灰色スコリアを~.議室、む。
2 1uYR4/2灰黄褐色土 線全り小、粘性中。径 0.1..... O. 5 cmの掻色スコリア、

筏 0.1...... O. 3 cmのE否決色スコリ7、YL却のJパブロックを少長官む。

3 10YR斗/~灰賞褐色土 締まザ小、粘性甲。径 0.1-0.2 cmの授色スコリア、

径 O.2 ~ O. 3 Gmの暗iJZ.色スコリア、礼日のJI¥ブロッ 7を2よサ多く吉むの

34 .")土坑

!. YU.iのブロッウ。

2. 10YR4/3:こぶし、実褐色土 ;f.m京り ;j¥，~!:~性小。径 2..... 3 cmの

礼間ブロツヲをまユく台む。

3. 10YR4/2灰設認色ェ i帝京り小、粘性申。径 O.2 ~ 0.;;' cmの

J賢色スコソア 径 0.2..... O. 3 GI'10)IT音灰色スコりアを少量含むo

4. iOYR4/3 iこぶい設褐色エ 締京り小、粘性小。径 2~ 3 cmの

'{L日ブ口、ソ?を多〈吉?む。

。 (1:40) 1111 
迄孟孟五戸4司ニニ4
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A 

35号土坑 Q-5由、ら
Jγ 北へ4m

東へ3m

A' 

245，60問ム A' 

35号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり小、粘性中。径0.1-0， 3 cmの樟色スコリア、

径 0.1-O. 3 cmの暗灰色スコリ7を少量含む。

2. 10YR4/4褐色土締まり小、粘性なし。径 0.1-0， 3 Gmの鐙色スコリア、

径 0.1-O. 3 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

3， 10YR4/4褐色土締まり小、粘性なし。径0.1-O. 3 cmの撞色スコリア、

径 0.1-0， 3 cmの暗灰色スコリア、 YLーの小ブロッヲを少量含む。

A 

匹、

37号土坑

ぺA' 

243， 90m _A_ 
A 書

円
吋
判

37号土坑

1. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり中、粘性小。径 0.1-0.4 Gmの権色スコリ 7、

径 0，1-0.3 Gmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土締まり中、粘性小。径 0，1-0， 3酬の樟色スコリア、

径 0，1-O. 2 cmの暗灰色スコリア、 YLUの5聞大のブ口ッウ、 AN-ZNの

小ブロックを少量吉む。

3， 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり中、粘性小。径0.1-O. 5 Gmの授色スコ ')7、

径 0.1-O. 4 Gmの暗灰色スコ ')7、YLUの 5cm:*のブロックを少量含む。

4， 10YR4/6褐色土 締まり小、粘性中。径0.5聞の樺色スコリア、

径 0，2-0， 5 Gmの暗灰色スコリア、 YLMのブロッウを少量含む。

一北へ4官

一r A 

244，70mム A' 

36号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締正り小、粘性中。径 0.1-0.5 cmの櫨色スコリア、

径 0.1-O. 6， Gmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/2灰貴褐色土 締まり中、粘性小。径 0，1-0，3酬の櫨色スコリア、

径0，1-0， 2 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

3. 10YR4/2灰貴褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 5 Gmの撞色スコ 1)7、

径 0.1-O. 5 cmの暗灰色スコリア、 YLLブロッウを少量吉む。

38号土坑 / 
A 

Q-5から
北へ4m

× 

A' 

244，1伽 A
A' 

38号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土締まり小、粘性中。径 0.1-0.5 cmの櫨色スコリア、

径 0.1-O. 4 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土締まり中、粘性小。径 0.1-O. 3 cmの権包スコリア、

径 0，1-0， 2 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

A' 

253， 50m _A_ A' 

39号土坑

1.7， 5YR4/4褐色土 締まり中、粘性小。 YLMの小ブロッヲを少量含む。

第四国縄文時代土坑実現1]図(8 ) 
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40号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 5 cmの糧色スコリア、

径 0.3..._， O. 5 cmの陪灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1，_， 0.5 Gmの樋色スコリア、

径 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

3. 10YR4/2灰賛褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 5 Gmの怨色スコリア、

径 0.3..... O. 5 cmの暗灰色スコリア YLMの小ブロッウを少量含む。

42号土坑

A' 

A' 

YU，I上

42号土坑

1. 10YR4/3にぶい実褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 5 cmの樫色スコワア、

径 0.3"-' O. 5 Cri1の晴灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 O.i -0.5 cmの積色スコリア、

径 0.3-0.5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

3. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり中、粘性小G 径 O.1 --O. 5 Cnlの授色スコリア、

径 O.3.......0.5cmの陪灰色スコリアを少量含む。

4. 7.5YR4/3褐色工 締まり小、粘性中。径 0.5cmの稔色スコリア、径 0.2....... O. 5 cmの

靖灰色スコリア、 YL聞のブ口ッヲを少量含む。

5. IOYR4/3にぶい黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.2-O. 5 cmの投色スコリア、

径 O.-1 --O. 3 CITの暗灰色スコリアを少量含むc

第N章 縄 文 時代

山崎号

253. 40m _A_ A' 

41号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-0.5 cmの櫨色スコリア、

径 O.I -O. 5 Gmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土締まり小、粘性中。径 0.1-O. 5 cmの櫨色スコリア、

径 0.3-O. 5 cmの時灰色スコリアを少量含む。

3. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径0.2-O. 5 cmの櫨色スコリア、

経 0.1，_. O. 5 GIilの暗灰色スコリア YLMの小ブロッつを少量含む。

43号土坑 に

借 ι主主
A
A
 伽

A
h
U
 

F
h
d
 

F
h
u
 

ηJι 

43号土坑

1. IOYR4/3にぷい賞褐色土締まり小、粘性中。径 0.1-O. 5 cmの

檀色スコリア、径 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

2. 7.5YR4/3褐色土 締まり小、粘性中。径 0.5cmの稜色スコリア、

径 0.2-0.5 cmの暗灰色スコリア、 YLMの2.......3 Cnlのブロックを

少量含む。

第 21図縄文時代土坑実現1]図(9 ) 
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44号土坑 匂j 三[

E2Fムぐ /~-下\mm:に

守主下

¥ 
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ぬミ長ぶミ
ば喜て3

《ζ〉

Uc、「2J 
A' 

44号土坑 L!5号土坑

;. 10YRI，/3にぶい詫褐包士 締ま 1.)小、粘性中。径 0.1-O. 5 omの控色ス='1)7、

径 0.3"-O. 5酬の結灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/3 Iこぶし、黄褐色土 締まり小、粘性なし。 YLilIの小ブロッウを害〈含む。

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり小、粘性中。径 O.1 ~ C. 5 cmの檀色スコリア、

経 0.3-O. 5聞の暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 5聞の櫨色スコリア、

径 0.3-O. 5 c聞の精灰色スコリアを少量会む。

I ‘， / i 

AN.....ZN 

46号土坑

径 0.2--0.5 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

47号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土締まり小、粘性中。径 0.1-O. 5酬の撞色スコリ7、

径 O.3 .-~ 0.5 Gnlの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4j2灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-0.5 cmの檀色スコリア、

径0.1-O. 5聞の碕灰色スコリ7を少量含む。

1. 10YR4/3にぶい賞褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 5 cmの桜色スコリア、

N-4から
北へ1m

メ東へ4m

A 
/ 

252. 60m l!_ 
A' 48号土坑

1. 10YR4/3にぷい黄褐色土 締まり小、粘性中。径 O.1 -O. 5 Gmの櫨色スコワア、

径 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリア、 YLUの 3.....， 4cmほどの小ブ口ッウを少量含む。

2. 7.5YR4/3褐色土 締まり小、粘性中。 YLMの小ブE ツクを多く吉む。

3. YLLのブ口ッウ。

。 (1:40)1m 

b-合町ロ胃~盲目b..酒血自主~
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EへJ;:)ぐ¥¥__

ハ¥¥jr 
A' 

ポ丘戸
49号土坑

1. 75YR4/3褐色土 締まり小、粘性中。径 0.5cm の檀色スコリア、

径 0.3，_， O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 7.5YR4/3褐色土 締害り小、粘性中。径 0.1-O. 5酬の権色スコリア、

径 0.3，.._. O. 5 c仰の踏灰色スコリア、 YLMの 3"""-'4 cmほどのAブロツヴ

を多量に含む。

51 

rid 
Ft屯 7、

I LVpj2dム

'-.._よ叫が戸川掛F

|町ミ

zp: 
lj尽ミミミ
E 

t，' g 
252.3010 _A_ 

YLM上三大一一ーでー←ー-lYCi;)ニ

礼目下、ι ¥ 1 s 
『一~叫rL下

刊
叩
N

51号土坑

1. IOYH4/3!こぶい従褐邑土 利1 まりなし、粘性な 1"。経 3~~5cmほどの SC 1ぬ

ブ口ツヴを若手盈に合む。

2. 10YR4/3にぷい持褐色土 締まり川、粘性中。筏 O.! .-..-O. 5叩1の極色スコリア、

径 0.3~白 5 Cnlの時灰色え 1リア、 YL目的 3.，._， 4 GITほどの小ブ口、ッヲを1:設吉む。

第W章 縄 文 時代

50.57号土坑
百一4から
北へ8m V ， ./ 
東へ白1 〆 /く

57号エ坑 dジ /_ 

50号土坑

A A' 

50号土坑

1. IOYR4/3!こぶい詫褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 2叩!の燈色スコリア、

筏 0.3.._， 0.5叩10)陪灰色スコリアを少量吉む。

2. 10YR4/3!こぶい賞褐色土 締まり小、粘性中。径 0.2-O. 3聞の控色スコリア、

i歪C.2-0.3 G町、泊陥灰色スコリア、 YLUの小ブロッウを少量合む。

3. 10YI{4j3にぷい3苦悩色土 2よりやや暗い包調。締まり小、粘性中。任。 1，..... O. 2仰の

経色スコザア、径 0.3.-.. O. 5 (1110)碕灰色iスコ')ア 4"'""' 5 cm(J) YLUゴロックを少設含む。

4. 10V明4/3にぶい主主褐色土 i帝京り r!l、粘性小。径 0.1._. O. 5 crnの燈色スコ')ア、

径 0.1..... O. [j cmの陥灰色スコリアを'"l>最古む。

5. 1 OYI~4/3 !こぶし可託子計色土 締まり小、粘性中。径 O.i ....... O. 2 Cnlの~Q包スコリア、

'rf O. ~_. O. 5 CInの指灰色スコリアを YLL0)11'ブロツヴを少52盆む。

51号止坑

i. 10Y114/1総色土締まりなし、粘性なし。 KGPを多量に含む。

2. 1抑制/3Iこぶい煎褐色士 f箱詰りなし、粘官なし。 YLLの小ブロッウを多量に含む。
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ノペ三/ω下

訓上rRヤ/

252.50羽ム
N
U
N
 

;'-.'，... 1"，.-，. 
月ヨ Lu

{
Z
S
U
N
山

N

，::'"J・ 53号土坑

1. IOYR4/3 にぶl，\繋t;~色土締まりなし、粘性なし。径 0.1 _... O. 5叩の撞色スコ')ア、

径 0.3，....， O. 5 c刊の護灰色スコザア、径 3~ 5 cmほとの YLワのブロッヴを多量に含む。

2. IOYR4/，¥掲色土締まりなし、粘性なL，径 O.1 ~ O. 5 cmの控色スコリマ、

径 0.3，.._. 0.5 cmの務灰色スコ 1)7、YL聞の小ブロッウを含む。
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コ町二咳
56号土坑

1. 10YR4/1褐灰色土締まり中、粘性小。 ICGP、径 0.1-O. 2 cmの

撞色スコ 'Jア、径 0.1-O. 2 cmの黒色粒、炭化物を少量含む。

54号土坑

1. 10YR4/2灰黄褐色土締まり小、粘牲なし。焼土園 KGPを少量含む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性小。 AN-ZNの小ブロッヲを少量含む。

3. 10YR4/2灰黄褐色土締まり小、粘性中。径 0.1-0.3 cmの檀色スコリア、

径 0.1-O. 5 cmの婿灰色スコリアを含む。

55号土坑

1. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 5 c"の櫨色スコリア、

径 0.1-O. 7 cmの陪灰色スコリアを多量に吉む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 5 cmの撞色スコリア、

径 0.3-O. 5 cmの靖灰色スコリ7、筏 2-10 cmの YLM小ブロックを少量含む。
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62号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土締まり小、粘性なし。径 0.1-O. 3 cmの

樟色スコリア、径 0.1-O. 5 cmの暗灰色スコリア、 YL聞の小ブロッウを

少量含む。

2. 10YR4/3にぶい黄褐色土締まり小。 1より YLMの5酬ほどのブロッウを

事く吉む。

58号土坑

1. 10YR4/3にぶい賞褐色ヱ 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 2 cmの様色スコリ7、

径 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

2. 10YR4/3にぶい貴褐色土 締まり小、粘性中 1よりさらに粘性が強い。

径 0.1-O. 5 cmの檀色スコリア、径 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコワアを少量含む。

3. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性小。 YLMの小ブロックを少量含む。

60号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土締まり中、粘性なし。径 0.1-O. 5 cmの櫨色スコリア、

径 0.3-O. 5師の暗灰色スコリアを少量吉む。

2. 10YR4/3にぶい黄褐色土 1よりやや暗い。締まり小。径0.1-O. 3 cmの樟色スコリア、

径 0.1-O. 2 cmの暗灰色スコリアを少量含む。
。 (1:40)1m 
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縄文時代第W章
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 69号土坑

B 

59号土坑

1. 10YR3/2黒褐色土 締まり小、粘性中。径0.1-O. 2 cmの櫨色スコリア、

径 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量宮む。

2. 10YR4/3にぷい黄褐色土締まり小。径0.1-O. 5cmの稽色スコリア、

径 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリア、 YLUの小ブ口ツウを少量含む。

3. 10YR4/4褐色土締まりなし、粘性なし。 YLLの小ブロッヲを多量に含む。

叶

E
C
h
，門出
N

刷

Z

61号土坑

1. 10YR4/3にぷい黄褐色士 締まり小、粘性なし。径0.1-O. 5 cmの権色

スコリア、筏 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリア、 YLMの小ブロッウを少量

含む。

2. 10YR4/3にぷい黄褐色土締まり小。1より YLLの小ブロツウを多く吉む。

69号土坑

1. 10YR4/1褐灰色土 締まり小、粘性中。 KGPを少量含む。

2. 10YR5/3にぷい黄褐色土 締まり小、粘性なしボロポロしている。

YLMのブ口ッウを多〈含む。

3. 7.5YR5/4にぶい褐色土締まりなし、粘性なし。 YLM-YLLの

小ブロッヲを多量に含む。

4. 7.5YR5/4にぶい褐色土締まりなし、粘性ややあり。 YLM-YLLの

小ブロッウを少量含む。

AN-• 
A ZN i 253. 70m ..!:!.. _.. i 

B' 

72号土坑

1. 7.5YR5/4にぶい褐色土締まり中、粘性なし。径0.2-O. 5 cmの権色

スコリア、径 0.2-O. 3 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

73号土坑

1. 7.5YR5/4にぷい褐色士 締まりなし、粘性なL-o YLM、YLLのボロボロ

しているブロッウを書量に含む。
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74号土坑

1. 10YR4/3にぷい黄褐色土 締まりなし、粘性なし。ポロポロの YLM-

YLLのブロッウが入る。

2. 10YR4/3にぷい黄褐色土締まりなし、粘性なし。径0.1-O. 3 cmの

権色スコリア、径0.2-O. 7 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

74号土坑

ミ

72号士坑 61号土坑

A' 

63号土坑

0-5から
東へ6m

× 
A 

63号土坑

1. 10YR4/3にぷい黄褐色土締まり小、粘性なし。径0.1-0.5 cmの

権色スコリア、径0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/3にぷい黄褐色土 締まり小。 3-5cmのYLMの小ブ口ッヲを

事く含む。
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64号土坑
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A' A 

64号士坑

1. 10YR4/3にぷい黄褐色士締まり小、粘性なし。径0.1-0.5酬の

権色スコリア、径0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量宮む。

2. 10YR4/3にぶい黄褐色土締まり小。 YLMの小ブロッヴを少量含む。
叶
E
0
5
R

A' 
252. 10mム

65号土坑

67号士坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土締まり小、粘性中。径 0.1-0.5聞の樟色スコリア、

径0.2-0.5cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

2. 10YR4/3にぶい黄褐色土締まり小、粘性小。径 0.2-O. 4 cmの権色スコリア、

径0.2-0.5酬の碕灰色スコリアを少量含む。

3. 10YR4/3にぶい黄褐色土締まり小、粘性小。径0.1-0.5cmの樺色スコリア、

径0.1-0.5 cmの靖灰色スコリア、 YL聞、 YLLの小ブ口ックを少量吉む。
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251司 90間企ーお

65号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土締まり小、粘性中。径0.1-O. 5cmの

桂色スコリア、径0.2-O. 5cmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/3にぷい寅褐色土締まり小、粘性小。径0.2-O. 4cmの

纏色スコリア、径0.2-O. 5 cmの暗灰色スコリア、 3-5cmのYLM

の小ブロッヲを多〈吉む。

XPグ二|

66号土坑

A 

68号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり小、粘性中。径0.2-O. 5 cmの檀色スコリア、

径0.2-0.3 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

2. 10YR4/3にぶい黄褐色土締まり小、粘性小。径0.1-O. 3 cmの櫨色スコ 1)')'、

径 0.2-0.4 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。
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66号土坑

1. 10YR4/3にぷい黄褐色土締まり小、粘性中。径 0.1-0.5cmの

櫨色スコリア、径0.1-O. 3 cmの暗灰色スコリアを少量含む。
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70司 71号土坑 t 
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75号土坑

，. 10YR4/4補色土 締まり小、粘性中。径O.1 ，..... 0.5 cmの誼色スコリア、

1~ O. 2 .__ O. 6 c日のE音灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/3にぶい黄褐色土締まU小、粘性なし。径 0.1'" 0.5叩iの

諸色スコリア、径 0.2_， 0.5叩の陪灰色スコリアを少量合む。

第IV章縄文時代

70号土坑

1. lOYR5/4にぶい黄褐色土 締まり小、粘性中。径0.2-O. 5 CITの檀色スコリア、

径 0.2-O. 3 cmの晴灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR5/4にぶい黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.2-O. 5 cmの桂色スコリア、

径 0.2-O. 3 cmの暗灰色スコリア、 YLMの小ブロッウを少量含む。

71号土坑

1. 10YR5/41こる、い黄褐色土 SF70-1よりやや暗い色調。締まり小、粘性中。

径0.2"'"0.5酬の糧色スコリア、径0.2-O. 3 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10'1問5/4にぶい黄褐色土 締まり小、粘性中。径0.2'"" O. 5 CITIの掻色スコリア、

径 0.2-O. 3 cmの暗灰色スコリア、 YL闘の小ブロッウを少量吉む。

76号土坑

76号土坑

1. iOYR4/4褐色土締まり小、粘性中。径O.1 ~ O. 5 cmの燈色スコ '1ア、

径 0.2'"O. G cmの時灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/3にぶい提褐色土締まり小、粘性なし。径 0.1-O. 5 cmの

権色スコリア、径口 2--0.5 c刊のE音灰色スコリアを少益吉む。
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78号土坑

1. 10YR4/3 Iこぶし、黄褐色土締まり中、粘性小。径 0.1-O. 3 cmの

権色スコリア、径 0.1-O. 5 cm の暗灰色スコリアを少量含む。

80号土坑

ートz: 
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AN-剖 l

YLM上
一一YLs1

80号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり中、粘性小。径0.1-O. 3 cmの権包スコリア、

径 0.1-O. 2 cmの暗灰色スコリア、径 3-4 cmのYLUブロッウ、 AN-ZNの

径3-5 cmのブロックを少量含む。
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81号土坑

1. 10YR4/2灰貴褐色土 締まり中、粘性小。径 0.1-O. 3 cmの樟色スコワア、

径 3-4cmのYLUブロッウ、 AN-ZNの径 3'"'"5 cmのブロックを少量含む。
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79号土坑

1. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり中、粘性小。わずかに陥Pを含む。径 0.1-O. 2 cmの

権色スコリア、径 0.2cmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/3 Iこぶし、黄褐色土 締まり甲、粘性小。径0.1-O. 3 cmの樟色スコリア、

径 0.1-O. 2 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

3. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり中、粘性小。径 0.1-O. 3 cmの横色スコリア、

径 0.1-O. 2 cmの暗灰色スコリア、径 3-4cmのYLUブロッ?を少量含む。

4. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり中、粘性小。径 0.1-O. 3 cmの撞色スコリア、

径 0.1-O. 2 cmの暗灰色スコリア、径 3，_. 4 cmの YLUブ口ッウを少量吉む。
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83号土坑

1. 7.5YR4/4褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 5 cmの控色スコリア、

径 0.1-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

第 28園縄文時代土坑裏;周囲 (16)
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82号土坑

A A' 

240.00mム E
A' 

82号土坑

1. 10YR~/2 灰賞褐色土締まり小、粘性中。 KGP パミス、径 0.1 -O. 3 GITの

権色スコリアを少量宮むe

2. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 O.1 -O. 3 Gmの撞色スコリア、

径 3"'"'4 CITIのYLUブロッウを少量吉む。

3. lOYR4/2灰賞褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 5 GITIの檀色スコ')ア、

径 0.1-O. 5酬の暗灰色スコリアを少量吉む。

4. 10YR4/2灰賞褐色土 締まり小、粘性なし。ボサボサしている。径 0.1-

O.!.i cmの桜色スコリア、経 0.1-O. 5 Gmの晴灰色スコリアを少量吉む。
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85号士坑

1. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性中。 径 0.1-O. 2師の後色スコリア、

径 O.1 ，_ O. 5 Gmの暗灰色スコリアを少量吉む。

2. 10YR4/3灰業褐色士 締官り小、結'i'j:中。径 O.1 ~ O. 2 cmの桜色スコリア、

径0.1，..._. O. 5 cmの靖灰色スコリア、 YLI，Iの小フ口ッウを少量含む。

3. IOYR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性なし。径 O.1 -O. 5 GP.1の控色スコリア、
径 O.1 ~ O. 5 cmの陪灰色スコリア、 YLLの小ブロッウを少量盆むc

第N章縄文時代

84号土坑
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84号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 5 cmの櫨色スコリア、

径 0.1-O. 5 Gmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/2灰設褐色土 締まり Ij\~ 粘性なし。筏 0.1 -O. 2 Gmの極色スコリア、

径 0.1-O. 5 Gmの時灰色スコリアを少量吉む。

3. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-0.2聞の樟色スコリア、

径 0.1-O. 5 Gmの陥灰色スコリアを少量吉む。

4. lOYR4/2灰質褐色土 3よりやや暗い色摘。締まり小、粘性中。径 0.1.-.. O. 5 CI1lの
権色兄コリア、径 0.1-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

5. IOYR4/2灰賞褐色土 締まり小、粘性なし。 YLM-YLLの崩落土を少量古む。

86号土坑

1. 10YR'/2灰黄褐色土 締まり中、油性小。 f至。 1'""-' O. 2 cmの桂色スコリア、

径 O.i '"" O. 2 GITIの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性由。怪 0.1'" O. 5 cmの櫨色スコリア、

径 0.1-O. 3 Gmの日音灰色スコリアを少量含む。

3. lOYR4/2灰設掲色ェ 2よりやや暗い色調。締まり小、粘性中。

径 0.1-0.2 Gmの控i邑スコリア、径 0.1-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

4. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中c 砂貨がやや強い。径 0.1-O. 2 G日1の

1~色スコリア、径 0.1 -O. 5 Gmの陪灰色スコリアを少最古む。

5. 10YR4/3灰黄褐色土締まり小、粘性中

第四国 縄文時代土坑言葉溺図 (1i) 
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88号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 O.1 ~ O. 2 cmOJ櫨色スコリア、

径0.1".._， O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 7.5YR4/3褐色土径 締まり小、粘恒中。 O.1 ~ O. 2 Gmの槌色スコリア、

径0.1...._. O. 3 cmの碕灰色スコリア、 YL聞の小ブロッウを少量含む。

87号土坑

1. 10YR4/2灰責褐色止 締まり小、粘性中。径 O.i "-' O. 2 cmの権色スコ 'Jア、

径O.1 "....， O. 3 cmの暗灰色スコリア、札口の11'ブ口ッウを少量含む。

2. 1司YR</2灰貴褐色土 締まり中、粘性小。 1よりやや暗い色調。経 O.1 ，_ O. 5 Gmの

犠色スユ jア、径 0.1-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

90号土坑

N-5かtコ

ゴヒヘ7m
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ノ川
Y

3吋

89号土坑

A 

N-5iJ、b

~tへ自問 、ど
東へ5m ノ、

叶
E
O∞
門

国

制

A' 

!¥' 

ト一
甲
山
↑
下

官
に
川i

 

-

E

↑γ i
 
i
 

「、一

R

E

上一閉山

A
一n

 

nu 
n

。
勺
1u行。

の
/
]

90号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性なし。径 0.1-O. 2 cmの撞色スコ 'Jア、

径 O.1 -O. 5 cηの暗灰色スコリアを少量吉む。

89号土坑

1. lOYR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-0.2 cmの犠色スコリア、

径0.1-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/1褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-0.2聞の糧色スコリア、

径0.1-O. 5 cmの日産灰色スコリアを少量含む。

/〉r-u 

日

F
K
U

91号土i元

々附から
北へ白n
東へ5m

A' 

92号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 2 Gmの櫨色スコリア、

径0.1-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 1よりやや暗い色調、締まり小、粘性なし。径 0.1-O. 2 Gmの櫨色スコリア、

径0.1-O. 5 cmを少量含む。
91号土坑

1. 7. 5YR4/4褐色土締まり小、粘性なし。径 0.1-O. 2 cmの権色スコリア、

径0.1-O. 5 酬の靖灰色スコリア、 YU，~の小ブロッ?を少量宮む。
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V YLM下

93号士坑

1. 10YR4/4褐色土締まり小、粘性中。径 0.1-O. 20mの櫨色スコリア、

径 0.3-O. 5酬の暗灰色スコリアを少量含む。

95号土坑

A 

Q-5ヵ、ら
北へ5m 'v 
東へ8m/¥ 

A' 

A

一m 
A
U
 

no 
F
円
以

a
4
 

n
，
 

A' 

自5号土坑

1. 10YR5/4にぷい黄褐色土 締まり小、粘性中。径0.1-O. 2 omの様色スコリア、

径 0.1-O. 5 omの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 7.5YR4/3褐色土締まり小、粘性なし。径0.1-O. 20mの授色スコリア、

筏 0.1-O. 5 omの暗灰色スコリア、 YLMの小ブロッウを少量吉む。

96号土坑
ゐ l 寸 4==-bi
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Q-6から
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94号土坑
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伊
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A' 

94号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径0.1-O. 20mの樺色スコリア、

径 0.1-0.5 omの暗灰色スコリアを少量含む。

A 

Q-5から
北へ9m... j 
東へ9m !'、

A
一

伽
A' 

97号土坑

1. 10YR4/4褐色土締まり小、粘性中。径0.1-O. 5 omの横色スコリア、

径 0.1-0.3 omの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/4褐色土 1よりやや暗い色調。締まり小、粘性なし。径0.1-O. 20mの

権色スコリア、径0.1-O. 5 omの暗灰色スコリアを少量含む。

96号ニt坑
1. 10YR5/3にぶい黄褐色土締まり小、粘性中。径0.1-O. 20mの権色スコリア、

径 0.1-O. 5 omの暗灰色スコリア、 Yしりの小ブロッウを少量含む。

2. 10YR5/3にぷい黄褐色土 1よりやや暗い色調。締まり小、粘性なし。筏0.1-0.2酬の

控色スコリア、径0.1-O. 50mの暗灰色スコリア、 YL輔の小ブロッヲを少量吉む。

3. 10YR5/3にぶい黄褐色土 2よりやや赤みのある色調。締まり小、粘性なし。径0.1-O. 20mの

権色スコリア、径0.1-0.5 omの暗灰色スコリア、 YL捕の小ブロッウを少量含む。
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98号土坑 I 

R~5から寸 ""1 ""1 
東へ81 寸千三=一
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伽
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98号土坑

1. 10YR5/4にぶい黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 2 cmの樺色スコリア、

径 0.1-O. 3 cmの暗灰色スコリア、 YLUの小ブ口ツヴを少量吉む。

2. 10YR4/3にぶい賞褐色土 締まり小、粘性なし。径 0.1-O. 2 cmの樺色スコワア、

径 0.1-O. 5 caの暗灰色スコリ 7、YLI日の小ブロックを少量含む。

99号土坑

1. 10YR5/3にぶい黄褐色土 2よりやや赤みのある色調。締まり小、粘性なし。

経口 1-0.2cmの植色スコリア、径 0.1-0.5 cmの暗灰色スコリア、 KGPの

パミスを少量含む。

2. 10YR4/3灰黄褐色土締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの檎色スコリア、

径 0.1-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

3. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 O.1 -O. 3 cmの権色スコリア、

径 0.1-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

4. IOYR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-0.3 cmの櫨色スコワア、

経 o.i ..... 0.5 cmの暗灰色スコリア、 YLMブロッウ、 YLLブロッウを少量含む。

100号

色

〉ぐ M かι
北へ2m
東へ3m

255. 10m _A_ 

YLM上司 fニ巴上

一-1， 1 jYLM下
YLM下1

A' 8 
田
町
一
円

A E 

てぱc、才3 ! 

101号土坑
勺/

凶ぶ
100号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり小、粘性なし。径 O.1 -0.2 cmの糧色スコリア、

径 0.1-O. 5 cmの暗灰色スコリア、 YLMのIJ、ブロッイ?を少量含む。

A A' 

102号土坑

f
ト
l
L
¥

259. 10m _A_ 

I~~ 
東へ3m

匂/

254.90mム

札陥上
J 

YLM下

A' 101号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土 締まり小、粘性なし。径 0.1-O. 5 cmの権色スコリア、

径 0.1-O. 5 Gmの暗灰色スコリア、判』の小ブロツヴ、 YLI聞の小ブロッウを少量含む。

A' 

102号土坑

1. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性中。 KGP0)パミス、径0.1-O. 3 cmの櫨色スコリアを少量含む。

2. 10YR5/3にぶい貫褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-0.3聞の櫨色スコザア、径 0.2-O. 5 Gmの

暗灰色スコリア、径 3._， 4 cmの YLUブロックを少量含む。

3. 10YR5/3にぶい黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 5 cmの鐙色スコリア、径 0.3-O. 5 Gmの

緒灰色スコリア、径 3__. 4 cmの YLMブロッヲを少量含む。

。 (1:40) 
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104号土坑 中戸17
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第W章縄文時代

-¥ 

A' 書
e喧、白、4昔

103号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの樟色スコリアを少量含む。

AN -ZNの腐食土がブロツウ状に混じる。

2. 10YR4/4褐色土締まり小、粘性中。径0.1-O. 3cmの檀色スコリア、

径0.3-O. 5酬の暗灰色スコリア、 YLUの小ブロッウを少量含む。

3. 10Y例外褐色土締まり小、粘性中。径0.3-O. 6 cmの権色スコリア、

径0.3-O. 5 cmの騎灰色スコリア、 YLMの小フロッウを少量含む。

4. 10YR4/4褐色土 3よりやや暗い色調である。締まりがなくポロボロとした土質、

粘性なし。径0.3-O. 6 cmの櫨色スコリア、径0.3-O. 5cmの暗灰色スコリア、

YLM、YLLの小ゴロッウを多量に含む。

105号土坑

A' 三、z..;__
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~ 1 IYLM下
礼M上c¥ _〆ー l

YLM下

104号土坑

1. 10YR5/41こぶし、黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-0.3cmの誼色スコリアを少量含む。

AN -ZN土と YLU膳土が混じる。

2. 7.5YR4/3褐色土締まり小、粘性中。径0.1-O. 3cmの櫨色スコリア、

径0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

105号土坑

1. 7.5YR4/3褐色土締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの樺色スコリア、

径0.3-0.5 cmの暗灰色スコリア、 YLUのブロッウを少量吉む。

2. 10YR4/3灰黄褐色土 1よりやや暗い色調である。締まり小、粘性中。径0.1-O. 3 cmの

援色スコリア、径3-4cmのYLUおよびYLMの小ブロッウを少量含む。

106号土坑

1. 10YR4/2灰黄褐色土締まり小、粘性なし。径0.3-O. 5 cmの櫨色スコリア、

筏 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

107号土坑

1. 10YR4/6褐色土 締まり小、粘性中。径0.1-O. 3cmの樫色スコリア、

径0.3-0.5cmの婿灰色スコリアを少量宮む。

2. 7.5YR4/6褐色土締まりなし、粘性なし。筏 0.1-O. 5酬の鐙色スコワア、

径 0.1-O. 5 cmの暗灰色スコリア、 YL輔のブロッウを少量吉む。
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108号土坑

257. 30mム A' 

108号士坑

1. 10YR4/6褐色土締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの

樟色スコリア、径0.1-O. 2 cmの暗灰色スコリアを少量宮む。

110号土坑 午主主〆

A A' 
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110号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土締まり小、粘性中。径0.1-0.3 cmの

権色スコリア、 YLUの小ブ口ッヲを少量含む。

111号土坑
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109号土坑

A 

師5から
北へ2m
東へ5m

ヲム

国|

A' d 
258.10間企

∞回
N

109号土坑

1. 10YR4/3にぶい黄褐色土締まり小、粘性なし。筏 0.3-O. 5 cmの櫨色スコリア、

径 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土締まり小、粘性中。径0.1-O. 3cmの櫨色スコリア、

径 0.1-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

3. 10YR4/2灰黄褐色土 2よりやや暗い色調をもっ。締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3cmの

檀色スコリア、径0.1-O. 5cmの暗灰色スコリアを少量含む巴

4. 10YR4/2灰黄褐色土 締まりなしボロポ口している、粘性なし。径 0.1-O. 3cmの

樟色スコリア、径 0.1-0.5 cmの暗灰色スコ 1)7、YL眠、 YLLのブロッヲを多量に含む。

113号土坑
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A' 

111号士坑

1. 7.5YR4/2灰褐色土 締まり小、粘性中。径0.2-O. 5 cmの櫨色スコリア、

径 0.2-0.5cmの暗灰色スコリア、 YLMのブロッウを多量に含む。

113号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土締まり小、粘性中。径0.2-O. 5 cmの樺色スコリア、

径0.2-O. 5cmの暗灰色スコリア、 YLUの小ブロッウを少量含む。
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ミ長
112号工:t:)l， -""¥ 11 (O[ 

R-6から
北へ拘
束へ7m

寸-
A' 

，/  ¥ 

112号土坑

1. 10YR3/2黒褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 2 cmの鐙色スコリア、

径 0.2cmの黒色粒を多量に吉む。

2. 10YR3/2黒褐色土 締まり中、粘性。小径 0.1-O. 2 cmの授色スコリア、

径 0.2cmの黒色粒を事孟に吉む。

3. 10YR4/3灰貴褐色土 締まり小、粘性中。毎日 2-O. 5の権色スコリア、

径 0.2-O. 5 Gmの暗灰色スコワア、 YLUの小ブロッウを少量含む。

4. 10YR4/6褐色土 締まり小、粘性なし。径 0.2，....O. 5の桜色スコリア、

径 0.2-O. 5 cmの暗灰色スコリア、 YLMの小ブロックを少量含む。
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i 1 9号土坑

1. 1O'IR4/2灰設褐色 締まり小、粘性中。 径 O.1 -0.2 cmの様色スコリア、

径 0.1....... O. 2 Cillの黒色粒、 KGPパミスを少量含む。

2. 10YR4/2灰黄褐色 締まり中、粘性小。怪 0.1-O. 2聞の樟色スコリア、

径 0.1，..... O. 2 cmの黒恒粒、炭化物を少量含む。

3. 10YR4/3にぷい黄褐色 締まり小、粘性中。径 O.1 ~ O. 5 cmの笹色スコリア、

径 O."1 ，..... O. 5 c陀暗灰色スコリアを少量吉む。

4. iOYR4/6褐色之 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 5 cmの控色スコリア、

径 0.1".._，. O. 5 GITIB音灰色λコリ7、YL院の小ブロッヴを少長官む。

4
5
3ぉ

120号土坑

1 イOYR4/2灰賞褐色 tf~!まり中、粕-t'i:Jj\。径 0.2 ，._， O. 5 cmの控色スコリア、

径 O.1 -0.2 cmの~:色桂、 YLU のブロツウを少量含む。

2. lOYR4/3 1こぶし、黄褐色土 締まザ小、粘性中。径 O."j ".._， O. 5 cmの撞色スコリア、

径 0.1...... O. 2 cm黒色粒礼りの小ブ口ッウを少丞含む。

3. 10YR5/4にぶい賀福色土 締まり 1]¥，粘性中。径 0.1--O. 5 cmの控色スコリア、

径 O.1 '" O. 2 cm黒色粒、 '(L却、 YLしのIJ生ブロッウを多量に吉む。

4. 10YR5/4にぶい黄褐色エ 締まり小、活性なし。 YL問、 YLLの小ブロックを多量に含む。

11斗苛

1. 10YR3/2呆褐色土 締まり中、粘性。小径 O.1 --0.2 cmの控色スコリア、

径 0.2Gmの黒色粒を多量に含む。

2. : OYR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性甲。径百"1，.._. O. 5の橿色7、コリア、

径 O.1 ~ O. 3 cmの暗灰色スコリア、 YLUの小ブロッウを少量含む。

3. IOYR4/6樗色土締まり小、治性なし。径 0.2.-...O. 5の極色スコリア、

径 O.2 ~. O. 5 cmの詩灰色スコリア、 YLMのlJ、ーづロッ?を少量含む。

，.，......， ，ム
i 10号コヱユ凡

1. 10YR3/2摂1{l色ヱ 締まり中、粘性。小径 0.1._ O. 2叩1の控色スコリア、

径 0.2聞の黒色粒、 YLUの小ブロシイ?を少量古;む。

2. lOYR4/2灰黄褐色土 絡まり小、粘性中。径 0.1-O. 5の柱色スコリア、

径 O.1 ~ O. 3 cmの陪灰色スコりア、 YLUの小フロックを少量含む。

1より YLのi>:が長い。

10YR4/6褐色土 締まり小、粘性な L，径 0.2-O. 5の燈色スコリア

i至。 2-0.5叩の暗灰色スコリア、 YLM(jコlJブロッヲを少量含む。 。 (1:40)1m 
区孟=田~哩J
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A' 

116号土坑

1. 10YR5/3にぶい黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-

0.5の樫色スコリア、径0.1-O. 5酬の暗灰色スコリア、

YLUの 5cm大のブ口ツウを少量含む。

2. 10YR4/3にぶい黄褐色土締まり小、粘性なし。 YLMの

小ブ口ッウを少量含む。

118号土坑 ムγ0川北へ9引

東へ2m
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117号土坑 '''''¥ 
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A

一
247. 30mム

A' 

117号土坑

1. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの権色スコリア、

径 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量青む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土 1よりやや明るい色調。締まり小、粘性中。径 0.1-O. 2 cmの

撞色スコリア、径 0.1-O. 2 cmの暗灰色スコリア、 YLUブロックを少量含む。

3. 2と同じ。

4. 10YR4/3灰貴褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの櫨色スコ ')7、YLMの

小ブロツヴを少量含む。

A' 

118号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの

鐙色スコリアを少量吉む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土締まり小、粘性中。径0.1-O. 5 cmの

撞色スコリア、径 0.1-O. 5 cmの暗灰色スコリア、 YLMの

小ブ口ッウを少量含む。

十J山
北へ7m
東へ5m

122号土坑

A A' 

A
一

伽n
，
 

A' 

121号土坑

1. 10YR4/2灰貴褐色土 締まり中、粘性小。径 0.2-O. 5 cmの撞色スコ ')7、

径 0.1-O. 2 cmの黒色粒、 YLMのブロッヴを少量含む。

2. 10YR4/6褐色土 締まりなし、粘性なし。 YL問、 YLLの小ブロッウを多量に含む。

122号土坑

1. 2.5Y4/2暗灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.3-O. 5 cmの櫨色スコリア、

径 0.1-O. 5 cm暗灰色スコリアを中量吉む。

2. 10YR4/6褐色土 締まりなし、粘性なし。 YL聞、 YLLの小ブロツヴを多量に含む。

。 (1:40) 1m 
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124号土坑

A' 

A 

A
一m
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nノ』
A' 

J-4から
北へ6m V 
東へ3m ，.，.- ¥ 

267.70mム A' 

123号土坑

1. 2.5Y4/2暗灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.3-O. 5 cmの樟色スコリア、

径0.1-O. 5 cm暗灰色スコリアを中量含む。

2. 10YR4/6褐色土 締まりなし、粘性なし。 YLMの小ブロッウを多量に吉む。

124号土坑

1. 2.5Y4/4オリ ブ褐色土締ま!-)11\~ 粘性中。径 0.1 -O. 2 cmの撞色スコリア、

径 0.1-O. 2 cm暗灰色スコリアを少量吉む。

125号土坑

同 bιγ北へ9m

十
A' A f ( C"I i '. A' 

A
一日

向
山マ，a

A凶f
p仇
u

q
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A' 266. 20mム A' 

¥一一

125号土坑

1. 10YR4/3灰髭褐色土 締まり小、粘性中。経口 1-O. 3 cmの控色スコリア、

経 0.1-O. 2 cmの陪灰色スコリアを少量含む。

2. IOYR4/3灰黄褐色土 1よりやや暗い色調ロ締まりなし、粘性なし。

YLLの小ブロッつを多量に含む。

126号土坑

1. IOYR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの撞色スコリア、

径 0.1-O. 2 crrの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/3灰黄褐色土 1よりやや暗い色調。締まりなし、粘性なし。

YLMの小ブロッヲを多量に含む。

8 A 山

門
世
間 127号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-0.3 cmの桂色スコリア、

径 0.1-0.2 cmの暗灰色スコリアを少愛吉む。

2. 10YR4/3氏賞褐色土 1よりやや日奮い色調。締ま '1小、粘性中。径 O.1......0.2cmの

碕灰色スコリアを少量含む。

3. 10YR4/3灰黄褐色土 1よりやや暗い色調。締まりなし、粘性なし。 YL師、

YLLの小プロッウを多量に吉む。

第 37図縄文時代土坑実測函 (25)
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一¥心" ~一 /YU下

128号土坑

1. 10YR5/3にぷい黄褐色土締まり小、粘性中。径 0，1-0， 3聞の櫨色スコリア、

径 0，1 ~- 0， 2 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

2， 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0，i -0， 3聞の撞色スコリア、

経 0，1 ~ 0， 2 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

3， 10YR4/3灰賞褐色土 2よりやや暗い色調。締まりなし、粘性なし。 YLLの

小ブロッヲを少量含む。

4， 10YR4/3灰黄褐色土締まりなし、粘性なし。 YLM、YLLの小フロッウを多量に吉む。

A 

130号土坑

" 10YR4/2暗灰黄褐色 締害 'J小、粘性中。径 0，1-0， 2 cmの櫨色スコリア、

筏 0，1-0， 2 cm暗灰色スコリアを少量含む。

2， )， 5YR4/4褐色土 YLMのブロツウを多く吉む。締まりなし、粘性なし。
A
一m
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131号土坑

1， 1 OYR4/2 B音灰黄褐色 締まり小、粘性中。径 0，1 ，_  0， 2 cmの糧色スコリア、

径0，1 -0， 2 cm暗灰色スコリ7を少量吉む。

YLM下

i29号土坑

r三ヶ山
--~~ 

判
由
凶

YLM 

129号土坑

1. 10YR4/2暗灰黄褐色 締まり小、粘性中。径 0，1-0，2聞の檀色スコリア、

径 0，1-0， 2 Gm晴灰色スコリア、I<GPパミスを少量吉む。

2， 10YR5/3にぶい黄褐色 締まり小、粘性中。径 0，1-0， 2酬の櫨色スコリア、

径 0，1-0，2Gm暗灰色スコリア、川-z刊のJ)、ブロッヲ、 YLUの小ブロッウを中量含む。

3， 10YR5/4にぷい黄褐色 締まり小、粘性中。径0，1-0， 2 Gmの櫨色スコリア、径 0，1-

。2cmB音灰色スコリア、 YLUの小ブロック、 YLlnの小ブロッウを少量吉む。

4， 10YR4/4褐色土 締まり小、粘性なし。 YLMの小フロッウを中量吉む。

。 (1:40) im 
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132臨 134号土坑

J-4由、ら i
iヒヘ7m寸ー
東へ3m

134号土坑 132号土坑

国|

267.4印mム

川町入
A A' 

A' 
2WI.30m一 一

平にどア;フー
~百戸時竺1t

133号土坑

i. 1DYI14/3 灰琵褐色土締ま ~J 小、粕佳中。 1~ 0.1 .... O. 3 Cf11の鐙色スコリ 7、

径 0.3..... ワ 5 叩の ~ti灰色スコ')アを世量含む。

L. 10YR4/2 灰詩棺包土純正 I~J i;;_ し、結危なし。 1~ O. "! ，...，_ O. 3 cmのiJt色スコリア、
倍。 3r-< O. 1) G刀の結灰色スコリア、 YLLのフ口ッ7を少量吉む。

3. 10YR4/2反黄褐色土 締まり IJ¥、粘性小。径日 1~ O. 3 cr.:の控色スコ~)ア、

径 0.3"""O. 5Gn1の時五日色スコ ιjア、 YLLのフロックを少量台む。

第四 縄文時代

第W章 縄 文 時代

ロ

A' 零
九
日
申
叫

132号コニ坑

WYR4/2 B昔灰黄褐色 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 2 Gmの撞色スコリア、

経0.1-O. 2 GmE音灰色λコリアを少量吉む。

2. 7.5YR4/4褐色土 YL聞のブ口ッウ。

3. 10YR4/2 a首灰黄褐色 締まりなし、粘性中。径 O.-1 ，._， O. 5 cm由経色スコリア、

怪 O.i -O. 5 Gm陪灰色スコリアを少量含む。

4. 7.5YR4/3褐色土 締まりなし、粘性中。 YL間、 YLLのブ口ツウを多量に吉む。

134号土坑

1. 10YR4/3灰主主褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3聞の櫨色スコリア、

径 0.3-O. 5聞の蹄灰色スコリアを少量含む。

L. -IOYR4/2灰資褐色土 締まり小、粘性なし。径 O.I .-.. O. 3叩の搭色スコリア、

径O.3 ~ O. 5 cmの陪灰色スコリア、礼Lのブロックを少量含む。

3. iOYR4/2灰首褐色土 続吉り小、粘性なし。 YLL、SC1の崩落土が多量に入る。

YUfU:: 

135号土坑

1. iuY以/4格1巴土 締まり州、治色中。桂 0.1......... O. 3 crrの桜色スコソア、

1~ O. 1 ".._，. O. 2 cmO)(石灰色スコリアを少量吉む。

2. WYRtV4褐色土 約まり小結性中。モ至。 1'、 0.5cmの援色スコリア、

径 O.1 "-' O. 5 cnW')暗灰色スコ '1アを:.1>霊童むG

3 !OYR4/。褐色土 締まり品、粕性な loYL目、 Yししの中ブロッ?を多量に含む。

む (140)1日l
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136号土坑

_A_ (f ~ ¥¥'x 

260.70mム A' 

136号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの撞色スコリア、

径0.3-O. 5 cm の暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/6褐色土締まり小、粘性なし。径 0.1-O. 3 cmの櫨色スコリア、

径0.1-O. 2 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

137阻 155号土坑
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138号土坑

1. 10Y応/3にぶい黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの横色スコリア、

径0.1-O. 2聞の靖灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR5/3 Iこぶい黄褐色土 1よりやや暗い色調。締まり小、粘性中。

径0.1-O. 3 cmの樟色スコリア、径 0.1-O. 2 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

A' 
137号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの撞色スコリア、

径0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

2 10YR4/2灰黄褐色土 締まりなし、粘性なし。径 0.1-O. 3 cmの撞色スコリア、

径 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリア、 YLLのブロッヲを少量含む。

3. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性小。筏 0.1-O. 3 cmの撞色スコリ7、

径0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリア、 YLLのブロッウを少量含む。

P2 

1. lOYR4/6褐色土 締まり小、粘性あり。 YLUのフロッヴと AN-ZN土が斑状に入る。

* P2については、137.155号土坑が埋没してから掘られたもので、円柱状の掘方を呈する。

底面に対して斜めに入る。性格は不明である。

155号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの様色スコリア、

径0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土締まりなし、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの樟色スコ 1)ア、

径0.1-O. 3 Gmの晴灰色スコリアを少量含む。

139号土坑

1. lOYR4/3灰賞褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの撞色スコリア、

径0.1-O. 3 cmの暗灰色スコ 1)7を少量吉む。

2. 10YR4/3灰黄褐色土 1よりやや暗い色調。 締まり小、粘性なし。

径百 3-O. 5 Gmの梧色スコリア、径0.3-O. 5酬の暗灰色スコリアを少量含む。

3. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性なし、ぼそぼそしている。径 0.3-O. 5 cmの

撞色スコ 1)7、径 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

140号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの趨色スコリア、

径 O.1 -O. 3 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

第 40図縄文時代土坑実現.1)図
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A' 
261.60m一一

A 

143号土坑

1. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 2 cmの樟色スコリア、

径 0.1-O. 2 cmの賠灰色スコリアを少量吉む。

2. 10YR4/2灰貴褐色士 締まり小、粘性小。径0.1-O. 2 cmの権色スコリア、

径O.1 -0.2 cmO)暗灰色スコリアを少量吉む。

3. 10YR4/2灰貴褐色土 締まりなし、粘性中。径 O.1 -0.3 cmの種色スコリア、

径 O.1 -O. 3 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

41号土坑

10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの桂色スコリア

径 O.1 ....... O. 3 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

142号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-0.3 cm の桂色スコリア

径0.1-O. 3 cmの暗灰色スコリアを少量古む

/(001 

北京日hA 

144号土坑
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145号土坑

1. 10YR3/2暴褐色土 締京り小、粘性小。怪 0.1-O. 2 cmの櫨色スコソア、

筏 0.1-O. 2 cmの陪灰色スコリアを少量含む。

2. 7.5YR4/4褐色土 締苦り小、粘性小。 YLL(j)小ブロッウを多く含む。

144号土坑

1. 10YR3/2黒褐色土 締まり小、粘性小。径 0.1-O. 2 cmの桜色スコリア、

径O.I -0.2 omの時灰色スコリアを少量含む。

白凶l X 
. 

/ぺγ/i

U ノ

A' 

146号式;坑
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146号土坑

1. 10YR3/2黒褐色土 締まり Ij¥，粘性小。径 0.1_.._， O. 2 cmの桜色スコリア

{至。 1-O. 20mの譜灰色スコリアを少量含むc
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147号土杭

1. 10YR4/3灰黄褐色土締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの櫨色スコリア、

径0.3-O. 5 cmの暗灰色ヌコリアを少量吉む。

2. 10YR4/3灰黄褐色土締まりなし、粘性中。 AN-ZNのブロック土、径 0.1-O. 3 cmの

櫨色スコリア、径 0.1-0.3 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

3. 10YR4/3灰黄褐色土 締まりなし、粘性中。径 0.2-O. 5 cmの櫨色スコリア、

径0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

4. 7.5YR5/4にぶい褐色土 締まりなし、粘性中。 YLM、YLLの小フロツヴを少量吉む。

259. 20m _A_ 
ft，' 

149号土坑

1. 10YR4/3灰賛褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-_ 0.3 cmの樟色スコリア、

径 O.3 ~ O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土 締まりなし、粘性中。径 0.1-O. 3聞の樺色スコリ 7、

径0.1...，_ O. 3 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

3. 10YR4/2灰黄褐色土 締まりなし、粘性なし。ボソポソの土。径 0.1-0.5酬の

櫨色スコリア、経 0.1--O. 5 cmの晴灰色スコリアを少量含む。

151 

L-4から
北へ6m
束へ7m

+-A 
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K 雲

259.50mム A' 

148号土坑

1. 10YR4/3灰貧褐色土 締まり小、粘性甲。径 0.1--O. 3 cmの樟色スコ')ア、

径0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリ 7を少量含む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土 締まりなし、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの植色スコリア、

径0.1-O. 3 G聞の轄灰色スコリアを少量含む。
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150号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土 締正り小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの積色スコリア、

筏 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。

-有一一一一一一一- YLlI 
札口二---" 一 理戸坦坦.L一一一

礼上一一- Ii ¥¥11 YLI上
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151号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1--0.3聞の櫨色スコリア、

径0.3.-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。
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152号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの

樟色スコリア、径 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量含む。

154号土坑

1. 10'lR4/2灰黄褐色土 締吉り小、粘性中。径 O.1 -0.3 cmの桂色スコリア、

径0.3-O. 5 '"の暗灰色スコリアを少量吉む。

2. 10YR4/3灰黄褐色土締まり山、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの控色スコリア、

径 0.3......O. 5聞の暗灰色スコリアを少長吉む。

3. 10YR4/3灰黄褐色土 締まりなし、粘性なし。ボロボ口の土。 YLMの

小ブロツ?を多量に含む。

A 

153号土坑

1. IOYR4/3灰賞褐色土 締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの柁色スコリア、

径 0.3......， O. 5 cmの暗灰色スコリア、'ILMのブ口ッウを少量含む。

2. 10YR4/3灰賞褐色土締ま引なし、粘性なし。ボロボに!の土、 YL問、

YLLの小プ口ツクを多量に含む。
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川町一-'

260. 30m _A_ 

A' 

Hi7号コ::iJ:

1. 10YR~-!3 氏詩格色土 締まり小、粘性中。径 0.1----O. 3 G刊のt_q色スコ，)ア、
経司 3~ O. 5 CIi1の時灰色スコリアを1;-愛吉む。

2. 1011¥4/2灰詑掲色土 料ま 1)点、粘性T，J:し。ィ至。 3......O. 5 cmの誼色スコリア、

径 0.:3..... O. 5 cmの時灰色スコリアを少量吉む。

156号土坑

iOYR4/3灰費褐色土 締まザ l'、粕性中。を O.~ ".__ O. 3 c引の控色スコリア、

径 0.3，..._， O. 5 Cfilの E~灰色スコリアを少量吉む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土 鴻まりなし、粘性中。径 0.1-0..3 cm1)柱色スコリア、

径 O.1 .-.. 0.3 cmの陪灰色スコリマを少霊;合む。

3. 1日YR4/2灰黄褐色土持まりなし、粘性なし ν ポソボγの土。径 0.1，..._， O. 5 C!Hの

i霊色ヌコリア、径 0.1...._. O. 5 cmの碕灰色スコ')アを」、豊富む。
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159号

L-5から A
東へ8m

十

A' 

158号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径0，1-0， 3 cmの権色スコリア、

径0，3-0， 5 cmの暗灰色スコリア、 YLUの小ブロッウを少量含む。

2， 10YR4/4褐色土 締まりなし、粘性なし。 YLMの小ブロックを多量に含む。

159号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性甲。径 0，1-0， 3 cmの櫨色スコリア、

径 0，3-0， 5 Gmの暗灰色スコリア、 YLUの小ブロッウを合量含む。

2， 10YR4/2灰貴褐色土 締まりなし、粘性なし。ボ口ポロの土。 YLMの

小ブ口ッウを多量に含む。

/
K一抗。

A
一

伽η
〆』

A' 

161 

L -5から
~tへ3m

260， 80m _A_， A' 

160号土坑

1. 10YR4/3灰黄褐色土 締まり小、粘性中。径 0，1-0， 3 cmの檀色スコリア、

径0，3，_ 0， 5 cmの暗灰色スコリア、 YLUの小ブロッウを少量含む。

2， 10YR4/2灰黄褐色土 締まりなし、粘性なし。ポ口ボ口の土。 YLI聞の

小ブロツウを多量に吉む。

161号土坑

1. 10YR4/2灰黄褐色土 締まりなし、粘性なし。ボロボロの土。

YLLの小ブロッウを多量に含む。
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第 44図縄文時代土坑翼j則図

162号土坑

1. 10YR4/1褐灰色土締まり小、粘性小。 AN- Z~ の小ブロッウを吉む。

2. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性あり。 Yしりの小ブ口ッウを多量に含む。

3. 10YR4/1褐灰色土 締まり小、粘性中。徒 0.1-0.3聞の櫨色スコリア、

径 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリアを少量吉む。
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163号土坑

十 a メ~北へ7m
東へ2m

( (;:) ¥ A' 

斗7-m

ム l

北へ軸

A' 
A' 

A 

A' 

261.00mーー

A 

A 

260.80m一一

262. 30m一一

164号土坑

1. 10YR4/3灰賞褐色土締まり小、粘性中。径0.1-0.3酬の樺色スコリア、

径 0.3-O. 5 cmの暗灰色スコリア、 YLMの小ブロッウを少量含む。

165号土坑

1. 10YR4/2灰黄褐色土締まり小、粘性中。 YLU土が主体で、わずかに

AN-ZN土が混じる。

2. YLLのブロッウ。

3. 10YR4/2灰黄褐色土締まり小、粘性なし。 YLM土が主体で、わずかに

YLU土が混じる。

4. 10YR4/3灰黄褐色土締まり小、粘性なし。 YLM土が主体で積色スコリア、

暗灰色スコリアの量が3より多い。

5. YLM下のブ口ッウ。

6. 10YR4/2灰黄褐色土締まりなし、粘性なし。 YL嗣土が主体で、わずかに

YLU土が混じる。

163号土坑

1. 10YR4/2灰黄褐色土締まりなし、粘性なし。ボロポロの土。

YLMの小ブロッウを多量に含む。

2. 10YR4/3にぷい黄褐色士締まり小、粘性中。筏0.1-0.3cmの樺色スコワア、

径0.3-0.5cmの暗灰色スコリアを少量含む。

3. 10YR4/3灰黄褐色土締まり小、粘性中。径 0.1-O. 3 cmの櫨色スコリア、

径0.3-O. 5 cmの碕灰色スコリア、 YLU-YLMの小ブ口ッウを少量含む。

166号土坑 Il:l1 
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165号土坑

166号土坑

1. 10YR4/3灰賞褐色土締まり小、粘性なし。

YLMのブロッウ土を多く含む。

167号土坑

1. 10YR4/2灰黄褐色土 締まり小、粘性中。 YLU土が主体で、

わずかに AN-ZN土が混じる。
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168号土坑
十
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168号土坑

1. 10YR4/3灰貴褐色士締まり小、粘性中。径0.1-O. 3酬の

趨色スコ')ア、径 0.3M 0.5 cmの暗灰色λコリアを少量吉む。

2. 10YR4/3灰黄褐色土 締まりなし、粘性中。径 0.1-O. 5 Gmの

樟色スコリア、 YL町の小ブ口ッイ?を少量吉む。

3. 10YR4/3灰黄褐色土締まりなし、粘性なし。径 0.1._， O. 5 Gmの

i霊色スコリ 7、YLLの小ブロツウを少量吉む。

1号焼土遺構

十c一山
北へ加
東へ1m

A A' 

FBb 

1号焼土遺構

1. 7.5YR3/2黒褐色土締まり小、粘性あり。焼土ブロッウと

黒色土の混合。

2. 10YR3/1黒褐色土 締まり小、粘性あり。 AN層土に少量の

焼土、炭化物を含む。

3. 7.5YR3/4暗褐色土 締まり小、粘性なし。 KU屠土に微量の

焼土、炭化物を吉む。

ぶ
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&且!

259.80mム ニム 249，9伽ム A' 

主町下宜
U JU-

169号土坑

1. 10YR4/1褐色土締まり小、粕性中。

IIN._ Zl~ 土のブロツウを少量吉む。

E
D田
町
一
w
N

2←号ピット

1. 2.5γ4尼崎灰黄色土締まり小、粘性中。

径0.2cmの撞色スコリアを吉む。

2号焼土選檎 O'l¥ 

0-4か色、/
北へ2m i之、
東へ6m

! t.' 

回1 回|

AYE  
251. i伽ム

ぱ3
e、J

2号焼土遺構

1. IOYR3/1黒褐色土 締まり小、粘性あり。 AN層土に少量の焼土、炭化物を含む。

2. 5YR5/6明赤褐色土焼土締まり小、粘性あり。

3 炭化物フ、ロッウ。

4. 7.5YR3/4暗褐色土 締まり小、粘性なし。微量の焼土、炭化物を吉む。
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1号炭化物集中
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'ILU 
1号炭化物集中

1. 10YR4/2灰党褐色土 締まり小、粘性なし。炭化物粒を事盆に含む。
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表5-4 遺構計課Ij~豊(土坑①)

図面 遺構 検出 平面 主軸
番号 番号

グリッド
層位 形態 方位

新!日関係

13 2号 D-3 KU 円形 なし なし

13 3号 D-3 KU 長楕円形 北北東 なし

13 4号 E-3 FBb 楕円形 西北西 なし

13 5号 E-4 YL 円形 なし なし

13 6号 F-3 SC 1 長楕円形 西北西 なし

14 7弓 p-] YLM下 楕円形 北北京 なし

14 9号 N-3 ZN 楕円形 西北西 なし

14 10号 。-8 AN-ZN 楕円形 西北西 なし

14 11号 N-3 YLM上 楕円形 北北西 なし

15 12号 N-4 YlM上 円形 なし なし

2号ピットより新

15 13号 0-4 YLM_上 円形 なし 2号焼土遺構よ

り古

15 14号 N-3，0-3 AN-ZN 楕円形 西北西 なし

15 15号 間-3 YL訓上 楕円形 東西( なし

16 16号 0-3園4 YLM上 楕円形 東北東| なし

16 17号 0-4 YLM上 円形 なし 18号土坑より古

16 18号 0-4 YLU 円到達 なし 17号土坑よザ新

16 19号 0-4 YL同上 楕同育長 東北東 なし

16 20号 0-3 AN-ZN 円形 なし なし

17 21号 。-3 州 -Z院 楕円形 西北密 なし

17 22号 R-8 YL目下 長楕円形 北北東 なし

17 23号 R-8 YLl 円形 なし なし

17 24号 日7 YLL 楕円形 東西 なし

17 25号 P-8 YLl 長楕円形 西北函 なし

18 26号 。-5 AN-Z羽 円形 なし なし

18 27号 P-4 YLMJヒ長楕円形 東北果 なし

28号 P-4 AN-ZN 円形 なし なし

18 29号 P-4 AN~ZN 円形 7;J.し なし

18 30号 P-4 AN~Z制 楕円形 西北西 なし

19 31号 P-4 YlM上 長楕円形 東北泉 なし

19 32号 P-4 YLM上 円形 なし なし

19 33号 P-4 YLM上 長楕円形 東北県 なし

19 34号 P-8 YLL 円形 なし なし

20 35号 Q-5 YLM上 楕円形 東北東 なし

20 36号 Q-5 YL開上 靖円形 東北東 なし

20 37号 Q-4 AN-ZN 円形 なし なし

20 38号 。-4 YL闘よ 長楕円形 東北東 なし

20 39号 M-3.4 YLMよ 楕円形 北北東 なし

21 40号 制-4 YLM上 円形 なし なし

21 引等 制4 YL札ヒ 円形 なし なし

最大畏最大幅
(m) I (m) 

上

0.81 0.73 

1. 28 0.70 

0.84 0.69 

1. 65 1. 48 

1. 07 0.55 

0.94 0.73 

(1.02) 。70

0.88 0.63 

0.77 0.54 

0.76 0.66 

1.13 0.98 

(0.89) 0.77 

0.96 0.68 

1. 30 0.90 

(0.42) 1 08 

1. 03 0.91 

1. 05 0.85 

0.70 (0 66) 

(1. 12) (1. 07) 

1. 39 0.71 

0.93 0.85 

1. 08 0.78 

0.93 0.53 

(0 77) 1. 38 

1. 28 0.78 

0.63 (0.65) 

(0 74) 0.65 

(1. 13) 0.82 

1. 13 0.68 

1. 04 1. 00 

1. 06 0.65 

0.85 0.80 

1.77 1.20 

0.95 0.72 

0.88 (0.82) 

1.17 0.65 

0.67 0.55 

0.76 0.72 

0.91 。78

最大長最大幅
最大深(m) I (m) 

(m) 
P1後 深さ P2f歪 深さ P3i!E j奈さ P4径 ;呆さ P5径 、;;回示d P6径 深さ P7径 i粟さ

下

0.61 0.51 0.39 

1. 21 0.58 0.29 

0.51 0.44 1.20 

日70 0.48 1. 24 

0.89 o 44 む8，1 O.15xO.14 0.25 0.20 x O. 14 0.28 O. 18xO 14 0.24 

0.64 0.58 0.30 

0.28 自 25 L 87 O.18xO.17 0.16 

。78 0.49 0.34 

0.59 0.42 0.20 

0.29 0.28 0.60 O. 08xO. 08 0.15 

0.80 0.43 0.52 

0.35 0.3臼 1. 08 0.09 x O. 07 。15

。75 0.43 0.40 

1.15 0.75 0.40 0.20xO.17 0.36 0.20 x O. 17 0.38 

0.68 0.24 0.39 

0.41 0.40 1. 05 0.08 x 0.07 0.14 

0.94 0.69 0.33 

0.41 0.27 0.70 0.08)( 0.07 0.08 

0.68 0.51 1.0日 0.08xO.06 0.15 

1. 28 0.60 0.28 。13x 0.13 0.08 0.16xO.15 0.10 0.15xO.14 0.10 O. 16xO 13 0.12 

0.80 0.72 0.32 

1. 00 0.65 0.19 

0.80 0.45 0.29 

(0.48) 0.59 0.90 

1. 08 0.59 0.25 018x018 0.27 O.20xO.18 0.33 O.17xO.17 0.35 

0.34 0.26 0.94 o 12xO.08 0.10 

0.41 0.35 0.73 O.11xO.09 0.08 0.10 x 0.08 0.06 

0.85 0.58 0.60 O. 17 x O. 15 0.22 

0.91 0.49 0.36 0.13xO.13 。12 0.11 xO. 11 10.15 O. 13 x 0.09 0.16 0.13xO.10 0.14 0.09xO.09 0.16 0.28 x O. 23 0.23 

0.54 0.43 1.15 0.10 x 0.07 。15

0.55 0.35 0.58 0.08 x 0.07 0.1丘 0.07 x 0.07 0.12 0.07 x 0.07 0.12 0.07 x 0.05 0.06 0.07 x 0.06 0.14 

0.75 0.70 0.29 

0.80 0.70 1. 00 0.11 xO. 10 。17 0.10 x 0.07 0.16 O. 12xO. 11 0.2 0.15xO.14 0.16 0.07 x 0.07 0.10 

0.65 0.48 0.77 O. 12xO. 10 0.17 0.16xO.15 0.25 

0.50 0.31 0.70 O. 10xO 09 0.11 0.10 x 0.07 0.10 

0.88 0.48 0.47 O. 08xO. 07 0.09 O. 09xO. 06 0.09 0.08 x O. 07 0.09 0.09 x O. 08 0.13 

0.50 0.46 0.25 0.13xO.13 。17 0.17 x 0.14 O. 18 0.21 xO.14 0.16 0.11 xO. 07 0.08 O. 16xO. 13 0.13 

0.48 0.43 1. 01 0.16xO.13 0.23 

0.45 0.40 1.10 

一 一 九一
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(m) 下 (m) 最f宍n)深 P1径 深さ 但径 深さ P3径 深さ P4径 深さ P5径 深さ P6径 深さ P7径 深さ

0~LO.18XO.13 10271 O.15xO.13 10.231 

0.32 1 (0.17) 1 0.71 1 O. 10xO. 08 10.21 

(0.30) 1 0.32 1 0.78 1 o. 15 x 0.05 10.20 

1 0.75 1 (0約 |0431013×(omD34

0.49 1 (0.25) 1 0.43 1 O. 11 x (0.05) 10. 12 

1.02 1 (0.56) 1 0.34 10 12xO.09 10.321(0.15)x(0 13)10.40 

1 0.45 1 0.32 1 0.47 1 0仇 0.07 10.081 0仇 0.06 10.121 0.09xO.07 10.071 0.07xO.06 10.10 

0.55 1 0.48 1 0.40 1 

0.42 1 0.35 1 1.78 I 0 09 x 0 08 10.201 

0.71 1 0.38 1 0.25 1 0 12 x 0 12 10 10 1 O. 10 x 0.09 10 11 1 O. 13 x o. 12 10 171 o. 13 x o. 12 10. 12 

O _22_ J~014 10151 o 17xO.13 10131 

(0 45) 1庁012「91| 038012X(010)008013×0130判
tJ. L- 1 0 73 1 (0 65) 1 0 38 0.35 0.45 1 ~8_x O~ 日司 l 

IAN-~zNr .r~i9~liffi~t:~I-ln 1-1.041 (078) 10.8110.5510.681 008x00710.141 006x00610121 007"00610121 0.08xO.061013 
。ω(0.15) 1 0.63 1 0.07 x (0問。州 l

0.6010.4210.801 0.13x011 10101 0.15xO.13 10.111 0.13xO.12 10231 014x014 1025 

0.64 1 0.45 1 1.38 1 0.10xO 10 10.111 0.09xO.06 10121 0.10xO.06 10.091 0.14xO.13 10.141 0.13xO.09 1013 

一一|舗 l
l 10.661 0.451 O.661012XOllI0.131011XO.~10.1~ 

o.78ro-:t35 1-0.69 -0 47xO，_45 lo~l 0 15x~ 12J~1~ 日司 「
0.90 1 0.57 1 0.14 1 0.11xO.03 10.161 0.13xO.13 10.181 0.33xO.25 10.141 0.13xO.12 10.08 

1.1510.6610.501 0.13xO.13 10221 0.09)(0.08 10.10 

0.98 1 0.45 1 1閃 0.21xO.17 10251 0.17xO.14 10.271 0.15xO.12 10.24 

0.51 1 0.50 I 0.54 1 0 17xO 14 10.101 0.12xO.11 22 

0.651 0.481 1.321 0 06xO 0610131 0 08xO 0710 101 0.08XO.0710ω 

0.92 1 0.72 1 0.70 1 0 08xO 07 10181 0.12xO.11 10.181 0.09xOω0.12 

0.8510.85 I 0.72 1 0.09xO.08 10.071 0.19xO.08 10.151 0.10xO.09 10.21 

ト70)ω50)1 0.93 1 0.06XO.0610 151 0.07XO.0610 11 

(048) I (030) 1 0.75 I 0.15xO.l0 10_Q9_j _ _j 
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表5-4 遺構計測表(土坑③)
一一

lilI菌 遺構 検出 平面 主軸
番号 番号

グリッド
層積一 形態 方位

新18関係

25 74号 N-5 YL陣上 楕円形 不明
59目61目69号土

坑より古

27 75号 0-5 Yl制上 楕円形 北北西 なし

27 76号 。-5 YLM上 円形 なし なし

27 77号 0-5 Aí~'~ZN 円形 なし なし
f一一2一8一-78号 。-6 戸\N~ZN 円形 なし なし

28 79号 日-4 AN-Z自 円形 プ'Jし 7;]:.し

28 80号 日A A羽-ZN 楕円形 泉北京 なし

28 81号 Q-4， R-4 蝋~ZN 楕円形 不明 なし

29 82号 百一3，4 馴-zw 円f怯 なし なし

28 83号 Q-4 YL同上 円形 なし なし

29 84号 日-4 YLM上 楕円形 ~Ut泉 なし

29 85号 R-4 YlM上 円形 なし なし

29 86号 M-5 KGP 楕円形 不明 なし

30 87号 臨5 AN~Z~ 楕円形 不明 なし

I 30 88号 間4 YU!上 円形 なし なし

i 30 89号 N-5 YL同上 楕円形 北北呆 なし

30 90号 N-5 YL陥上 円形 なし なし

30 91号 M-5 YLMJ: 楕円形 北北県 なし

30 92号 耐-5 YlM上 長靖円形 北北京 なし

31 93号 N-5 Yl.M上 長楕円形 北北東 なし

31 94号 臨-5 YL臨よ 円形 なし なし

31 95号 。-5 YLM上 円形 なし なし

I 31 96号 。5回6 YLM上 円形 なし なし

31 97号 Q-5， R-5 Yl岡上 楕円形 東北呆 なし

32 98号 R-5 YLMよ 円形 なし なし

32 99号 R-6 AN~aJ 長楕円形 南北 なし

32 100号 日-6 YLM上 円形 なし なし

I 32 101号 0-6 YlM上 楕円形 商北西 なし

32 102号 L-5 KGP p:j形 なし なし

33 103号 L -5臨5AN~ZN 楕円形 東北東
104.109号土坑

より新

109号土坑より

33 104号 ~11-5 Yl同上 円形 なし 新 103号土坑

より宙

33 105号 同一5 YLM上 楕円形 東北東 なし

33 106号 日5 YlMよ 楕円形 泉北京 なし

33 107号 M-5 YL誌上 楕円形 北北京 なし

34 108号 同5 YlM上 円形 なし なし

34 109号 間-5 AN-ZN 円形 なし
103.104号土坑

より古
年 謂

最大長最大幅 最大長最大幅
最大深(m) I (m) (m) I (m) 

(m) 
Pll圭 ;粟さ P2径 j栗さ P3径 深さ P4径 深さ P5i;呈 深さ P6径 深さ P7径 深さ

上 下

(1. 60) (103) (103) (0.73) 0.79 O. 13xO. 12 0.13 O.13xO.1O 0.17 

1.10 0.88 0.66 0.49 0.78 0.06 x 0 06 0.10 O. 09xO. 07 。14

I.14 1.11 0.80 0.80 0.74 0.11 xO. 10 0.21 013xO.13 o. -;3 

0.95 (0 50) 0.64 (0.35) 0.81 。10x 0.08 0.33 

0.85 (0 53) 1 0 50 (0 35) 0.64 0.08 x O. 06 0.07 0.08 xO. 05 0.11 0.06 x 0.05 0.12 

105 (0.58) 0.49 (0 38) 0.85 O. 18x (0.15) 0.34 

0.60 (0.43) (0.30) 0.28 0.66 O. 12xO. 11 0.22 

0.70 (0.47) む40 (0.18) 0.70 0.08 x (0 03) 0.13 

(1.22) (1.15) 0.41 0.29 2.20 

0.93 0.84 0.60 0.45 0.53 O. 11 x 0.08 o 10 0.07 x 0.06 0.09 0.07 x 0.06 0.10 0.11xO.11 10.12 

1.10 0.87 0.60 0.44 1.47 0.08 x 0.07 0.10 0.07 x 0.07 O. 11 O. 08xO. 08 。10

0.75 0.69 0.45 0.42 。75 O. 08xO. 08 0.12 0.08><0.06 。14

(0.84) (0.35) 0.34 (0 25) 1.33 (0.06) xO. 11 0.10 

1.15 (0 46) 0.58 (0.29) 0.87 0.10 x (O.Oi) 0.12 。10xO.10 0.15 

0.86 0.72 0.65 0.50 0.35 。1OxO.1O0.19 0.08 x 0.08 0.14 

0.69 0.52 0.3自 (0.28) 0.48 0.09 xO. 08 。10(0. 15) x (0. 23) 0.40 

0.65 0.58 0.52 0.51 0.15 0.08 x O. 05 日12 0.06 x 0.06 0.07 0.07 x 0.06 0.13 

0.60 0.46 0.50 0.35 0.18 0.09 x 0.06 。12 O. 09xO. 09 。16 0.08><0.06 0.14 0.07 x O. 07 0.12 

0.60 0.80 0.45 0.33 o 11 x (0.10) 0.23 0.10 x 0.08 。17 0.10xO.09 0.22 

1. 05 0.67 0.90 0.55 0.28 0.13 xO. 11 。23 0.10xO.10 0.20 0.10)(0.09 0.18 O. 08xO. 08 0.15 O. 09xO. 09 0.16 

0.73 0.65 0.59 0.49 0.40 0.09 xO. 08 0.13 。lOxO.07 0.14 0.13 xO. 11 0.14 

1.23 1.11 。79 0.55 0.70 

0.98 0.95 0.55 0.49 0.93 0.13 xO. 11 。14 O. 14xO. 12 。13

1. 03 0.76 0.80 0.52 0.32 0.09 x 0.09 0.14 

0.94 0.94 0.50 0.45 0.89 0.10 x 0.09 。16 0.10 x 0.07 。11

(1.30) 0.80 0.75 0.49 43 

0.64 0.56 0.48 0.35 0.37 0.07 )(0. 06 0.11 0.07)( 0.06 0.15 

1.25 0.86 1. 00 0.69 0.50 0.09 x O. 09 0.08 0.10 x 0.08 0.11 O. 08xO. 07 。15 0.07 x 0 06 。17

0.85 (0 75) 0.30 0.25 1. 16 0.06 x 0.05 0.13 

1.50 (1. 15) 0.50 0.33 1. 82 0.10 x 0.07 。15 10xO. "10 0.16 

0.80 (0 55) 0.39 (0 36) 0.72 o 07 x O. 07 。10 0.07 x 0.06 0.20 

1. 07 0.83 0.70 0.45 0.84 0.07 x O. 07 。12 0.07 x 0.06 0.20 

0.48 0.35 0.32 0.20 0.20 

1. 08 0.81 0.50 0.28 0.55 

077 0.73 0.52 0.50 0.35 0.12xO.09 0.15 。10xO.09 0.18 

(1.60) 1. 36 0.50 0.42 1.27 。13xO. 13 0.17 

盟屯 一点
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図面

番号

40 

40 

40 

40 

40 

41 

41 

41 

41 

41 

j 41 

42 

42 

42 

42 

43 

43 

43 

40 

41 

41 

I 44 
44 

44 

44 

44 

45 

45 

45 

45 

45 

46 

46 

遺構
番号

136号

137号

138号

139号

140号

141号

142号

143号

144号

145号

146号

147号

148号

149号

150号

151号

152号

153号

154号

155号

156号

157号

158号

159号

160号

161号

162号

163号

164号

165号

166号

167号

168号

169号

グリッド

L-4 

L-4 

L-5 

K-5 

1(-5 

L -5 

L -5 

1(-5 

H 司自
J-5 

J-5 

L-5 

L-5 

L-5 

L-4 

L-4 

L-4 

L -5 

J-6 

L-4 

l-5 

l-5 

H 

K-5，H 

H 

J-5'6 

H 

J-6 

H 

l-5'6 

K時

H 

L-4 

H 

検出 平面

層位 形態

YLM上 円形

YL聞上 長構内形

YLM上 円形

AN-ZN 円形

AN-ZN 長楕円形

AI~-ZN 円形

AN-ZN 円形

AN-ZN 円形

AN-ZN 円形

YlM上 円形

YL師上 楕円形

YLU 円形

YLU 円形

YLU 楕円形

YLU 円形

YLU 長楕円形

YLU 円形

YLM上 橋円形

A~I-ZN 楕円形

YL臨上 楕円形

YlU 円形

YlM上 楕円形

Yl同上 4青円形

Yl同上 円形

YLM上 円形

、札制上 円形

州~ZN 円形

AN-ZN 円形

YL聞よ 円形

YlM上 円形

YlM上 橋円形

Yl同上 円形

YLU 円形

YlU 円形

主軸
最大長最大幅

新旧関係 (m) I (m) 
方位

上

なし なし 0.81 0.77 

東北東
155号ヰ坑より

1.37 0.90 
走者

なし なし 1. 03 0.90 

なし なし 0.83 (0 65) 

西北西 なし (0.50) 0.48 

なし なし 0.64 (0.39) 

なし なし (0 50) 0.50 

なし なし 0.79 (0.60) 

なし なし 1. 00 (0.58) 

なし なし 0.82 0.15 

東北東 百:し (1. 09) (0.83) 

なし なし 0.83 0.80 

なし なし 0.78 0.69 

黒北東 なし 1. 02 0.85 

なし
151号土坑より

0.81 0.73 
新

東北東
150号土坑より

1.12 0.74 
古

なし なし 0.77 0.66 

東北東 なし 0.93 0.75 

北北西 なし 0.95 0.70 

不明
137号土坑より (0 65) 0.70 
古

なし なし 1. 00 0.85 

西北西 なし 1. 02 。71

東北東 なし 0.90 0.69 

なし なし 0.72 0.65 

なし
167号土坑より

0.75 0.67 
新

なし なし 0.74 0.66 

なし なし 。79 0.73 

なし なし 1.10 1.12 

なし なし 0.78 0.65 

なし
167号土坑より

0.70 0.70 
主弁

北北西 なし 0.96 (0.70) 

なし
160.165号土坑

0.95 0.94 
より古

なし なし 0.98 0.83 

なし なし 0.48 0.43 

最丈長最大幅
最大深(m) I (銅) Pl径 深さ P2径 深さ P3径 深さ P4径 }明，~ふC P5径 J明宋~ラ- P6径 i軍さ P7径 深さ
加)

下

0.55 0.50 0.43 o. 16xO. 15 0.28 

0.67 0.39 1. 07 0.18 xO. 17 0.18 

0.74 0.60 0.49 010xO.07 0.19 0.13xO.12 0.17 O. 13xO. 13 0.16 

0.40 0.30 0.80 0.08 x 0.08 0.08 O. 08xO. 06 0.10 

(0.32) 0.21 0.48 0.08 xO. 06 0.15 

0.23 (0.17) 0.56 

0.20 (0.20) 0.68 0.08 x 0 08 0.25 

0.64 (0 45) 0.43 o 35 x (0.37) 0.60 

0.68 (0 31) 0.51 0.IOxO.09 0.15 0.08 x o. 07 0.15 

0.50 0.50 0.26 O. 16xO. 14 0.18 

1. 00 0.72 0.36 O.14xO.13 0.28 。16xO.15 0.19 

0.59 0.49 0.66 0.09 x O. 09 0.15 

0.32 0.32 0.57 0.08 x o. 07 0.14 0.06 x O. 06 0.12 

0.62 0.35 。78 O. 08xO. 07 。15 O. 08xO. 07 0.14 

0.70 0.60 0.39 0.10xO.08 0.12 o. 08xO. 08 0.14 O. 08xO. 08 む10 0.10xO.09 0.13 

0.94 0.65 0.30 0.08 x O. 07 0.15 0.08 x O. 07 0.14 0.09 x O. 08 0.15 0.09 x 0.09 0.15 

0.63 0.55 0.25 0.09 x O. 07 0.15 

0.50 0.40 0.91 O. 12xO. 11 0.11 o 12xO.08 0.13 

0.28 0.22 1.15 0.07 x 0.06 0.12 

(0.49) 0.45 0.42 

0.48 0.31 0.77 0.08 xO. 07 0.18 

0.40 0.28 0.67 O. 08xO. 06 。自由 0.07 x 0.05 0.12 

0.62 0.53 0.43 O.IOxQ.09 0.17 0.09xO.09 0.17 

自42 0.41 0.30 O.13xO.IO 0.25 

0.49 0.41 0.29 O. lOxO. 09 0.18 

0.49 0.39 0.35 O.10xO.l0 。13

0.42 0.38 1. 00 0.10 x 0.08 0.13 

0.45 0.40 0.90 0.16 xO. 14 0.36 

0.41 0.35 0.47 0.07 x o. 07 0.13 臼07x O. 06 0.11 

0.35 0.30 0.55 0.08 x 0.08 0.18 0.08 x 0.08 O. 16 

0.69 (0.58) 0.22 O. 08xO. 08 0.15 O.12xO.08 0.15 0.10 x 0.08 0.17 

0.67 0.62 0.40 O. 10 x 0.07 0.2 0.10xO自9 0.15 o. 10)( O. 10 0.17 

0.51 0.30 0.89 O. 08xO. 05 。11 0.09 x 0.07 。12

0.25 0.20 0.20 O. 08xO. 08 0.15 
調
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第3節土器

本遺跡で出土した縄文土器を一括して報告する。出土した土器は、破片数で 417点である。ただしこ

れは接合するものや、明らかに同一個体と認定できるものも、それぞ、れ総破片数を数え上げた数字であっ

て、個体数ではない。

土器は縄文時代前期~後期と考えられるものが出土した。このうち 73点を報告する。小破片が多く、

かっ個体数認定の困難な資料もあることから、個体数は算出していない。紋様のあるもの、口縁部、底

部については可能な限り図を作成して掲載した。分類は以下のとおりである。なお、個々の土器の詳細

については表6の観察表を参照のこと。また、土器の分布状況についてはドットマップを作成した(第

48'""-50図)。

第 I群 前 期(第 51図 1'""-第 53図58)

1類後葉の土器 a種沈線紋を主とするもの

b種浮線紋を主とするもの

c種浅鉢形土器

2類終末期の土器

3類縄紋施紋のみの土器

4類無紋の底部

第E群 中 期 (第 54図 59'""-65) 

1類曽利 I式に属するもの

2類曽利E式に属するもの

3類後葉の壷形土器、注口土器ないし鍔付土器の可能性のあるもの

第E群後期(第 54閣 66'""-73) 

1類初頭の土器

2類中葉の土器

3類底部

第 I群前期(第 51図 1'""-第 53図58)

1類後葉の土器(1 '""-18) 

浮線紋、平行沈線紋を有する諸磯b式を本類として分類した。第 51図 1'""-7は沈線紋を主とする a

種である。口縁部が残存している破片は全て波状口縁となり、内湾するものもある。 1はLRの縄紋が

施されている。 18は一応 a種にしたが、「く」の宇状に屈曲する器形を呈し、浅鉢の可能性がある。器

壁は薄く、他の a種の破片とは明らかに顔付きが異なっている。

b種は浮線紋を有するもので、第 51図8'""-16が該当する。このうち 8'""-10と、 11'""-16は、胎土・

施文の状況からそれぞれ同一個体である可能性が高い。出土した資料は全て胴部の破片であり、口縁部

は存在しない。断片的な資料であるため器体の形状は不明である。浮線紋上に矢羽根状の刻みを施すも

のが多い。地紋の縄紋は、判明するものに関しては全てRLである。

c種は浅鉢形土器である。口縁部が強く内屈し、その部分が文様帯となり、木葉状紋を施す。

2類終末期の土器 (19・20)

19・20は同一個体である。何れも十三菩提式特有の渦巻状等のモチーフを描く。

3類縄紋施紋のみの土器(第 52図21'""-第 53図57)

- 69 -
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ここで3類として分類したものは、縄紋(撚糸紋?も含む)を施紋しただけであるが、第 53図48の

ように、貼付けをもつものもある。ほとんどが単節RLないしはLRの斜縄紋を施す。少数であるが、

縄端結束の見られるもの(第 52図33、43?、 44)があり、羽状縄紋が見られるものもある。また、 1

片ずつだ、が、無節縄紋(第 53図 57) と、 0段の条の組紐による撚糸紋と思われるもの (56)がある。

口縁部の形態は、緩やかに外反するもの(第 52図21'""-' 27) と、内湾するもの(第 53図48、50、51)

がある。後者は器形の上で、明らかに諸磯b式に比定できるものである。 48の貼付けもそれを傍証する。

4類無紋の底部(第 53図 58)

一応本群に含めたが、前期以外の時期の可能性もある。

第 I群土器のまとめと編年的位置

第 I群土器は、土器出土量の極めて少ない本遺跡において、量的には主体をなすものである。現在の

土器研究に照らし合わせ、細別時期の比定を行ないたい。

第 1類の諸磯b式土器であるが、古い段階に特有の爪形紋を施す土器はない。また、新しい段階に見

られる集合沈線を施紋する土器も存在しない。細片が多いため、文様帯や全体のモチーフなど不明な点

が多いが、以下の点も勘案したい。①口縁の屈曲の強し、ものが多い。②木葉状紋を有する浅鉢が伴う。

③獣面把手は見られないが、それが形骸化した楕円形の貼付をもっ土器がある(第 53図 48)。

以上の点から、第 I群 1類及び3類の一部について、先行研究の細別業に対する比定を行なう。今村

啓爾氏の細別案(今村 1981)は、諸磯b式を(古) (中) (新)に分け、(中)を前半・後半に細分す

るものである。本遺跡の例は、明らかに(中)段階の後半に属する。神奈川県の土器を扱った松田光太

郎氏の案(松田 1999)は、古段階、中 1段階、中 2段階前半、中 2段階後半、新段階の 5期に細分す

る。本遺跡例は、中 2段階前半に比定出来ると思われる。山梨県の土器を扱った櫛原功一氏の案(櫛原

1999)は1'""-'6段階に細分する。本遺跡例はそのうちの 3段階に比定出来ると考えられる。ただし櫛

原編年では、古い要素である「平行沈線による鋸歯文をもっ土器もこの段階まで残る」とされているが、

本遺跡では見当たらない。最も新しい関根慎二氏の細分(関根 2008)は、古段階、中 1段階、中 2段階、

新段階の4期細分である。本遺跡例は、中 2段階だと考えられる。結論的には本遺跡の諾磯b式土器は、

時期的な同時性が強く、いずれの編年案においても、 3段階に分類する場合には中段階であり、中段階

でも中ごろ、ないしは中段階後半の古い時期であることが共通していると思われる(註1)。

次に第2類の十三菩提式土器について述べる。僅か2片のみであり、接合はしないが同一個体と判断

できるため、 1個体のみの出土ということになる。松田光太郎氏の 6期細分案(古 1、古2、中 1、中

2、新1、新2の段階に分ける) (松田 2002)の中 2段階に比定できる。関東系の土器である。

第3類として分類した土器は、縄紋のみが施される土器で、一部を除き帰属型式が不明である。型式

がわかるのは、強く内湾する口縁部の土器(第 53図48'""-' 51)である。何れも器形や顔付きの点から

諸磯b式であるのは明らかである。その他の土器については、残念ながら明確な比定は困難である。た

だし、多くの土器が胎土・焼成・顔付きの点で、 1類の諸磯b式土器と類似する。また、大半の土器が

裏面に丁寧なナデ調整を施すなど、いわゆる「粗製土器j 的ではない。以上の点から、 3類のほとんど

の土器は諸磯b式期と思われる。

なお、本遺跡からは北白川下層式土器は出土していない。

第E群 中 期(第 54図59'""-'65) 

1類 曽利 I式に属するもの (59・60・61・64)

僅か4片の出土であり、 59'""-'61は明らかに同一個体である。 64もその可能性が強い。そうであるな

らば、 1個体のみの出土ということになる。小警の胴部であると考えられ、隆帯上に半裁竹管の内側に

内
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よる押し引き紋を施す。

2類 曽手1]rr式に属するもの (62・63)

62 " 63は同一個体の可能性が強い。そうであるならば、 1個体のみの出土ということになる。 62は

口縁部を無紋にする小書である。頚部~胴部は、明らかに、粘土紐の貼付けより先に地紋の半裁竹管に

よる条線施紋を行なっている。また、貼付けた粘土紐の観察から、胴部の垂直方向の隆線を先に貼付け

た後、頚部の水平方向の蛇行隆線を貼付けている。

3類 後葉の壷静土器、注口土器、鍔付土器の可能性のあるもの (65)

非常に太い凹線、による渦巻紋を描くものである。凸部は隆帯の貼付けによると思われるが、極めて低

平である。断面の傾きは図とは異なる可能性もある。
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主事 E群土器のまとめと編年的位置

1類の土器の隆帯は、山形異理子氏の懸垂紋2類である(山形 1996)。近年、曽利 I式を 2細分す

るのが通例になっている(前掲山形論文、(今福 2005)、(櫛原 2008)など)。本遺跡の例は細片のため、

頚部文様を基準とする細分は不可能であるが、山形氏の細分で言えば、曽利古 2式に比定できる。従来

の編年ならば、曽利 1式の新しい段階である。新地平編年(小林他 2004)では 10a~ b期に相当しよう。

2類の 62は地紋の条線施紋を、隆線の貼付けに先立って行なっている。これは山形氏の、「施紋順序

BJであり、山形氏細分の曽利古3式に分類される。新地平編年の llc1期に相当するか。

3類は後葉でも新しい部分に帰属するであろう。

第直群後期(第 54図 66~ 73) 

1類初頭の土器 (66~ 67) 

2片出土しているが、胎士、器厚、顔付き等より明らかに別の個体であると認識できる。 66は器厚

がやや厚い土器で、区画の詳細については不明であるが、三角形を基調とするモチーフを有すると思わ

れる。棒状工具による列点状の刻みを区画内に充填する。 67は小片のため本類に含めて良いのか、や

や迷う点もある。同様に三角形状の区画になる可能性がある。

2類後葉の土器 (68~ 73) 

本類には、加曽利B式であることが明確なもの (69• 70) と、他の型式の可能性も存在するものに分

かれる。 69・70は典型的な算盤玉形土器であり、接合はしないが、同一個体であることは明らかである。

68は無紋の土器で、口縁から底部まで揃い、器形がわかるということでは注目すべき個体である。底

部に網代痕を残している。 72は磨消縄紋を有する土器で、小片のため明確な型式比定は難しい。 73は

底部の形状から本類に含めたが、 1類の可能性もある。

望書E群土器のまとめと編年的位置

1類のうち、 66は明確な称名寺E式である。モチーフ全体の構図が不明のため、やや明確さを欠くが、

石井 寛氏の細分(称名寺式全体を古⑩中・新に大別し、それぞれを 2段階に細別する。さらに古と中

の間に第 3 段階を入れ、結果として 7 段階に細分する。従来の称名寺 I 式は 1~5 段階、称名寺、E式は

6・7段階に比定される。) (石井 1992) によるならば、 6段階に比定されると思われる。称名寺E式

の古い段階である。 67は細片のため、比定困難だが、やはり称名寺耳式の可能性が高い。

2類は、確実に加曽手!JB式土器に比定できるものと、やや不確実なものが含まれている。まず算盤玉

形土器の 69-70である。算盤玉形土器は加曽手!JB2式から B3式にかけて一般的に存在する器形であり、

東京都大森貝塚の出土例でも有名である。問題となるのは、本遺跡の出土例がB2式かB3式かという

点である。本遺跡例で注意すべき点として、以下の点がある。①口縁の外反の程度が強いこと.70 

は、作成した図より外反の程度が更に日齢、可能性がある)、②最大径をもっくびれ部の直下に無紋部分

がある (69より)。この点を酪酌して論を進めたい。

秋田かな子氏は、「加曽手!JB2式中段階は、西部関東におけるソロパン玉形土器の成立を指標とする」

とされる。また、 B3式になると「崩れた感のあるものに変わってしまう J とする(秋田 2008)。秋

田氏の編年図では、くびれ部以下の紋様に、①水平方向の矢羽根状の沈線を持つものと、②斜方向ない

し横方向の直線的な沈線で矢羽根状とはならないものとの聞に線を引き、前者をB2式、後者を B3式

に分けている。また、添付された編年図では、口縁部の無紋部が幅広く、強く外反する小振りの土器(長

野県離山遺跡例)をB3式の古い段階に、わずかに外反気味となる(本遺跡例に比べて外反の程度は弱い)

千葉県西根遺跡例を、 B3式の中頃の段階としている。また、同様に新しい研究である菅谷通保氏の論

文(菅谷 2008) では、外反の程度が西根遺跡例より更に強い(本遺跡例に類似する)千葉県祇園原貝

塚 50号住居士止例を掲げ、 B3式の例としてとりあげている。これらの研究や事例を参考にするならば、

78 
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口縁部のあり方からは、本遺跡出土の 69・70はB3式の特徴をそなえている。

②の、くびれ下の無紋部分であるが、前述の長野県離山遺跡例も同様に無紋部分が存在する。他の

例としては、秋田氏がとり上げている埼玉県寿納泥炭層遺跡例と、東京都大森貝塚例(鈴木正博他

1980) 等がある。ただし後二者はともに、無紋部分の下に文様帯があり、上下を横方向の沈線で区画し

た中に沈線で横方向の矢羽根状紋を施している。前述した秋田氏の基準に照らし合わせると、両者とも

にB2式である。従って、くびれ下の無紋部分を有する算盤玉形土器はB2式にも B3式にも存在する

ことになり、型式分類の基準とはなり得ない。以上の点から判断して、本遺跡例は、加曽利B3式に比

定できると考えられる。ただし、 B3式の中でどれくらいの細別時期に属するかという点については、

ここでは詳述は避けたいと思う。

68は無紋土器で、編年的な位置付けは難しい。しかし器形全体や口縁部の形態、本遺跡から出土し

ている他の土器の諾型式などの点から考えて、後期初頭~前葉ではなく、中葉の土器と考えた。類例は

神奈川県の東正院遺跡(鈴木保彦他 1972) や下北原遺跡(鈴木保彦他 1976) などにある。 71~ 73 

は他の時期の可能性も考えられる。

(註 1) 

付け加えるならば、本遺跡の南西約 3~ 400 mの距離に位置する、諸機b式期の集落選跡である細野沢遺跡も、

本遺跡と同一時期の土器が多数出土しており、本遺跡との関連性が注目される。また、集落の可能性のある千福市

も本遺跡と同時期の諸1磯b式土器が検出されている(井上他 1982)。
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表6 ニヒ著書観察表①

震掲載 ゲリッ卜砂 層位 時期型式 分類 残存部位
外商色調

1台土 E混和材 文様ー調整等
番号 阿国色調

KGP 10YR5/31こぶし1黄褐色 やや組、長石径1mm以下、石英
鐸紋LR→半裁竹管の肉菌による平行沈線で水平方向に区画

51 D-3 
-AN 

前期言語磁式 1 -1. 銅昔日
10YR5/4にぶい黄褐色 径lmm以下を含むo

→半裁竹管の内面による平行沈線を斜方向に施し三角形状

のモチーフワを摘し内面ヨコナデ。

51 2 0-3 FB 前期諾磯式 1 -la 口縁部
WYR412灰黄褐色 密、長右径O.3mm以 p、石英径 ロ縁直下Iこ半裁竹管による平行沈線→斜方向の平行沈線。

7.5YR4/2灰褐色 O.2mm以下を含む。 波状口縁。

やや縮、長石径自 lmm以下、

51 3 C-4 AN 前期詩磯式 I-la 胴部
10YR412灰賞褐色

石英径O.1mm以下、金雲母径 半裁竹管による横位の集合沈線。
10YR'J2灰黄褐色

O.2mm以下を含む。

5YR5/自明赤褐色
やや粗、長石径O.2mm以下、

51 4 0-4 KU 前期 a諸磯式 [ -18 ロ縁部
5YR5/6明赤褐色

石英径O.2mm以下、金雲母径 縄紋→半裁竹管により口縁に沿って集合j児縁。波状口縁。

O.5mm以下を含む。

7.5YR5/4にぶい褐色
密、長石径O.1mm以下、石英径

51 5 0-3 KU 前期務磯式 ! -13 1岡部
7.5YR5/4にぶい褐i色

O.1mm以下、金雲母径O.1mm以 絹紋→半裁竹管により横位に集合沈線。内閣ヨコナヂ。

下を含む。

7.5YR5/4にぶい褐色
密、長石径O.2mm以下、石英f圭

51 6 D-3 I<U 前期諸磯式 1 -la 胴部
10YR5/4にぶい黄褐色

O.lmm以下、金星雲母径O.5mmkl、 縄紋→半裁竹管により積位に沈線。

下、黒色粒径O.1mm以下を含む。

密、長石径O.3mm以下、石英径

7 D-4 I(U 前期諸磁式 1 -la 口縁部
10YR4/3にぶい黄褐色

O.3mm以下、金雲母径O.1mm以 縄紋→半裁竹管により口縁に沿って集合沈線。波状口縁。
10YR4/3!こぶい黄褐色

下を含む。

5YR4/6赤褐色
密、長石径O.1mm以下、石英径

縄紋RL→j享線紋を横位に施紋→浮線紋上に斜めの車IJみ(刻!
51 8 1 C.D-3 AN 前期諸機式 [ -lb 胴部 O.lmmVXF 、金雲母径O.Imm以

5YR4/31こぶい赤褐色
下を含む。

みの施されない浮線紋もある)09・10と同 個体と思われる。

5YR312暗赤褐色
密、長石筏O.1mm以下、石英径 綿紋RLーノj手持叙を横{立に施紋一得線紋上に斜めの刻み(刻

51 9 D-3 KU 前期諸磁式 j-lb 胴部
5YR312s音赤褐色

。1mm以下、金雲母径O.lmmU みの傾きはj平線紋ごとに反対方向になり、矢羽根状となる〕。

下を含む。 8'10と同一個体と思われる。

5YR4/6赤褐色
密、長石径O.2mm以下、石英筏 縄紋RL→浮線紋を横位に擁紋→i手続紋上に斜めの哀11み(刻

51 10 D-3 KU 前期 E都議式 ! -lb 胴部
7.5YR4/3褐色

O.lmm 以下、会雲母t~O.-lmmjぷ みの傾吉は浮線紋ごとに反対方向になり、矢羽根状となる〕。

下を含む。 8'9と同 個体と忍われる。

7.5YR5/4にぶい樟色
怒、長石径O.2mm以十、石英径 矢羽根状の刻みを持つi手線紋が横位に施紋される。 i平線紋

51 11 D-3 lくU 前期隷機式 1 -lb 目岡部
7.5YR4/1褐灰色

O.1mm以下、金嚢母径O.3mm以 は極めて低平である。内面は丁寧おヨコナデ。 12~16と同

下を含む。 個体と思われる。

胴部~ 7.5YR4/6褐色
密、長石径O.5mm以下、石英径 矢羽根状の刻みを持つ浮線紋刀、横位に施紋される。;手線紋

51 12 D-3 AN 前期諸磯式 1 -ib 
底部 IOYR3/1黒褐色

O.2mm以下、金雲母径O.1mm以 は極めて低平である。内聞は丁寧なヨコナヂ。 11'13-16と同

下を含む。 一個体と思われる。

7.5YR5/'，にぶい樟色
夜、長石筏O.2mm以下、石英径 矢羽根状の刻みを持つj平線紋が様位に施紋され、渦巻状を

51 13 D-3 AN 前期諸機式 1 -lb 腕部
7.50YR4/1褐灰色

O.1mm以下、金義母径O.3mm以 呈すか。 i手線紋は'I~平である。内面はやや丁寧なヨコナデ。 I
下を含む。 11.12.14.-16と同 個体と思われる。

7.5YR6/4にぶい櫨色
密、長石径O.1mm以下、そコ英径 矢羽根状の刻みを持つj車線紋が横位に施紋され、 J品巻状を

51 14 D-3 I<U 前期諸磯式
7.5YR3/1黒褐色

O.1mm以下、金雲母径O.3mmJ;J， 塁すか。;車線紋は低平である。阿国はT寧なヨコナデ。

下を含む。 11-13，15，16と同一個体と恩われる。

7.5YR5/4iこぶい4雪色
やや粗、長石径口 2mm以下、 矢羽根状の富11みを持つj手線紋が横位(及び縦位も7)に施紋さ

15 D-3 AN 前期諸磯式 [ -lb 胴部
7.50YR4/1褐灰色

右菜径O.1mm以下、金雲母径0.3れる。 i平線紋は極めて低平である。肉函はやや丁寧なヨコナ

mm以下を含む。 デ。 11-14，16と同一個体と思われる。

AN 
7.5YR5/4にぶい褐色

やや粗、長石径O.3mm以子、石

位な一昨矢口ヨ緑羽Mにコ町根施ナよ刷敬7恒さ〈費れ園切みる内婦を1向1問断-す15一る左酬絹闘肉例が個即通1勤闘体棚J志時恩賦一わ上問れ帆附る.時肉師箇た位帽はを仔同rに41i 1 1 l 

16 D-3 KU 前期諸磯式 [ -lb 胴部 英径O.2mm以下、赤褐色粒筏0.1

F日
10YR3/2黒褐色

mm以下を含む。

C.D-4 
KGP 

5YR5/3にぶい赤褐色
2語、長石後日 1mm1以下、右英径

17 
口 3

AN 前期f音機式 ] -lc 口縁部
5YR5/6明赤褐色

。lmm以下、暴色粒径O.1mm以

KU 下を含む。

酷帥……属醐即一幽酎叩す拍る

密、長石径O.5mm以下、石英径
内函による水平方向の平行沈線を施して上下に区画一〉半裁

51 18 D-3 
FB 

前期ー諸機式 ]-1. 目岡部
7.5YR5/4にぶい褐色

0.5mm以下、黒色粒径O.-Imm以
竹管の内面による平行沈線で三角形状のモチーフを描く→

~AN 7.5YR4/2灰褐色
下を含む。

モチーフの角部!こ半裁竹管の内面による弧状の平行集合沈

線を土下対称に描く。屈折部より上に連続する刻目つあり。

i圭鉢の可能性あザ。

密、長石径lmm以下、石英径
水平万向の浮線(2本以上)1こより上下を区画→水平方向の浮

51 19 H-6.7 AN 
前期

1 -2 1岡部
10YR5/3にぶい賞褐色

lmm以下、径lmm以下の金雲母
線上を半裁竹管で押し引きして結節浮線紋とする→区画肉に

十三菩提式 7.5YR6/4にぶい褐色
を含む。

i手線により逆fJJ字 z鋸歯状つのモチーフを措くー〉モチーフの浮

線上を半裁竹管で押し引きする。 20と同 個体。

E苦手島 前期 lOYR5/3にぶい黄褐色
密、長石径1mmJ;l，下、石英径 水平方向の浮線(4本以よ)によりよ下を区画し、区画悶!こ浮線

51 20 [-7 
色土 十三菩提式

1 -2 胴昔日
7.5YR6/4にぶい褐色

1mm以下、径lmm以下の金雲母 により渦巻状のモチーフを3苗く一、浮線上を半裁竹管で押し引き

を含む。 して結節j芋線紋とする。 19と同 個体。

I<GP 前期 7.5Yf沼/4にぶい掲~
密、長石径O.2mm以下、石英径

側 RL即附向一一一ヨコナ l
52 21 G.D-4 

Fs 後葉~末
] -3 口縁部

7.5YR6/4にぶい櫨色
0.1m111以下、赤褐色粒径O.lmm

デ。 22.-w26'28.3日と同一個体と恩われる。
以下を含む。

22 口4 AN 
前期

[ -3 口縁部
10YR4/3にぶい費褐色 密、長右径百 3mmJ孔下、白色粒 j雫痕状の横~斜方向的ナデ調整。縄紋RL。内面は丁寧なヨ i

後葉~末 10YR4/6褐色 径D.1mm以下を含む。 コナヂ。 21'23-26・28'30と同一個体と思われる。

前期 7.5YR5/4にぶい褐色
密、長石径O.2mm以下、石英径

縄紋RL。肉iml;J:T寧なヨコすデ。 21'22.24~26'28'30と同一
52 23 口 4 KGP 1 -3 口縁部 0.1mm以下、若手褐色粒徒口 lmm

後葉~末 7.5YR6/4にぶい犠色
以下を含む。

個体と思われる。

52 24 D-4 AN 
前期

1 -3 口縁部
1OYR4/2灰黄褐色 密、長石径O.1mm以下、石英径 鐸紋RL。内題I;i:ヨコナデ。 21~23' 25' 26，28'30と問一個体と

後葉~末 7.5YR5/4にぶい槌色 日lmm以下を含む。 思われる。

52 25 D-4 AN 
前期

1 -3 ロ縁部
lOYR4/3にぶい責褐色 密、長石後O.3mm以下、日色粒 縄紋RL。内図は丁寧なヨコナデ。 21-24.26'28'3日と同一個

後葉~京 lOYR4/併喜色 径O.1mm以下を含む。 体と思われる。

後前葉期~末 1 [-31 r:1ifAtll，櫨色
夜、長制径O.5mmJ主rF_石英径 縄紋RL。内運I;i:丁寧なヨコナヂ。 21-25'28'3Cと同一個体と

52 I 26 I D-3 I AN 口縁部 7.5YR6/6権色 O.5mm以下を含む。 思われる。
ロ_， 札一一 ~_.，~"，国-~司一一

ハ
υno 



第N章縄文時代

表6 土器観察表②

図版 掲載 0・1)ツ卜. 層依 時期=型式 分類 残存部位
外面色調

胎土;毘和材 文様調整等
番号 番号 内面色調

52 27 0-4 KGP 
前期・

1 -3 口縁部
7.5YR5/4にぶい褐色 密、長石径O.5mm以下、石英径

縄紋RL。肉面はヨコナヂロ波状口縁か。
後葉~末 7.5YR5/4にぶい褐色 O.2mm以下を含む。

52 28 
C-4 SSC 前期

1 -3 胴部
7.5YR4/1褐灰色 密、長石径2mm以下、石英径 縄紋RL。内面は斜方向のナデ。 21-26・30と同一個体と思わ

0-3 -AN 後葉~末 7.5YR4/6褐灰色 1mm以下を含むロ れる。

前期・ 5YR51日明赤褐色
密、長石径O.lmm以下、石英径

52 29 0-3 KU 
後葉~宋

1 -3 E岡部
7.5YR樺色

O.lmm以下、金雲母径0.1mm以 擦痕状の斜方向のナデ調整。縄紋RL。内面は縦方向のナデ。

下を含むロ

前期・ 7.5YR5/4にぶい褐色
密、長石径0.1mm以下、石英径

縄紋RL。内面は縦方向のT寧なナデ。 21-26・28と同一偲体
52 30 0-4 KU 

後葉~末
1 -3 胴部

7.5YR4/2灰渇色
0.1mm以下、金雲母径O.lmm以

と思われる。
下を含む。

52 31 0-4 KGP 
前期・

1 -3 胴部
10YR4/3にぶい黄褐色 密、長石径0.3mm以下、白色粒 擦痕状の横方向のナデ調整→縄紋RL。内面は丁寧なヨコナ

後葉~末 10YR4/6褐色 径0.1mm以下を含む。 T。

前期 5YR4/6赤褐色
密、長石径0.1mm以下、石英径

52 32 0-3 AN 
後葉~末

1 -3 胴部
5YR3/1黒褐色

0.1mm 以下、金雲母径0.1mm以 縄紋RL。内面は斜~縦方向の丁寧なナデ。

下を含む。

前期 10YR3/1黒褐色
密、長石径0.1mm以下、石英径

52 33 0-3 KU 
後業~末

1 -3 服部
7.5YR5/6明褐色

0.1mm以下、金雲母径0.1mm以 縄紋LR。縄端結束による羽状縄紋。内面は丁寧なヨコナデ。

下を含む。

52 34 0-4 FB 
前期

1 -3 ロ縁部
7.5YR5/4にぶい檀色 密、長石径0.6mm以下、石英径 擦痕状の横方向のナデ調整。縄紋RL。口唇部及び内面ヨコ

後葉~末 7.5YR6/6樟色 0.6mm以下を含む ナデ。

前期・ 7.5YR6/6様色
密、長石径0.1mm以下、石英径

52 35 0-3 AN 
後葉~末

1 -3 ロ縁部
7.5YR5/4にぶい褐色

0.1mm以下、黒色粒径0.1mm以 縄紋RL。内面は横方向の丁寧なナデ。外面に煤付着。

下を含む。

前期・ 5YR5/6明赤褐色
密、長石径0.1mm以下、石英径

52 36 0-3 KU 
後葉~末

1 -3 胸部
5YR5/6明赤褐色

O.lmm以下、金雲母径O.lmm以 縄紋RL。内箇は斜方向の丁寧なナデ。

下を含む。

前期 7.5YR4/6褐色
密、長石径0.1mm以下、石英径

52 37 E-3 KGP 
後葉~末

1 -3 胴部
10YR4/2灰黄褐色

0.1mm以下、金雲母径0.1mm以 絹紋LR。縄端結束(羽状縄紋か)。内面はヨコナヂ。

下を含む。

52 38 0-3 KU 
前期・

1 -3 目岡部
10YR4/2灰黄褐色 密、長石径O.lmm以下、石英径

縄紋LR。内面剥落多し。
後葉~末 10YR4/4褐色 0.1mm以下黒色粒を含む。

52 39 0-4 KU 
前期・

I同 3 胴部
10YR6/4にぷい黄褐色 密、長石径ωmm以下、石英径0.2mm

縄紋LRを疎らに施紋。内面はヨコナデ。
後葉~末 10YR4/2灰賞褐色 以下黒色粒径0.1mm以下を含む。

前期・ 7.5YR5/6明褐色
密、長石径0.1mm以下、右英径

52 40 0-3 AN 
後葉~末

I叩 3 服部
7.5YR3/1黒褐色

0.1mm 以下、金雲母径0.1mm以 縄紋RL。内面は縦方向のT寧なナデ。

下を含む。

52 41 0-3 AN 
前期目

I同 3 胴部
7.5YR5/4にぷい樫色 密、長石径O.6mm以下、石英径

縄紋LR。内面はヨコナデ。
後葉~末 7.5YR6/6概色 0.6mm以下を含む。

52 42 0-3 KU 
前期・

1 -3 胴部
10YR412灰黄掲色 やや粗、長石径0.1mm以下、石

縄紋LR。内面剥落多し。
後葉~末 10YR4/2灰黄褐色 英径0.2mm以下を含む。

52 43 0-3 AN 
前期

1 -3 胴部
7.5YR4/3褐色 やや組、長石径0.1mm以下、石

縄紋LR。縄端結束?(羽状縄紋か)。内薗は丁寧なヨコナデ。
後葉~末 7.5YR4/2灰褐色 英径0.1mm以下を含む。

前期・ 7.5YR4/3褐色
密、長石径O.lmm以下、石英径

52 44 0-3 AN 
後葉~宋

I同 3 胴部
7.5YR3/1黒褐色

0.1mm以下、金雲母径0.1mm以 縄紋RL。縄端結束。肉面は丁寧なヨコナデ。

下を含む。

53 45 0-3.4 
AN 前期・

1 -3 胴部
2.5Y6/4にぷい黄色 密、長石径1mm以下、石英径 縄紋LR→指頭により回線状の窪みを横方向Lつける。内面剥

KU 後葉~末 2.5Y4/2暗灰黄色 0.5mm以下を含む。 落多し。外面上位が若干赤色化している。 46.47と問一個体。

53 46 0-3.4 
AN 前期・

1 -3 胴部
7.5YR5/3にぶい褐色 密、長石径0.6mm以下、右英径 縄紋LR→指頭により凹線状の窪みを横方向につける。内聞

KU 後葉~末 7.5YR3/1黒褐色 O.6mm以下を含む。 剥落多し。45.47と問一個体。

53 47 
C-3 AN 前期

1 -3 底部
7.5YR5/3にぷい褐色 密、長石径0.6mm以下、石英径 縄紋LR。内面剥落多し。外面上位が若干赤色化している。

0-3.4 KU 後葉~末 7.5YR3/1黒褐色 O.6mm以下を含む。 肉菌に煤が付着し、黒変しているロ 45・46と同一個体。

53 48 0-3 KU 
前期

1 -3 口縁部
7.5YR4/2灰褐色 やや粗、長石径1mm以下、石英 稽円形貼り付Iす→縄紋LR。波状ロ縁か。49・50・52と同一個体

後葉~末 10YR5/31こぶい黄褐色 径0.5mm以下を含む。 と思われる。

53 49 D司 3 KU 
前期

1 -3 口縁部ワ
7.5YR412灰褐色 やや粗、長石径1mm以下、石英

縄紋LR。波状口縁か。48.50・52と同一個体と思われる。
後葉~末 1OYR5/3にぶい黄褐色 径0.5mm以下を含む。

53 50 0-3 KU 
前期・

1 -3 口縁部
10YR6/4にぷい黄櫨色 やや組、長石径O.3mm以下、石 縄紋LR。付着炭化物を年代測定(附編分析参照)048・49・52と

後業~末 10YR5/2灰黄褐色 英径0.1mm以下を含むロ 同一個体と思われる。

53 51 D市 4 KU 
前期・

1 -3 口縁部
7.5YR6/6櫨色 密、長石径0.1mm以下、右英径

波状口縁。縄紋RL。内面はややT寧なヨコナデ。
後葉~末 10YR5/4にぷい糞褐色 0.1mm以下を含む。

前期 10YR4/2灰黄褐色
密、長石径0.1mm以下、石英径

53 52 0-3 KU 
後葉~末

1 -3 ロ縁部
10YR5/4にぷい黄褐色

O.lmm以下、チャート径0.2mm以 縄紋LRo48-50と同一個体と思われるロ
下を含む。

53 53 0-3 KU 
前期

1-3 胸部
10YR6/6萌黄褐色 密、長石径O.lmm以下、石英径

繰紋LR→ヨコナデにより回線状の効果を出す。内面黒変。
後葉~末 10YR7/4にぷい黄櫨色 0.1mm以下を含む。

前期 7.5YR5/4にぶい褐色
密、長石径Q.2mm以下、石英径

53 54 0-4 KGP 
後葉~末

1 -3 服部
7.5YR6/4にぷい糧色

0.1mm以下、赤褐色粒径O.lmm 縄紋LRを斜方向に回転施紋。内函lま丁寧なヨコナデ。

以下を含むロ

前期・ 10YR5/3にぶい賞褐色
密、長石筏0.1mm以下、石英径

53 55 E-3 ssc 
後葉~末

1 -3 胴部
10YR6/4にぶい黄褐色

O.lmm以下、暗褐色径0.1mm以 縄紋LRを斜方向に回転施紋。内箇はヨコナデ。

下を含む。

前期・ 10YR5/4にぶい黄褐色
密、長石径0.2mm以下、石英径

。段の条の組紐による撚糸紋か。内面l立斜方向のす寧なナ
53 56 J-7 AN 

後葉~末
1 -3 胴部

1OYR5/3にぷい賛褐色
0.1mm以下、黒色粒筏0.1mm以

T。
下を含む。

前期
縦方向のナデ→口縁下!こ無節縄紋しを条を口縁に平行させて

53 57 N-3 
KGP 

後葉~末 I山 3 ロ縁部
10YR5/3にぶい黄褐色 密、長石径O.3mm以下、石英径 施紋→その下!こ無節縄紋Lを条を斜めにして施紋→その下に

ZN 10YR7/6明黄褐色 O.lmm以下を含む。 縄紋Rしを横方向に回転させ縄端の結節を施紋。口唇部及び

肉面はヨコナデ(特に口唇部は丁寧に行い，光沢をもっ)。

no 



表6 土器観察衰③

図版 掲載
グリッド 層(立 時期型式 分類 残存部位

外国色調
胎土，毘和材 文様 調整等

番号 番号 内面色調

53 58 D-4 KGP 前期つ [ -4 底部
7.5YR5/4にぶい褐色 密、長石径O.1mm以下、石英径0.2外側に張り出した無紋の底部。器置は丁寧1=磨かれる。特に

7.5YR6/4にぶい筏色 m割以下、微小な黒色粒を含む。 底部に顕著である。

頚部に水平方向の隆帯を巡らして懸垂紋の隆帯を垂直に貼

10YR5/4にぶい黄褐色 密、長石径O.2mm以下、石英径
り付ける→半裁竹管内面による条線を垂直に施紋→半裁竹

54 59 E-4 KU 中期菅平i式 [!-1 1岡部
10YR4/3褐灰色 O.2mm以下、黒色粒を含む。

管端部による押し号!吉を上から下万向に施し懸垂紋を完成さ

せる。内面!立γ寧なヨコナデを行い、 部光沢を有する。 60

61と同 個体。 64は同一個体か。

隆帯を垂直に結り付ける。半裁竹管内函による条線を垂直に施 i

54 60 E-4 KU 中期曽和l式 Il-1 胴部
10YR5/4にぶい黄褐色 密、長石径O.imm以下、石英径 紋→半裁竹管端部による押し引きを上から下方向に施し懸垂紋

10YR4/3褐灰色 O.1mm以下黒色粒を含む。 を完成させる。内面!立丁寧なヨコナデを行い、一部光沢を有する。

隆帯の高創立梅めて低い。59.61と同一倒本。64は同一個体か。

IOYR5/3にぶい黄褐色
密、畏石径O.1rnm以ゎ、石英径

半裁竹管内面による条線を霊直i二施紋。 59.60と同一個体。
54 61 E-4 AN 中期曽利'" ]]-1 胴音匹 O.1mm以下、金雲母径O.imm以

1OYR4/1褐灰色
下を含む。

64は同個体か。

頚昔日より下部に半裁竹管内面による条線を垂直に施紋→胴

E-4 5YR5/6明赤褐色
やや徹若宮、長石径O.5mm以下、 部に一本単位の隆帯による蛇行懸垂紋を垂直に貼り付ける

62 KGP 中期曽利式 Il-2 頚~，!岡部 石英径O.5mm以下、黒色粒筏0.4 "~fl部に水平方向の蛇行隆帯を巡らすー_，!岡部に二本単位の
[-7 7_5YR5/6明赤褐色

mm以下を含む。 隆帯によるrJJ字紋(左右逆)を貼り付li一る。ロ縁部は無紋。肉

商は号11落がかなり著しい。 63と両 個体か。

5YR5/6明赤褐色
密、長石径O_1mm以下、右英径

半裁竹管内国による条線を斜めに施紋し、二本単位の隆帯を
63 G-7 KU 中期曽利式 Il-2 1岡部 O.1mm以下、黒色粒径O.1mm以

5YR3/1黒褐色
下を含む。

斜めに貼り付ける。内震はヨコナデ。 62と同一個体か。

1 7_5YR5/6明褐色 密、長伯径1mm以下、石英径
54 64 E~4 AN 中期菅平[1'" 1I-1 鋼部

7.5YR5/4にぶい褐色 2mm以下を含む。
半裁竹管内函による条線を霊直に施紋。 59~6.1 と同一個体か。

1OYR5/4にぶい黄褐色
やや鰍密、長百径1mmJ以下、 隆帯を貼り付け、ナデにより整形し、凹線により渦巻紋を描く。

54 65 G-6 AN 中期曽利式 11 -3 日間部
10YR6/4にぶい黄櫨色

石英径O.5mm以下、黒色粒径 隆帯の高さは極めて低い。肉商は丁寧なヨコナデ。鉢形土器

0.4叩 m以下を含む。 ないし鍔付土器の可能性めり。

後期 7.5YR6/6櫨使
密、長石径O，lmm以下、恒長径 単沈線による縦方向及びニ角形の区画を描く→縦区幽肉に

54. 66 ，)-7 黒
称名寺式

阻 1 1岡部
5YR6/8樺色

O.1mm以下、黒色粒径O.lmml弘 棒状工具の切断した先端部を斜めに蔚i突し(上方より)列点紋

下を含む。 として区画内に光填する。

54 67 i-7 AN 
後期

ill-1 胴部
1OYR5/41::ぶい黄褐色 密、長石径O.5mm以下、石英径

沈線により鋸歯状と思われるモチーフが)illi紋される。
称名寺式つ 10YR5/4にぶい貧褐色 O.5mm以下を含むo

無紋土器。胴部全体を縦方向にナデるー〉口緑に沿った部分は 1

1-7 ssc 後期
同縁部(底

7_5YR6/6極色 やや徽密、長石径1mm以下、石
横方向lこナデ(指によるか)て下半部は斜方向のナデ(竹管の背

68 E-3 
~AN 加菅利E式ワ

j]!-2 部も揃う半
5YR6/8樫色 英径1mm以下を含む。

によるヘラナデか)。外底面網代痕(経2本潜り2本超え、緯2本

D-3 完形) 超え2本潜り、 1本送り)。内面は上半部ヨコナデ→下半部縦方

向のナデ。内外商共に暴変部分あり。補修のための葬子Lあり。

算盤止形の土器。緑紋lRー〉単沈線でモヰ フ(頚部を水平方

… で臨時輔させる叩時制 i
ss口 後期 7.5YR5/4にぶい褐色 密、長石径O.3mm以下、石英径

沈線を霊下させる)を描(-，板めて丁寧なヨコナデ(磨き)1こより

54 69 N-3 
KGP 力日曽利日式

国 2 口縁部
7.5YR5/4にぶい褐色 O.2mm以下を含む。

縄経;を磨消し弧線状のモチーフの連絡部にP:J路紋(指頭によ

るものか)を施す。外箇の無紋部分は極めて丁寧なヨコナデ

(磨き)。内面は口縁部のみ極めて丁寧なヨコナヂ(磨き)。頚部

以下lま擦痕の残る粗いヨコブデ。 70と同 個体。

時五形の土器。鰍!日淵でモチーフ(酬を水平方|

向の沈線で区間し、弧線紋を連続させる。弧線紋の連絡部に

後期ー 7_5YR5/4にぶい褐色
沈線を霊下させる)を描くー〉極めて丁寧なヨコづデ(磨舌)により

54 70 N-3 ssc !J]-2 口縁部 密、長石径O.3mm以下、右英径 縄紋を磨j闘し弧線状のモチ フの連結部に円形紋(指頭によ
加首利B式 7.5YR5/4にぶい褐色 O.2mm以下を含む。 るものか)を施す。外商の無紋部分は短めてT霊なヨコナデ

(磨き)0肉函は口縁部のみ極めて丁寧なヨコナデ(磨き)。頚部

以下は擦痕の残る粗いヨコナヂ。 69と同一個体。

後期 7.5YR4/1褐灰色 密、長石径O.3mm以下、石主主径
水平方向の沈線で口縁直下に無紋帯を措〈かつ→極めて丁寧

54 71 N-3 KGP !J]-2 口縁部 なヨコナデ(磨き〕。内面は口縁直下のみ擦痕の残る籾いヨコナ
加普手[Is式 10YR5/2灰黄褐色 2mm以下を含む。

ヂ。それ以下帥較的丁寧なヨ吋デ。微量の炭化物が付着。i
54 72 D-3 I(GP 

後期
ill-2 1岡部

7_5YR5/41、ぶい褐色 密、長石径O.2mm以下、石英q~ 縄紋lR→j%線により形状不明なモチーフを描くづ-=f'により i 
加曽手[18式ワ 7_5YR5/5にぶい褐色 O.2mm以下を含む。 縄紋を磨り消唱。内面はやや丁寧なヨコナヂ。

密、長石筏O.1mm以下、石英径
胴部外面は無紋。底部外商は同心円上の方向で丁寧なナデ。

73 D-3 KU 後期つ ill-3 底部
7_5YR5/4にぶい褐色

O.2mm以下、黒色粒径O.1mmを
内面は底部中央のみ直線状!こやや丁寧なナデ。底部内部外

7_5YR5/3褐色
含む。

側~腕部内商は(1司心円条の)ヲデで、この部分のみ黒変が

著しく、微量の炭化物が付着していた。
一肩

第4飾石器

本遺跡で出土した縄文時代の石器総数は 51点で、他に剥片が 23点出土した。器種は石鎖、石錐、模

形石器、両極石器、石核、掻器、石匙、削器、打製石斧、磨石類、台石、機器がある。出土層位はss

C層から ZN層までである。遺構覆土中からも 1点だけ出土している(表7)。石器の多くは、グリッ

ドの南北軸C~E、東西軸の 2~4 の北東方向に緩く傾斜する平坦部面に集中するほか、 H-7 、 I 

7グリッドに打製石斧が集中して出土している(第 55図)。これらの分布はほぼ土器の分布と共通して

司〆』ou 
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第N章 縄 文 時代

し、る。

石鯨(第 56図 9~ 16) 

石織は 8点、出土した。いずれも無茎嫉で、黒曜石製である。基部がわずかに扶れるもの(9、10、

12、13) と、大きく扶れ脚部が燕尾状を呈するもの (11、15、16)がある。また、浅く挟れるもののうち、

側縁が鋸歯状に加工されたもの (14) がみられる。 9は、薄い剥片を利用した石鍛で、先端部と右の脚

部を欠損している。 10は、裏面に主要剥離面を残し、側縁を比較的急角度で周縁調整している。 11は、

脚部の片側で側縁がわずかに鋸歯状を呈する。 12は、表面の左側縁に無調整な大きな剥離面をそのま

ま残す関係でやや不整形な感じを残すものである。先端と左の脚部先端を欠損する。 13は、表裏面と

も押圧による剥離である。脚部の先端がV字形に整形されているのが特徴的である。 15は、脚部の外

側縁がやや丸みを帯びる。 16は、やはり押圧剥離による調整で、剥離方向は表裏とも基部側の挟り部

分に向いている。剥離の新旧関係から、基部の扶りは面の調整が終わった後で行われていることが判る。

者錐(第 56図 17)

17は、黒曜石製の錐である。断面三角形の剥片の端部を利用したもので、右側縁に錐部を作り出す

ための調整が見られる。

22 1000 
GAn箱根右

弐J
〈三三>

23 1422 
HOI-

。 (4:5) 5cm 

第 57図 縄文時代若器真理IJ区1(2) 
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模野署器岡両極石器(第 56図問、 19)

18は、黒曜石製で左側縁に風化面を残す。この面を打面として作出された横長剥片に両極加撃を施し、

模形状を呈するものを模形石器とする。 19は両極打法によるものだが、はっきりとした模形状でない

ところから両極石器とした。黒曜石の横長剥片を利用した石器で、表面の左右に方向の異なる剥離がみ

られる。

石核(第 56図 20)

20は、黒曜石製で、 900 の打面転移を繰り返して小型の剥片を取り出した石核の残核である。打点

部の慣れの状況から間接打撃による剥片剥離を行ったと思われる。

撞器(第 56図 21)

21は、ホルンフェノレス製で、略円形の剥片の下縁に調整を加えたもので、右側縁から末端に微細剥

離が観察されるものである。ま丁面を残す。

石匙(第 57図 22)

22は、ガラス質黒色安山岩(箱根石)の横長剥片を素材としたもので、摘みを打面側に打撃により

作出している。刃部は急傾斜の剥離で調整されている。

高IJ器(第 57図 23)

23は、ホルンフェルス製の打面を残す縦長剥片で、右側縁部にわずかに微細な剥離が認められるが

風化が著しく詳細は不明である。

打製石斧(第四図 24~ 29、第 59図 30~ 33、第 60図 34、35)

打製石斧は、 12点が出土した。形態的には短冊型のものが 10点、分銅型のものが 2点である。

短冊型のものは刃部の形状が円弧状を呈するもの (24、26、27、28、29、35)、直線的なもの (30)、

円弧状だが、先端がやや尖っているもの (25、33) に分けられる。素材はいずれも大型の剥片で、この

うち素材の形状が判るものは、横長の剥片から製作されたもの (24、25、27、30、34、35) と、縦長の

剥片から製作され片面に離面を残すもの、問、 30)、両面に磯面を残すもの (26、33) があり、離

面の摩滅の状況から石材が川原石であったことが推測できる。石材は、 24、26、27、31、32、33が輝

石安山岩、 25、29が緑色片岩、 30が緑色凝灰岩、 28がホルンフエノレスである。 31は折り取られている

ため全体像、は不明である。 33には両側縁に蔽打痕が見られる。 35は、輝石安山岩製で上半分を欠損し

ている。

分銅型のものには小型で、薄い器肉の 32と、大型の 34がある。 32は、刃部の形状が直線的で、ある。

上半部を欠損している。 34は、輝石安山岩製で、下端部は直線的な刃部となっている。

磨石類(第 60図 36~ 38、第 61図 39~ 45、第 62図46~ 52) 

円磯もしくは肩平離に磨面、敵打痕がみられるものを磨石類として一括した。 36は、多孔質玄武岩

の楕円蝶の 1面に磨面を持つものである。 37~ 45は、平理部に磨面をもつものである。このうち、

39、40は、コゲ、痕を持つもの、 41は、被熱により全体が脆くなっている。 37は、断面が三角形を呈す

る離で、形状的には特殊磨石に類似するが、特殊磨石のメルクマーノレである側縁の磨面が認められない。

石材は、 37、38、40、41、43、44は輝石安山岩、 39は、石英閃緑岩、 42、45が玄武岩である。 46~ 

48は、やや大型の肩平磯でいずれも欠損している。台石の可能性もあるが磨石類に分類しておく。石

材はいずれも輝石安山岩である。 42. 49 ~ 52は、側縁部に蔽打痕を持つもので、このうち 50"-' 52に

ついては、磨面も併せ持つものである。石材は、 49、50が多孔質玄武岩、 51が多孔質安山岩、 52が輝

石安山岩である。

台石(第 62図 53、第 63図 54)

やや大型の礁で平坦面もしくは凹みを持ち、その面を作業面としているものをそれとした。 53は、
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第N章縄文時代

輝石安山岩製の肩平な磯の一面に磨り面をもつもので、台石と思われる。 54は、同じく肩平な礁の一

面に磨面をもつもので、磨面はやや内側に凹んでいる。石材は、多孔質玄武岩である。

醸器(第 63図 55~ 59) 

やや肩平な磯岩の縁辺部に連続した剥離による刃部を持つものを磯器とした。 55~ 59は、いずれ

も扇平な礁の側縁に剥離があるもので、剥離には急傾斜のもの (56、57) と、やや緩傾斜のもの (55、

問、 59) がある。 56は、表裏に磨面を持つ。磨石を転用したものかと思われる。石材は、 55が玄武岩、

56 ~ 59は輝石安山岩である。

表フ 石器計測表
図版番号遺物番号 器種

幅
(cm) 

X座標
(m) 

Z座標
(rn) 

Y座標
(m) 

盾位
グリッド 重量長さ

a 遺構 石材 Ob産地 (g) (crn) 
キと、

U
厚
付

56-9 967 石録

56-10 968 石鍛

56-11 693 右量産

56-12 134 石倣

56-13 1467 石鍬

56-14 1001 石鯨

56-15 719 石器産

56-16 1519 石倣

56-17 998 石錐

56-18 570 模形石器 KU 

56-19 1393 悶極右器 Fs 

56-20 1336 右核 FB 

56-21 1021 掻器 削

57-22 1000 石匙 I¥U 

57-23 1422 削号" FB 

58-24 909 IT製石斧 AN 

58-25 986 打製石斧 AN 

58.-.26 仮3 JT製石斧 撹乱

58-27 135 n製石斧 AN 

58-28 1475 打製石斧 KGP 

58-29 635 打製石斧 KGP 

59-30 987 打製石斧 AN 
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第V章中世以降

第 1節 中世以降の概要

本章では、中。近世および近現代に属すると思われる遺構をまとめて記述する。中世~近世に属する

と思われる遺構は、本調査 I期で土坑 1基(1号士坑)、確認調査E期では土坑 1基 (8号土坑)、ピッ

ト1基 (p1 )をそれぞれ検出した。検出面は、 1号土坑が新期スコリア層面、 8号土坑がYLM層面、

1号ピットが新期スコリア層面で検出している。また、建設年は不明だが昭和 30年代まで木材切り出

し用に使用していた道路遺構(第 65図)を 1条調査した。

第 2節遺構(第 64図)

1号土坑(第 67図)

確認調査 I期のテストピット (TP 6) の新期スコリア層面で検出した。本遺跡の主体部が位置する

尾根の東側谷部の、急斜面に立地する。いわゆる中世~近世の円形土坑と思われる。規模は平面が長軸

1. 27 m、短軸1.26 m、底面は長軸1.02 m、短軸 0098m、深さは 0.4mで、ある。壁の立ち上がりは、

西南側は垂直に近いが、それ以外は緩やかである。底面は平坦である。覆土は単層だが人為的な埋め戻

し土の可能性が高い。出土遺物はない0

8号土坑(第 67図)

確認調査E期のテストピット (TP 11) のYLM層面で検出した。遺構は本遺跡の主体部が位置す

る尾根上の平坦部に立地する。平面形は隅丸長方形で規模は長軸1.41 m、短軸 0.77mで、ある。壁はや

やオーバーハングして立ち上がる。底面にはやや凹凸がある。覆土は黒色土が主体で、これにYLU層

士、 YLM属土が混じる。覆土内から 10cm大の自然礁が 4点出土している。覆土の状況から近世以降

の遺構と判断した。

i号ピット(第 67図)

確認調査E期のテストピット (TP 13) の南西隅部の新期スコリア層面で検出した。平面形は椅円

形で長軸 0.36m、短軸 0.33m、深さ 0.41mを測る。覆土は黒色土に新期スコリアがブロック状に混

じる。覆土の状況から近世以降の遺構と判断した。

道路遺構(第 65. 66図)

本調査 I期調査区を横断する形で敷設された市道 2252号線の下から道路遺構が検出された。尾根を

逆台形状に掘削して道路を構築している。この道路跡は現況で切り通し状に確認でき、調査区の外へと

伸びている(第 65. 66図)。路面には馬車の轍と考えられる浅い溝が側溝状に残されている。路面は北

側に傾斜しており、多数の蹄鉄跡が残されている。法面の頂部から路面までの深さは約 2.5mで、道幅は

法の上面で 4m、下面で1.7皿、轍の幅は 0.9m (内輪)前後である。道路の東側は北側の道路法面が

一部夫われており、点線で表記した(第 65図)。また、第 65図の中ほどに長軸 3.4m、短軸1.2m、深さ L1m 

の長方形の土坑がある。覆土の状況から現代のものと判断したが性格は不明で、ある。道路は調査区内に

27 mに亙って検出した。この道路は、裾野市葛山地区中村の集落から大久保川に平行して敷設された

もので、葛山や千福周辺では同様な道路が散見され、本道路を含めて地図上(第 66図)に破線で示さ
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第V章 中 世 以降

れている。馬車による木材運搬用道路として昭和 30年頃まで使用していたとの地元の方からの聞き取

りがある。

第削除l中1盟国
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近代道路遺構

I司王宮司査部分(J)道路の現況図1
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ぺ~ララ苦言色土層
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B号土坑

1. 10YR4/4褐色 5.-...10 mm大のスコリアを均 に混入。 YL:1ロツヴ

細粒を多量に混入。炭化物少量混入。締まりややあり。粘性なし。

2. 10YR2/3黒褐色 5 ~ 10 mm大のスコリ 7を均一に混入。 YLブロッウ z

細粒を混入。炭化物少量混入。締まりなし。粘性なし。

3 10YR4/6褐色 5.......10 mm大のスコリアを均 に混入。 YLブロック

細粒を多量に混入。炭化物少量混入。締まりなし。粘性なし。

1号土坑

1. 7.5YR2/1暴色締まりなし、粘性なし。 NSC、SNZ、I¥GP、炭化物を吉む。

。ツトノグ〆

b-G L 

254.60mム i

V
 

1号ピット

1. 7 5YR3/2黒褐色土 締まり小、粘性あり。

YLU層土のブロツウと黒色土の混合。

。 (1:40)1m 

L~よ4ーム l 叫ん.....J

第 61園 中世以降土坑ロピット実現IJ園

表 8-1 遺構計調IJ表(土坑)

表 8-2 遺構計調IJ表(近代道路)

表 8-3 遺構言十潰1]表(ピット)
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第VI章調査の成果

第VI章調査の成果

第 1節 旧石器時代

本遺跡出土の石器点数はわずか8点であり、これをもって遺跡の性格ならびに石器組成などの特徴を

積極的に述べるにはやや難がある。第E章において、本遺跡出土の石器が高尾編年の4期後半の所産で

あるとすでに述べたところであるが、それを踏まえながら若干補足しておきたい。

石器組成はこの期の特徴であるナイフ形石器と石槍からなると思われる。旧石器分布図(第 10図)

をみると、 2の石槍が北側斜面に離れて出土している以外は全て近位置にあり、小規模な石器ブロック

を形成していると云って良い。このブロックに属する石槍(1 . 3)は大きな剥離痕を残し、側縁をや

や急角度で調整する。石材を具にしている(1の石材は天城柏峠群の黒曜石、 3はガラス質黒色安山岩)

が、形状は良く類似している。この類例としては、前嶋秀張 (1995) により第4期 c段階末の様相を示

す石器として分類された、山中城三ノ丸第 1地点第E文化層出土の石槍がある。これに対し 2 (YLM 

層出土)の石捨は、両端を折断しているため、やや正確さに欠けるが、中央がやや幅広で両端が鋭角に

窄まる形と思われる。前掲前嶋論文で第4期 bJ段階に比定された山中城三ノ丸第 1地点第E文化層の石

槍に類似するものと思われる。石材は黒曜石で箱根畑宿群と推定されている。

次にナノfフ形石器であるが、 5の基部調整が入る小型ナイフと、 6の基部側を欠損して全体像は不明

ながら二側縁加工が施されたナイフが、同一ブFロック内で、検出されている。双方の石器は、検出層位が

異なるが発掘深度は僅かなレベル差でしかなく、同時期としても良いものと判断される。 5の黒曜石産

地は、諏訪星ヶ台群、 6の黒曜石産地は、 lの石槍と同じ天城村峠産と推定されている。

他の石器としては、使用痕のある剥片 (U. F) の類があるだけで、台石や敵石類は見られない。他

に剥片が 3点出土している。石器については他から持ち込まれたものと考えられる。

第 2節縄文時代

1 遺

K 
」二

土坑については、陥穴と考えられる土坑群の存在が特徴的であるハ関東@東北地方に比べ少ないなが

ら愛鷹・箱根山麓でも陥穴と思われる土坑が多く検出されている。主なものをあげると駿東郡長泉町で

は西願寺遺跡(平林他 1978)、野台遺跡(平川他 1986)、向田A遺跡(富樫他 2007)、柏窪A遺跡

(三好他 2009)、柏窪B遺跡(望月他 2003)、桜畑上遺跡(伊藤他 2009)、梅ノ木沢遺跡(笹原千賀

子他 2008)。据野市で、は概返遺跡(壬生他 2008)、悌ヶ尾遺跡(野田他 2007)、塚松遺跡(藁科他

2008)。三島市では観音洞B遺跡(池谷初恵他 1994)、天台B遺跡(池谷初恵他 1998)、下原遺跡

(+里子千賀子他 1995)、八田原遺跡(笹原他 1997)。沼津市では広合遺跡(高尾他 1987) (池谷信之

他 1990)、元野遺跡(柴田他 2008)、植出遺跡(羽二生他 1996 . 1997)、佐野片平山G遺跡(小野

真一他 2002)、清水榔北遺跡(関野他 1989 . 1990) などがあげられる。このうち陥穴が多く検出さ

れた遺跡は、 1加返遺跡 (107基)、塚松遺跡 (74基)、梅/木沢遺跡 (63基)、植出遺跡 (47基)、向田

A遺跡(報告書の記載から判断し陥穴と思われるもの 24基)、佐野片山G遺跡 (15基)、桜畑上遺跡(報
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告書の記載から陥穴と判断できる土坑 10基)である。これらの遺跡での土坑の立地は、大部分が南斜

面もしくは尾根上の平坦部の端部に位置するものが多い。土坑の配置について、列を成すと報告されて

いるものに柏窪A遺跡がある。竪穴住居跡、焼士、集石などの遺構群が位置する平坦面からやや西に離

れた台地縁辺部と、集落から 120mほど西に離れた地点の南に傾斜する沢から尾根上に登る斜面で検出

されている。土坑の平面形はいずれも隅丸長方形で規模もほぼ同じであることから同一時期の遺構の可

能性が高い。

塚松遺跡では、 YL層上面の褐色土で検出され、覆土が FB層土を主体とする土坑(I群)と、 KU

層下部もしくはFB層上面で検出され、覆土がKU層土を主体とするものや、 AN層以上の新期スコリ

ア等を含む土坑(II群)に分類している。 1群土坑は南北方向の斜面で、等高線に平行する土坑配置 2列、

直交する配置を l列、 E群土坑では、等高線に対し斜交する土坑の配列を 3列報告している。

梅ノ木沢遺跡では土坑の大部分が遺跡の平坦部と、さらに上位に位置する台地上に続く斜面部に位置

している。陥穴の時期は特定されていないが、報告書では「逆茂木状のピットを底面に持つものは長楕

円形から方形の患部を持ち、台地の張り出し部縁辺に並ぶように分布し、ピットを持たない土坑は大き

さ平面形状にパラつきがあり、異なる機能を持つものが混在している」と記述している。

この両遺跡を含めた多くの遺跡聞で土坑配置には類似性が司見える。土坑配置について大秦司統(2007)

は、秋田県で、集成を行った磯村享 (1990)の説を紹介している。それによると「鹿やイノシシは平坦

部が丘に移行する斜面の下端や台地の縁辺を通ることが多いためテラス部分に畏を仕掛けたJとする。

さらに、千葉徳爾 (1975) の「追い立てられた鹿は、廃絶した集落のような開地を逃げ道として利用す

るj という説を示している。また、自身も狩猟活動の見学体験から、動物の歩行跡が薮や潅木を避けA る

傾向にあり、開地や人間利用跡を歩行する例を述べている。土坑の配置については、狩猟対象動物の種類、

追い込み猟か待ち受けの民猟なのかにより異なることを、多くの研究者が指摘している。しかし、いず

れも仮説の段階にとどまっているのが現状である。

本遺跡の土坑の配置と周辺の地形については第 68図に示した。地形図から現在、日本電気協会グラ

ンドとなっているところが、尾根上の平坦部であった。また、この部分に縄文時代の集落があった可能

性が考えられよう。本調査 I期調査区で出土した土器。石器の集中がこの平坦部の東端に当たることか

らもその可能性が高いといえる。本調査H期調査区の土坑の配置はかなりランダムであるが、尾根中央

部の上方から西側斜面にかけて集中しており、低地部に流れる大久保川につながる谷筋方向を意識して

設置された可能性が高い。「ヌタ場Jを必要とするイノシシが急斜面をまっすぐ登らず、斜面を折り返

しながら尾根から沢へ行き来する性質があることが指摘されている。本遺跡の土坑の分布から、「水場」

「ヌタ場j へ向かうノレート上に設置された毘である陥穴という想定もできる。

土坑の構築時期については、近隣地区のほとんどの遺跡で、時期を特定できていないのが現状である。

この地域で構築年代を想定している僅かな例として、以下の事例がある。植出遺跡では、士坑TP 19 

の覆土下層に鬼界アカホヤ火山灰が含まれることから、構築時期を早期末以前としている。梅/木沢遺

跡では、 E群として分類された土坑覆土に FB層土を含むことから、縄文早期以降と報告している。さ

らに裾野市棚返遺跡では、 E群 a類土坑がカワゴ平パミスを含む暗褐色土層を掘り込む形で構築され、

砂沢スコリアを含む層に被覆されていたとの報告例がある。広域火山灰の降灰年代を参考にして、その

構築時期の幅を推定している。

本遺跡については、第W章第2節で記述したように、遺構の掘り込み面が、 KGP層下及びKGP中

位からのものと、 AN~ZN属(分層可能で、あった本調査 I 期検出のものでは、 KU層及びFB属から

掘りこまれている例もある。)からのものがある。土坑内からの遺物出土はなく、また覆土についても

明確に指標となるものはない。しかし大多数の遺構は覆土の状況からAN~ZN層中から掘り込まれた
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ものと考えられる。

蝶土遺構

土坑群と同一遺跡で検出される例が、元野遺跡、向田A遺跡、桜畑上遺跡、棚返遺跡などにみられる。

焼土遺構FPlは、桜畑上遺跡や棚返遺跡のものと形態が類似すると同時に、土坑群から離れて検出さ

れるという点においても近似性がある。向田A遺跡では、「落とし穴は谷、焼土土坑は丘陵上に集中し

ており、地形による活動域の区別がみられる。」としており、本遺跡でも遺物の集中域がこのFP 1の

検出位置と重なることから、なんらかの生活関連遺構と考えておきたい。西側斜面部で、土坑群に重なっ

て検出されたFP2 については、 AN~ZN層中で検出されたもので、やや大型の掘り込みを伴う点で

FPlとは異なっており、その位置も土坑群内にあるところから、本遺跡のFP 1や桜畑上遺跡や棚返

遺跡、向田A遺跡の例とは性格が異なるのではなし、かと思われる。なお、類例としては、八回原遺跡に

おいて大型で不整円形の窪み内に焼土が伴う例が報告されている。

2目遺物

土器

分類や編年的位置づけについては、第IV章第 2節において詳述したので、ここではあらためて触れな

い。以下第W章で言及しなかった若干の点についてのみ触れる O

土器の分布状況を、縄文前期(第 49図)と縄文中、後期(第 50図)に分けて示した。これによると

土器の分布範囲は前期と中、後期ではまとまる位置に微妙なずれが見て取れる。前期の土器はD-3. 4 

グリッド、中、後期の土器はやや北にずれてE-3園 4、D-3. 4グリッドでまとまっている。

次に、炭化物が付着していたため、 AMS法による年代測定を行なった土器について述べたい。対象

試料は4点で、図化したのは I群 3類に分類した第 53図 50の土器のみである(試料番号 12)。試料番

号8、9は無紋だが、整形や胎土の特徴から後期の土器と思われる。 11は底部に近い胴部片で、無紋

だが胎土の特徴は I群土器に類似する。試料No.8、9の 14C年代は 3890土 40yrB Pで後期初頭、 11は、

5100土 40yrB P、12は5020土 40yrB Pで前期後半の年代と報告された。これらの数値は、他遺跡で

行なわれた当該時期のAMS~去による測定データと近似している(附編参照)。

石器

機能別分類の構成比率は、狩猟具(石鉱) 16.6%、加工 e 生産具(石錐、掻器、削器、石匙、両極石

器、模形石器、磨石・台石類、磯器)58.8%、土木具(打製石斧)23.5%、その他1.9%となる。

ここでは遺跡と石器の関係を少しみておきたい。第65図で石器の分布を示した。これによると狩猟具、

加工@生産具の類は本調査 I期調査区の南西隅部に集中しており、土器の分布域とも重なっている。た

だし、この部分で検出した遺構は焼土遺構が 1基、土坑 2基だけなので、この部分が生活領域の中心部

とは考えにくい。一方、この地点から北東方向に 60mほど離れた急斜面の地点に、径 15mの範囲で、打

製石斧が 6点集中して出土しているのが注目される。この打製石斧が土掘り具としての機能を持っとす

ると、陥穴群との関連性を想定することが可能である。

同じ裾野市で 104基の陥穴群が検出された棚返遺跡では、遺構配置図に打製石斧の分布(第 69図)

を示している。これによると、陥穴群内に打製石斧が分布しており、出土打製石斧 31点中 24点が図示

されている。図示されたもののうち 7点が接合関係を持つもので、土坑分布域で破損遺棄されたものと

考えられる。また、 63基の陥穴群が検出された長泉町梅ノ木沢遺跡では、打製石斧の数こそ少ないが、

同じように土坑が配置されている部分に打製石斧の出土がみられる(第 70図)。性急に結論を出す必要

はないが、陥穴の土掘り具は今後の検討課題のひとつといえよう。

102 



第VI章 調査の成果

。
E区

N 
削平 / 

4274 

M 
4淀口

。 〆会-一

。

L 

K 

12 13 

。 (1 :800) 20m 

第 69図 棚返遺跡の打製苔斧分布図((壬生他 2008)の第 68図を改編)
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第 3節中世以降

本遺跡で検出した中世以降の遺構は、道路跡を除けば、土坑2基とピット 1基のみである。出土遺物

もないことからその時代が特定できるものではなく、覆土や形状からその所属時期を推定したものであ

る。所属時期を近代とし、「馬車路」と地元で呼称されている木材運搬道路跡は、馬車の轍や馬の蹄鉄

跡が残され、この地域の林業における運搬形態を知りうる近代産業遺構として評価され記録されるべき

ものである。ちなみに 1915(大正4)年版製の 2万 5千分の l裾野図幅(大日本帝国陸地測量部)では、

この馬車道は記載されていない。そこから、この地図作成以降の建設であったことも想定できる。
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『佐野片平山遺跡群』 三島市教育委員会他

『下原遺跡 U(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告 第 64集

『石器文化の研究』 新泉社

「多摩ニュータウン遺跡群における阜期後半の遺構と遺物J~研究論集XIX~ 東京都埋蔵文化財センター

「十二原E遺跡検出の焔し穴群についてJ~三後沢遺跡・十二原E遺跡~ (財)群馬県埋蔵文化財調査

事業団他

「両面加工尖頭器の製作技術J~石器作りの実験考古学』 学生社

『八回原遺跡~ (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告 第 87集

『梅ノ木沢遺跡 I~ (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告 第 194集

「遺構研究陥し穴J~縄文時代~ 10 第3分冊縄文時代文化研究会

『北方狩猟民の民族考古学』 北海道出版企画センター

柴田亮平他 2008 ~元野遺跡~ (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所報告 第 189集

白石浩之 1989 ~I日石器時代の石槍』 東京大学出版会

裾野市史編さん専門委員会 2000 ~裾野市史』第 8巻通史編 I 裾野市

裾野市史編さん専門委員会 2001 ~裾野市史』第 9 巻通史編H 裾野市

関野哲夫他 1989 ~清水柳北遺跡発掘調査報告書その H 発掘調査報告書第 47 集 沼津市

関野哲夫他 1990 

大工原豊 2004 

高尾好之 2006 

高尾好之他 1987 

千葉徳爾 1975 

『清水柳北遺跡発掘調査報告書その 2~ 発掘調査報告書第 48 集沼津市

「打製石斧の製作技術についてJ~石器作りの実験考古学』 学生社

「東海地方の地域編年J~旧石器待代の地域編年的研究』 問成社

『広合遺跡発掘調査報告書』 沼津市文化財調査報告書 第41集

『狩猟伝承』 法政大学出版局
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富樫孝志他 2007 ~向田A遺跡11 (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所報告 第 178集

中村信博 2007 I関東地方の陥し穴猟J~縄文時代の考古学 5 なりわい 食料生産の技術』 同成社

野田正人他 2007 ~悌ヶ尾遺跡11 (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告 第 175集

羽二生保他 1996 ~北神馬土手遺跡他 I 11 (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告 第 74集

羽二生保他 1997 ~北神馬土手遺跡他1I1I (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告 第 四 集

平川昭夫他 1986 ~中尾・イラウネ・野台』 長泉町教育委員会他

平林将信他 1978 ~西願寺遺跡 (A地区)・長久保城祉(二の丸)11 静岡県長泉町他

前嶋秀張 1995 I第 4期・ 5期の石器群J~静岡県考古学会シンポジュウム医愛鷹・箱根山麓の旧石器時代編年 予稿

集』 静岡県考古学会編

御堂島 正 2005 ~石器使用痕の研究』 同成社

壬生亮輔他 2008 ~概返遺跡・今里遺跡11 (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告 第 191集

三好元樹他 2009 ~大岡元長窪線関連遺跡頂11 (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告 第 205集

望月由佳子他 2003 ~大岡元長窪線関連遺跡 I 11 (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告 第 138集

吉田政行 2004 I両極剥離技術と模形石器J~石器作りの実験考古学』 学生社

渡瀬 1台他 1989 ~富沢原・千福馬場添・大畑・桃園入ノ j問』 裾野市教育委員会他

藁科泰裕他 2008 ~裾野市富沢・桃園の遺跡群11 (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所報告 第 193集
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第二東名千福南山園西遺跡出土黒曜石産地推定結果

沼津工業高等専門学校名誉教授 望月明彦

1回分析法 エネノレギ一分散蛍光X線分析 (EDX)

2.分析装置 セイコーインスツノレメンツ卓上型蛍光X線分析計 SEA-2110L 

3. 産地推定法

( 1 )得られた蛍光X線スベクトノレ強度を元素記号で、表す。

指標 Sum=Rb+S1'+Y+Zrとする。

Rb分率 =Rb!Sum Sr分率 =Sr!Sum Z1'分率 =Zr!Sum Mn:lと100!Fe log (Fe!K) 

( 2)産地のシートに挙げた黒曜石産地から原石を採集し、測定する。

( 3 )測定結果から上記の指標を算出する。

(4 )以上から、産地原石に関するデ}タベースを作成する。

( 5 )出土遺物について下記の二つの方法で、産地推定を行う。

① 判別図法

用いる指標 a 横軸:Rb分卒、縦軸:Mn!Fe 横軸:S1'分率、縦軸:log (Fe!K) 

推定方法.遺跡出土試料を蛍光X線分析し、指標を計算。指標を図にプロットする。

重なった判別群を推定結果とする。

② 判531]分析(推定結果表参照)

用いる指標:算出された指標全て

推定方法:判別図法では遺跡出土試料と重なっている判別群を推定結果とする。

この判55IJ群は試料と判別図上で 2次元的に最も距離が近い。

判別分析ではこの距離を数学的に n次元で計算する。

試料と最も距離(マハラノビス距離)が近い判別群を推定結果とする。

この距離から、各判5:Pl群に属する確率を計算する。

4. 出土黒曜石製石器産地推定結果一覧表

判Jjlj図j去による推定結果と判別分析による推定結果

第2侯裕産地・判別分析により推定された産地の第2候補

fbt料から侯浦産地までのマハラノピスse再生. fi直が小さいほど候補産地と類似性が高い0

1倍率:試料が候補産地に属する確率。工に近いほど類似性が高い。
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比
¥ 

20 

18 

16 

14 

12 

言10
x 
長

10 20 30 40 50 60 70 
Rb x100/(Rかs，ム-Y+Zr)

図 1 卜中部関東の産地 x東北北陸隠岐の産地 。北海道の産地 ・遺跡出土試料

千福南山班西側口 148-2地点)出土黒曝右産地組成

エリア 半II~II群 記号 誌料数 0/0 

ブドウ;尺 WOBD 。 。
和田 (WO) 牧ヶ沢 WOMS 。 。

晶松沢 WOTM 。 。
英容ノイト WDHY 。 01 

鷹山 WDTY 5.56 

IJ¥;，深沢 WDKB 。 。
和国側D) 土屋橋北 WDTK 。

土屋橋西 WDTN 。 。
土屋橋南 WDTM 。 。
古峠 WDHl 。 。

諏訪 星ヶ台 S州D 9 50 

冷山 TSTY 。 。
喜事科 双子山 TSHG 。 。

摺鉢山 TSSB 。 。
天城 柏峠 1 AGKT 3 16.67 

畑宿 HNHJ 5.56 

鍛冶屡 HNKJ 。 。
箱根 黒岩橋 HNI(I 。 。

上多賀 HNKT 。 。
F"/湯 HNAY 。 。

神津島
恩馳島 I(ZOB 4 22.22 

砂糠崎 I(ZSN 。 。
高原山

甘湯沢 THAY 。 。
七尋沢 THNH 。 。

新津 金津 NTKT 。 。
新発田 板山 SBIY 。 。
深j甫 八森山 HUHM 。 。
木造 出来島 KDDK 。 。
男鹿

告ヶ崎 OGKS 。 。
脇本 OGWM 。 。

羽黒
月山 HGGS 。 。
今野川 HGIN 。 。

ヂー舎の個数/判別群 判別群

器種 AGI<T HNHJ KZOB SWHD WDTY 総計

ナイフ形石器 2 

使用痕ある剥片 2 

石核

右錐

石徹 3 4 8 

尖頭器 2 

両極右器

模形右器

総計 3 4 9 18 

10 20 30 40 50 60 

Sr x1叩，/(Rb+Sr+Y守 ZC)

中部関東の産地 x東北北陸隠岐の産地 企北海道の産地 。遺跡出土試料

エリア 半II~II群 記号 試料数 。。
折居 1群 KI(01 。 。

北上川 折居 2群 KK02 。 。
折居 3群 KK03 む 。

宮崎 湯/倉 MZYK 。 。
仙台

秋保 1群 SDA1 。 。
秋保 2群 SDA2 。 。

色麻 根岸 S削~G 。 。l

塩竃 塩竃港群 SGSG 。 。l

小j自 折腰内 KDOI( 。 。
魚津 草月上野 UTHT 。 。
品岡 一上山 TOFK 。 。
佐渡

具光寺 SDSK 。 。
金井ッ坂 SDKH 。 。
久見 OKHM 。 。

隠岐 岬士也区 α(MT 。 。
箕浦 01(1臼 。 。
B号沢 STHG 。 。

白j竜 黒曜の沢 STKY 。 。
赤右山頂 STSC 。 。

赤井川 曲JII AIMK 。 。
豊浦 豊泉 TUTI 。 。
置戸 安住 ODAZ 。 。
十勝 股 TKM削 。 。
名寄 布川 NYHA 。 。
旭川

高砂台 AKTS 。 。
春光台 AKSK 。 。

不明産地 1 NK NK 。 。
下呂石 GERO 。 。

合計 18 100 

不可など 。
総計 18 

!デ-$<の個数/半IJ別群 宇II~II群

層位 AGKT HNHJ KZOs SWHD WDTY 総計

日音褐色土層 2 2 

自音褐色土層~漸移層

休場層上位 2 3 

休場層中位 3 

栗色土層 2 3 5 

仙石スコリア包含層

富士黒土居 2 3 

総計 3 4 9 18 
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佐々木繁喜氏提供試料(まだ地図には入れていなし¥) 
都道府県 工リア 判~IJ群 記号 原石採取地(分析数)

月森 小泊 析腹内群 KDOK 小泊市折腰内 (8)

北上折居 1群 KK01 水沢市折居 (3旬、花巻目形田ノ沢 (36)、雫石小赤沢 (22)

岩手 北上川 北上折居 2群 KK02 水沢市折居 (23)、花巻臼形回/沢(旬、雫石小赤沢 (2)

北上折居 3群 KK03 水沢市折居 (5)

宮崎 湯/倉群 臨ZYK 宮崎町湯ノ倉 (54)

色麻 根岸群 S~制 3 色麻町根岸 (48)

宮城
仙台

秋保 1群 仙台市秋保土蔵 (17)

秋保2群 SDA2 仙台市秋保土蔵 (35)

場寵 塩竃群 SGSG 塩寵市塩竃漁港 (22)

三塁
言語i

面
漁
業
時
浮
世
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千福南山田西遺跡における放射性炭素年代

(AMS測定)

(株)加速器分析研究所

1 .定対象試料

千福南山皿西遺跡は、静岡県裾野市葛山宇西ノ窪 148番地他(北緯 350 12' 05"、東経 53'

16" )に所在する。愛鷹山東麓の丘陵北端部で、かなり急傾斜な部分に立地し、丘陵北側は大久保川が

東流する谷部に接する。測定対象試料は、 l号炭化物集中出土炭化物(分析番号No.1 : IAAA-91346、分

析番号No.2: IAAA-91347、分析番号No.14 : IAAA-91355、分析番号No.15 : lAAA-91358)、2号焼土遺構

出土炭化物(分析番号No.3: lAAA-91348)、カワゴ平パミス層 (KGp) 出土炭化物(分析番号No.4: 

lAAA-91349)、仙石スコリア層 (Ss C)出土炭化物(分析番号No.5・IAAA-91350)、日音褐色土層 (AN)

~漸移層 (ZN)相当層出土炭化物(分析番号No.6固IAAA-91351)、漸移層 (ZN) 出土炭化物(分析

番号No.7: lAAA-91352)、富士黒土層 (FB) 出土土器付着炭化物(分析番号]¥)0.8: lAAA-91353、分析番

号No.9: IAAA-91354)、漸移層 (ZN) 出土土器付着炭化物(分析番号No.11: lAAA-91356)、栗色土層 (K

U) 出土土器付着炭化物(分析番号]¥)0.12 : lAAA-91357)、合計 13点である。

2司潰1]定の意義

炭化物集中や焼土跡の年代測定により、遺構の性格と斜面地での土地利用のあり方を明らかにする。

また、火山灰層の噴出年代、遺物包含層の堆積年代、炭化物が付着した土器の年代を検討する。

3固化学処理工程

( 1 )メス。ピンセットを使い、根@土等の表面的な不純物を取り除く。

( 2 )酸処理、アルカリ処理、酸処理 (AAA: Acid Alkali Acid) により内面的な不純物を取り除く。

最初の酸処理では 1Nの塩酸 (800C)を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるま

で希釈する。アルカリ処理では 1Nの水酸化ナトリウム水溶液 (80UC)を用いて数時間処理する。

なお、 AAA処理において、アルカリ濃度が lN未満の場合、表中に AaAと記載する。その後、超

純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では lNの塩酸(800C)を用いて数時間処理した後、

超純水で中性になるまで希釈し、 900Cで乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する。

( 3 )試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、 5000Cで 30分、 8500Cで 2時間加熱する。

( 4 )液体窒素とエタノーノレ・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素 (C02) を精

製する。

( 5 )精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出(水素で還元)し、グラファイトを作製

する。

( 6 )グラファイトを内径 lmmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

4包 ;!Ij定方法

測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした 14C-AMS専用装置(NECPelletron 9SDH-2)を使用する。

測定では、米国国立標準局 (NIST) から提供されたシュウ酸 (HOxII) を標準試料とする。この標準試

料とパックグラウンド試料の測定も同時に実施する。
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5園算出方法

( 1 )年代値の算出には、 Libbyの半減期 (5568年)を使用する (Stuiverand Po1ach 1977)。

( 2) 14C年代 (LibbyAge : yrBP) は、過去の大気中町濃度が一定であったと仮定して測定され、

1950年を基準年 (OyrBP) として遡る年代である。この値は、 813Cによって補正された値であ

る。 14C年代と誤差は、 1桁目を四捨五入して 10年単位で表示される。また、 14C年代の誤差(土

1σ)は、試料の 14C年代がその誤差範聞に入る確率が 68.2%であることを意味する。

( 3) 8 13Cは、試料炭素の 13C濃度 (13Cj12C) を測定し、基準試料からのずれを示した値である。同

位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%0) で表される。測定には質量分析計あるい

は加速器を用いる。加速器により 13Cl2Cを測定した場合には表中に (AMS) と注記する。

( 4) pMC (percent lv10dern Carbon)は、標準現代炭素に対する試料炭素の l'lC濃度の割合である。

( 5 )暦年較正年代とは、年代が既知の試料の 14C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過

去の濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、 14C年代に対応

する較正曲線上の暦年代範囲であり、 l標準偏差 (1σ=68.2%) あるいは 2標準偏差 (2σ ニ

95.4%)で表示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない 14C年

代値である。なお、較正曲線および、較正ブ。ログラムは、データの蓄積によって更新される。また、

プログラムの種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とパージョ

ンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、 IntCa104データベース (Reimer

et a1 2004)を用い、 OxCa1v4.1較正フDログラム (Bronk 1995 Bronk Ramsey 2001 

針。nkRamsey， van der P1icht and Weninger 2001)を使用した。

6. 

1号炭化物集中出土炭化物の 14C年代は、分析番号No.lが4510土40yrBP、分析番号No.2が L1540土

40yrBP、分析番号[も 14が 4520士 40yrBP、分析番号No.15が4510土30yrBPである。誤差 (1σ)の範

囲内で重なり合っており、ほぼ同年代を示している。縄文時代中期前葉頃に相当する。 2号焼土遺構出

土炭化物(分析番号No.3)は3990土40yrBPで、縄文時代中期末頃の年代である。

カワゴ平パミス層 (KGp)出土炭化物(分析番号No.4)が3910土40yrBP、仙石スコリア層 (Ss C) 
出土炭化物(分析番号No.5)が 1620土40yrBP、暗褐色土層 (AN)~~漸移層 (Z N)相当層出士、炭化物(分

析番号No.6)が4060土40yrBP、漸移層 (ZN)出土炭化物(分析番号No.7)が3860士40yrsPである。

No.5は古墳時代、その他は縄文時代中期オてから後期初頭頃の年代を示している。

富士黒土層 (FB) 出土土器付着炭化物(分析番号No.8、No.9)の 11C年代は 3890士 40yrBPで、縄文

時代後期初頭頃である。漸移層(Z 1'.T)出土土器付ム着炭化物の(分析番号No.11)の 14C年代が 5100土

即、栗色土層 (KU) 出土土器付着炭化物(分析番号No.12) 年代が 5020士 40yrBPで¥縄文時

代前期後半の年代に相当する。

層位と出土炭化物、出土土器付着炭化物の年代が類例と必ずしも一致しない試料が認められるが、試

料の年代は縄文時代前期後半、中期前葉、中期末から後期初頭、古]宣時代〔補註Jといういくつかの時

期にまとまっており、ランダムな現れ方ではない。急傾斜地における不安定な堆積層に、限られた年代

の試料が包含された可能性を考慮する必要がある。

炭素含有率は炭化物 60%以上、土器付者炭化物はこれらよりも低い値であるが、化学処理、測定

との問題は認められない。
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a 13C (%0) 
o 13C補正あり

測定 試料 処理
試料名 採取場所 Libby Age 

番号 形態 方法 (AMS) (%) 
(yrBP) 

IAAAロ 分析番号 1号炭化物集中覆土、?(1'，N(暗
炭化物 1'，a1'， 四 27.63土 0.46 4，S::W士40 57Ji5 :f: 0.28 

91346 NO.l 褐色土層)~ZN(漸移層)相当層)

IAAA個 分析番号 l号炭化物集中覆土 ?(AN(暗
炭化物

褐色土層)~ZN(漸移層)相当層)
1'，1'，1'， 国 25.83土0.39 4，540:t 40 56.85土⑬⑥27

91347 NO.2 

IAAA~ 分析番号 2号焼土遺構覆土2層より下の
炭化物 AaA ~25.13 :t 0.51 3ラ99⑪:t40 60.83土 0.29

91348 NO.3 炭化物ブロック

IAA1'，- 分析番号
炭化物遺構外カワゴ平ノξミス層 (KGP) AaA 閉24.84土。.72 3，910土4iI.T (al.44 :t札29

91349 No.4 

IAAA贋 分析番号
炭化物遺構外仙石スコリア層 AAA .23.16土。.22 1，620土40 8Ui9士。.35

91350 NO.5 

j[AAA- 分析番号 遺構タト暗褐色士層 (AN)~漸
炭化物 A旦A幽25.19士。.418 4，060土 40 60.35土 0.29

91351 No.6 移層 (ZN)相当層

IAAA- 分析番号
遺構外漸移層 (ZN) 炭化物 AAA ロ23JB士0.65 3，860:t 410 6U~2 土 0.27

91352 NO.7 

J[AAA- 分析番号 土器付着
遺構外富士黒土層住B) AaA 園 24.31土0.84 3，890:t 40 611.iIi1 :!:⑪.30 

91353 NO.8 炭化物

IAAA開 分析番号 土器付着
遺構外富土黒土層 (FB) AaA 開2.U4土0.68 ⑪土 40 61.65 ::t 0.29 

91354 NO.9 炭化物

IAAA- 分析番号 I号炭化物集中覆土?(AN(暗
炭化物

褐色土層)~ZN(漸移層)相当層)
AAA 恒23.92土仏63 :t 40 56.94土⑪。25

9::1.355 No.l4 

IAAA- 分析番号
遺構外漸移層 (ZN)

土器付着
AaA -22.32土仏59 5，100:!: 4ill 53.⑩3土 0.26

91356 NO.ll 炭化物

IAAA- 分析番号
遺構外栗色土層 (KU)

土器付着
AaA 国26，!ll]土 ([)J~2 5，020:!: 40 53.53ま 0.26

91357 NO.12 炭化物

]AAA~ 分析番号 1号炭化物集中覆土?(AN(暗
炭化物

褐色土層)~ZN(漸移層)相当層)
AAA 027.92土 0.51 土 30 57.06土仏241

9135s トJoJ5
| ー」一一一一

[#3187] 

o 13C補正なし
暦年較E用 つ測定番号 10暦年代範囲 20暦年代範囲

Age(yrBP) pMC(%) 
(yrBP) 

3341BC -3312BC (11 

JlAAA. 3295BC回 3286BC(3ロ09も)
:!: 40 56.74士 0.27 4，508士 38 一31m95州 l91346 3275BC -3265BC ( 3.59も)

3239BC -3106BC (50.7%) 
一一一
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15 I3C補正なし 暦年較正用

測定番号 1σ暦年代範囲 20暦年代範囲

I I Agゆ BP)pMC(%)
(yrBP) 

336IBC -3322BC 

IAAA- 1 . ___ _ 1 ____ ___1 . ___ __1 3272BC-3269BC(0.9%) 1 3366BC-3262BC(35.0%) 
ヰ，550土 40 I 56.75土 0.27I 4，536土 38

91347 1 1 1 3235BC -3171BC (28.0%) 1 3249BC -3099BC (60.4%) 

3163BC】 3116BC(21.2%) 

2621BC山 2455BC(93.3%) 
IAAA幽 2568BC日 2519BC(43.9%) 

3ラ990土 40 I 60.82土 0.28I 3う992土 381 . . 1 2419BC -2407BC (0.8%) 
91348 I I I I 2499BC -2472BC (24.3%) 

2376BC -235IBC ( 1 

12主 。2469BC-239lBC 1 2558BC -2537BC ( 1.5%) 
3ヲ910:!: 40 I 61.46士 0.28I 3，913士 38

2385BC -2346BC I 249lBC -2286BC(93.9%) 

IAAA- I _ I _ _ _ 1 _ 1 390AD -441AD (39.8%) 1 347AD -370AD (4.6%) 
1，590土 40 I 82.00土 0.35I 1ヲ624~ヒ 34

91350 I I 485AD日 532ADI378AD -539AD (90.8qT，，) 

IAAA-
!2832BC -282IBC ( I 285lBC】 2812BC(9.1%) 

91351 
土 40 I 60.33土 0.28I -4ヲ056土 38I 2632BC司 2563BC 1 2744BC -2728BC ( 1圃69も)

2535BC -2493BC (22.9%) 12695BC内 2474BC(84固7%)

2457BC -2418BC 

iL4.AA凹 2408BC-2375BC I 2465BC -2274BC (83.1 %) 
土 30 I 61.97土 0.26I 3，863:!:: 35 

91352 I I I 2367BC -2362BC ( 1.9%) I 2256BC即 2208BC(12.3%) 

2351BC-2288BC 

IAAA-
| トー--- I 2474BC山 2280BC(91.59も)

ゆ1353
土 40 I 61.70土 0.28I ま 39I 246IBC目 234lBC I 2250lsC -2230BC ( 

ー一一一一一一一ず~山』ー-1- 上三 2220BC -2211BC ( 1 
I 247lBC畑山OBC

IA}¥"ム回 2458BC -2339EC 
土 40 I 61.76主 Oユ8)225 0B C- 22 30 BC (3 1% )

!]J1354 I I I I 2315BC -23WBC ( 
2220BC -2211BC ( J.1 %) 

3352BC叩 3321BC!

__ .__ _.. I _ _1 3272BC -3268BC ( J I 336lBC目 3262BC
立 30 I 57.07土 0.24I 4，523土 35

立 36BC-3171BC13250BC -3酬 B(=:

i_ 伊 3163BCι白山B配町仁引(山包引) 
3960BC -3932BC ら)I 

ごと 40 I 53.32 土 0.25 土 38 I I 3970BC -3797BC 
3876BC -3806BC( 

3936BC】 3873BC(34.19も)

IAAA開 3810BC時 3761BC I 3944BC -3854BC (42.1 %) 
土 40 I 53.33土 0.24I 5.020土 38

91357 1 I 1 3740BC -3732BC ( I 3848BC -3709BC (53.3%) 

I 3726BC-3715BC(4.5%) 
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{; 13C補正なし
暦年較正用

測定番号 1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

Ag巴(yrBP) pMC(%) 
(yrBP) 

3340BC巴 3312BC(11.0%) 

IAAA国

3295BC -3287BC ( 2.9%) 

4，560土 30 56.72士 0.23 4，507 :t 33 3275BC -3265BC (3.6%) 3352BC -3097BC (95.4%) 
91358 

3239BC -3203BC (14.3%) 

3198BC四 3107BC
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(補注)

分析番号No.5の資料は、仙石スコリア層から採取したもので、 1，620土 40yrB Pの測定値が得られており、古墳

時代の年代を示している。仙石スコリアの降下年代は、町田 洋氏の研究によれば(町田 1980) 縄文時代晩期の

噴出物と考えられており、 2，500 ~ 2， 800 B Pと推定されている。縄文晩期とする説は、カワゴ、平ノfミスの降下年

代(縄文後期末~晩期初頭)と、御殿場市関屋塚遺跡(ノj、野他 1979)。宮ノ台遺跡(静文研一 2001) の事例(仙石

スコリア層よりと層に堆積する砂沢スコリア層の直上の泥流層より縄文晩期末の浮線網状紋をもっ土器が出土して

いる)等より明らかである。従って、今回の測定値で得られた古墳時代の年代が、仙石スコリアの降下年代である

とは到底考えられない。

今回の試料は、現地で層イ立を確認しながら、 ドットで記録をとり取り上げた炭化物である。出土状態についての

詳細な記録は残されていない。ただし、現地の調査所見によれば、この試料が出土した笛i所付近では層の乱れや誤

認などの可能性は極めて少ない。プライマリーな仙石スコリア層から採取したと認識している。従って、今回の測

定値が得られた理由は、上層より木の根等が入りこみ、それが炭化したなどの理由しか考えられない。なお、他の

試料の樹種がほとんどケヤキなのに対して、この試料のみヒノキであることも、他の試料に比べて異質であること

を示唆する。(木崎道昭)

(補注の引用回参考文献)

小野真一他 1979 ~関屋塚遺跡』 御殿場市文化財調査報告第2集御殿場市教育委員会

(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所 2001 ~静岡県埋蔵文化財研究所年報 17~ 

町田 洋 1980 I富士テフラと古代遺跡J~考古学ジャーナル~ 178号

町田 洋 e 新井房夫 1992 ~新編火山灰アトラス』東京大学出版会

118 



附編 自然科学分析

千福南山rn西遺跡出土炭化材の樹種(※)

(株)加速器分析研究所

はじめに

千福南山E西遺跡は、愛鷹山東麓の正陵北端部急傾斜地(大久保川右岸谷斜面)に位置する。発掘調

査により、炭化物集中や焼土遺構等から炭化材が出土している。また、カワゴ、平パミス層や仙石スコリ

ア層からも炭化材が出土している。

今回の分析調査では、これらの炭化材の樹種を明らかにするための樹種同定を実施する。

1. E式料

試料は、 1号炭化物集中、 2号焼土遺構、カワゴ平パミス層、仙石スコリア層、暗褐色土層~漸移層

相当層、漸移層から出土した炭化材 7点(分析番号 1~ 7) である。

2岨分析方法

試料を自然乾燥させた後、木口(横断面)。柾目(放射断面ト板目(接線断面)の 3断面の割断固を

作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察し、その特徴を現生

標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定する。

なお、木材組織の名称や特徴については、島地。伊東 (1982)、Wheeler他(1998)、Richter他 (2006)

を参考にする。また、日本産木材の組織配列については、林 (1991)や伊東 (1995，1996，1997，1998，1999)

を参考にする。

3. 結果

樹種間定結果を表 lに示す。炭化材は、針葉樹 l分類群(ヒノキ科)と広葉樹 2分類群(アサダ近似

種⑨ケヤキ)に同定された。各分類群の解剖学的特徴等を記す。

-ヒノキ科 (Cupressaceae)

軸方向組織は仮j道豆管と樹j脂j指旨細胞で

で、晩材部のl隔は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分

野壁干しは、いずれも壊れて輪郭のみであるが、輪郭の形状等からスギ型あるいはヒノキ型と考えられる。

放射組織は単列、 1-10細胞高。

。アサ夕、近似種 (cf. japonica Sarg.) カバノキ科アサダ属

散孔材で、管孔は単独または放射方向に 2-4個が複合して散在し、年輪界に向かつて径を漸減させる。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせんEB厚が認められる。放射組織はし、ずれも

れており、幅や高さは不明である。
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組織の特徴からアサダの可能性が高いが、放射組織が潰れて観察できないため、近似種とした0

・ケヤキ (Zelkovaserrata (Thunbo) Makino) ニレ科ケヤキ属

環孔材で、孔圏部は I列、干し圏外で急激に管径を減じたのち、塊状に複合して接線・斜方向に紋様状

あるいは帯状に配列し、年輪界に向かつて径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、

小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は一部が潰れているが、異性で、 1-6細胞幅程度、

1-50細胞高程度となる。放射組織の上下縁辺部を中心に結品細胞が認められる。

4司 考著書

遺構から出土した炭化材は、 1号炭化物集中の 2点と 2号焼土遺構の 1点がある。炭化していること、

分析番号 3が焼土遺構から出土していること等から、燃料材などして利用され、火を受けたことが推定

される。これらの遺構はいずれも暗褐色土層~漸移層相当層から出土しており、樹種は全て落葉広葉樹

のケヤキであった。ケヤキは川沿い@谷沿いの肥沃な土地に生育する落葉高木であり、木材は重硬で強

度が高い材質を有する。ケヤキは現在の愛鷹山麓で、普通にみられる樹木であることから、当時の本遺跡

周辺にも生育し、その木材を燃料材等に利用したことが推定される。

遺構外から出土した炭化材は、暗褐色土層~漸移層相当層、漸移層、カワゴ、平パミス層、仙石スコリ

ア層から出土した 4点がある。漸移層はケヤキであり、日音褐色土層~漸移属相当層の遺構出土炭化材と

樹種が向ーであることから、遺構で使用された炭化材が周囲にも飛散して堆積物中に取り込まれた可能

性がある。一方、暗褐色土層~漸移層相当層から出土した炭化材は、アサ夕、近似種で、あった。アサダは

沢沿い等に生育する落葉高木であり、木材は重硬で強度が高い材質を有する。この結果から、ケヤキと

共にアサダも利用されていた可能性がある。

暗褐色土居の上部に堆積するカワゴ平パミス層から出土した炭化材は、ケヤキで、あった。出土状況が

不明で、あるが、樹種が遺構出土炭化材と同一で、あることから、暗褐色土層~覆土層のケヤキがカワゴ平

パミス層中にも混入している可能性がある。

カワゴ平パミス層の上部に堆積する仙石スコリア層から出土した炭化材は、ヒノキ科で、あった。ヒノ

キ科には、ヒノキ、サワラ、アスナロ等の有用材が含まれ、木理が通直で割裂性・耐水性が高く、加工

が容易な木材が多い。本地域では、雌鹿塚遺跡から出土した 2640土 100BPの年代値が得られた木片が

ヒノキ属に同定されており(パリノ。サーヴェイ株式会社， 1990)、当該期にヒノキ属が分布していた

可能性がある。

引用文献

林昭三， 1991，日本産木材 顕微鏡写真集京都大学木質科学研究所

伊東隆夫， 1995，日本産広葉樹材の解剖学的記載 10木材研究。資料， 31，京都大学木質科学研究所， 81-18L

伊東隆夫， 1996，日本産広葉樹材の解剖学的記載E 木材研究。資料， 32，京都大学木質科学研究所 066-1760

伊東隆夫， 1997，日本産広葉樹材の解剖学的記載匝町木材研究。資料， 33，京都大学木質科学研究所， 83-20L
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附編 自然科学分析
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(※)本分析は、当社協力会社・パリノ・サーヴ、ェイ株式会社にて実施した。
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図版 1 炭化材

1.ヒノキ科(分析番号5)

2.アサダ近似種(分析番号6)

3.ケヤキ(分析番号7)

a:木口， b:柾目， c:板目

122 

醗極極盤盤溢路軍霊 200μm:2-3a
瞳翻盛画脳鍵郷幽幽幽盤魁湿 200μm:la， 2-3b， c 
臨溜盤盤騒騒騒騒盤盤遜盛函 100μm:lb， c 



写真図版



図版 1

本調査E期 縄文時代遺構検出状況 (合成写真)



図版 2

本調査 I期 縄文時代完掘状況

本調査E期調査区近景 (南から)



図版 3

本調査 I期土層断面 (Eライン北壁) 本調査 I期土層断面 (土層帯 01)

本調査 E期土層断面 (a-bライン) TP9土層断面 (東から)

5号土坑土層断面 82号土坑土層断面

86号土坑完掘状況 87号土坑完掘状況



図版 4

本調査 I期KGP層遺物出土状況(南から) 本調査 I期KU層遺物出土状況 (東から)

1号配石遺構検出状況 (旧石器時代) 2号土坑完掘状況

3号土坑完掘状況 4号土坑完掘状況
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図版 6

16号土坑完掘状況 17・18号土坑完掘状況

21号土坑完掘状況 22号土坑完掘状況
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図版 8

31号土坑完掘状況

33号土坑完掘状況

35号土坑完掘状況 36号土坑完掘状況

37号土坑完掘状況 38号土坑完掘状況



図版 9
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図版 10
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47号土坑完掘状況

合~ -胃.....-司

49号土坑完掘状況

54号土坑完掘状況

S 、.;.

50号土坑完掘状況

52・53号土坑完掘状況



図版 11

57号土坑完掘状況

58号土坑完掘状況 59号土坑完掘状況

63号土坑完掘状況
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図版 14

話.;!e出

80号土坑完掘状況 81号土坑完掘状況

82号土坑完掘状況

84号土坑完掘状況 85号土坑完掘状況

込~ _.i. 

89号土坑完掘状況



図版 15

92号土坑完掘状況 93号土坑完掘状況

94号土坑完掘状況
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図版 16
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99号土坑完掘状況

100号土坑完掘状況 101号土坑完掘状況

102号土坑完掘状況 103号土坑完掘状況

104号土坑完掘状況 (右側) 105号土坑完掘状況



図版 17
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図版 18
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121号土坑完掘状況



図版 19
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128号土坑完掘状況



図版 20

130号土坑完掘状況

132号土坑完掘状況

134号土坑完掘状況 135号土坑完掘状況

写雪7‘

137号土坑完掘状況



図版 21
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図版 23

155号土坑完掘状況

156号土坑完掘状況

159号土坑完掘状況

160号土坑完掘状況 161号土坑完掘状況



図版 24
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図版 26
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図版 27
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縄文土器 (2) 



図版 28
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縄文土器(3 ) 



図版 29
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縄文土器 (4) 



図版 30
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図版 33
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